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【小字名】佐場　外堀田原　板敷原　宇茂田原　真謝原　真謝上原　召喜名原　佐敷原　大福原　立名原　喜如嘉　
腰間原　板張原　石保川原　久茂川又原　山田原　波佐間原　玉合　又川原　源河仁屋原　的川原

【サイズ】   75.8 × 54.5㎝　
※現在の小字には無いが、幸地（ホーチ）、幸地川などの地名が残っており、元文検地に使われた「む　かうち原」
の印部石（ハル石）がある。

國
頭
郡
大
宜
味
間
切
喜
如
嘉
村
全
圖
（
六
千
分
の
一
）

3



【小字名】
宮城原　海染原　具志喜納原　桃原上原　イセイダ原　カズナ原　平南當原　ウタ原　
潟原　ウタマタ原　アサガ原　クネンダ原　津波山

【サイズ】  76.5 × 54.1㎝　　

※右下「久志村字慶佐次」界
※この頃、宮城は字津波の内なので宮城原となっている。
※左上にある緑色部分は、図の下部であるが、入りきらないため上に配置している。
※集落はもともと平南にあったが、大津波の影響で現在の位置に移動し、明治 13（1880）
年以前に平南村を併合したと伝えられている。

國
頭
郡
大
宜
味
村
字
津
波
全
圖

宮城原
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上：（喜如嘉）根神吉浜ウシの神衣装と簪

左：（喜如嘉）根神の引継ぎに関する古文書
咸豊11（1861）年

屋古の神人が使用していた駕籠

田港ノロの衣装、勾玉、簪、盃（田港ノロ　山城トヨ所蔵）

根路銘の神人の衣装（具志さん提供）

根路銘の神人（具志さん提供）

（饒波・川端）神人の衣裳

（饒波・川端）古い太刀（『饒波誌』）
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第
一
部
　
大
宜
味
村
の
民
俗



第
一
章
　
戦
前
・
戦
後
の
大
宜
味
村
の
歩
み
と
本
書
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

原　

弘　

哲

第
一
節　

大
宜
味
村
の
マ
ク
（
マ
キ
ョ
）
と
ム
ラ
・
シ
マ

　

大
宜
味
村
に
は
各
字
に
マ
ク
名
が
あ
る
。『
新
大
宜
味
村
史
シ
マ
ジ
マ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

版　

わ
ー
け
ー
シ
マ
の
宝
物
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
マ
ク
は
近
世
の
行
政
村
と

な
る
前
の
集
落
の
単
位
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
世
以
前
の
ム
ラ
の
形
、
現
在
の
字
（
ア
ザ
）

や
明
治
四
一
年
以
前
の
村
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
（
古
琉
球
）
の
ム
ラ
の
形
を
示
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

　
『
古
層
の
村
』（
仲
松
弥
秀
一
九
七
七
年
）
か
ら
、「
む
ら
」
の
表
記
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
い
記
述
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
「
沖
縄
に
お
い
て
「
村む

ら

」
と
い
う
場
合
は
、
市
町
村
自
治
体
内
の
「
字あ

ざ

」、
或
い
は
字
を

構
成
し
て
い
る
村
落
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
市
町
村
の
場
合
の
村
は
「
村そ

ん

」
と
発
音
し
、

「
村む

ら

」
と
「
村そ

ん

」
と
を
判
然
と
区
別
し
て
い
る
。」

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
村
は
後
者
の
「
村そ

ん

」
で
は
な
く
、
前
者
の
「
字
」
を
指

し
、
家
の
ま
と
ま
り
と
し
て
の
集
落
を
指
し
て
「
ム
ラ
ま
た
は
シ
マ
」
と
表
現
す
る
こ

と
を
ご
了
承
願
い
た
い
。

　

仲
松
弥
秀
氏
は
、
大
宜
味
村
田
嘉
里
の
マ
ク
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

マ
ク
名
の
つ
い
た
村
落
が
最
初
に
発
生
し
た
以
後
に
も
、
新
し
い
村
が
現
れ
る
に
つ

れ
て
、
そ
の
村
に
マ
ク
名
が
つ
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
王
府
が
廃
さ
れ
た
明
治
に
お

い
て
も
、
マ
ク
村
落
が
発
生
し
て
い
る
。

　

発
生
の
場
所
は
大
宜
味
村
田
嘉
里
区
域
内
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
四
マ
ク
の
小
集
落
が
現
れ

て
い
る
。
ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
、
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
、
カ
ニ
マ
ン
ヌ
マ
ク
、
そ
の
う
ち
の

ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
区
域
内
か
ら
、
実
質
的
に
新
し
く
ヌ
グ
ン
マ
ク
が
現
れ
て
い
る
。

ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク

　

東
方
台
地
上
の
屋や

か

び

嘉
比
村
と
近
く
の
親お

や
だ田
・
見み

さ
と里
か
ら
の
分
家
が
ヌ
グ
ン
ナ
ー
と
名

付
け
ら
れ
て
い
る
地
域
に
移
住
し
て
発
生
し
た
少
集
落
で
、
現
在
十
六
戸
※
と
な
っ
て
い

る
。

　

草
分
家
は
屋
嘉
比
村
か
ら
移
っ
て
き
た
中な

ー
か家
と
も
、
見
里
の
上う

い
じ
ょ
う門
家
の
分
家
に
当
る

池
原
家
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
山
麓
線
に
沿
う
て
五
戸
の
家
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
、
そ
の
家
々
の
前
面
の
水
田
が
宅
地
化
さ
れ
て
人
家
が
増
え
た
の
で
あ
る
。

　

マ
ク
名
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
最
初
に
移
住
し
て
山
麓
線
沿
い
に
居
住
し
た

五
戸
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
発
生
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
カ
ニ
マ
ン

ヌ
マ
ク
や
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
よ
り
先
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
頃
と
推
定
さ

れ
る
。
中
家
の
屋
敷
神
が
マ
ク
の
守
り
神
に
昇
格
し
て
司チ

カ
サ

（
マ
ク
の
拝
所
）
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
旧
元
旦
と
海
神
祭
の
日
に
参
拝
し
、
旧
三
月
三
日
に
は
旧
池
原
家
跡
の

上う
い
じ
ょ
う
が
ー

門
井
戸
を
マ
ク
の
産ウ

ブ
ガ
ー井

と
し
て
拝
し
て
い
る
。

ヌ
グ
ン
マ
ク
―
ヌ
グ
ン
ナ　
　

　

地
域
内
に
ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
の
小
集
落
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヌ
グ
ン

ナ
ー
地
域
全
域
も
、
等
し
く
ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
内
の
親・

・田
に
接
し
た
部
分
に
、
親
田
や
見
里
か
ら
の
分
家
が
、
宅
地
を

造
っ
て
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

草
分
家
は
見
里
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
六ム

チ
マ
タ
ヤ
ー

又
家
で
、
土
地
整
理
時
（
明
治
三
六
年
）

に
は
二
戸
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
四
戸
か
五
戸
に
達
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
六

又
家
の
屋
敷
神
を
司
と
な
し
て
マ
ク
が
創
立
し
た
。
そ
の
年
代
凡
そ
明
治
三
八
年
乃
至

四
〇
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
小
集
落
は
、
ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
の
地
域
内
に
後
世
発
生
し
た
が

た
め
に
、
マ
ク
名
は
つ
け
て
な
い
。
し
か
し
、
実
質
的
に
は
一
つ
の
祭
祀
集
団
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ク
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
言
い
方
が
正
し
く
な
い

と
す
る
な
ら
ば
、〝
マ
ク
の
萌
芽
〞
と
し
て
も
よ
い
。

　

フ
ー
シ
ン
ヌ
マ
ク

　

見
里
・
親
田
の
入
口
の
安あ

し
ー
ら
ば
る

世
良
原
と
い
う
小
字
に
発
生
し
た
小
集
落
で
、
現
在
八
戸

で
あ
る
。
ヌ
グ
ン
ナ
ー
と
親
田
、
見
里
の
水
田
地
を
流
れ
て
き
た
川
は
こ
の
小
集
落
の

傍
を
通
っ
て
浜
村
の
海
へ
注
い
で
い
る
。
大
正
五
年
頃
ま
で
は
満
潮
時
に
ヤ
ン
バ
ル
ブ

ニ
（
山
原
船
）
が
、
こ
の
小
村
ま
で
遡
航
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
河
川
交
通
の
便
か
ら
、
分
家
を
志
し
た
者
達
が
、
こ
の
地
域
に
屋
敷
地

分
配
方
を
村む

ら

（
田
嘉
里
）
に
願
い
出
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

最
初
の
移
住
者
が
見
里
の
溝ん

ず
は
た端

家
次
男
金
城
亀
吉
（
明
治
五
年
生
）
で
彼
が
二
十
五

歳
の
時
に
夫
婦
で
こ
の
地
に
分
家
移
住
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
追
い
付
く
よ
う
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に
見
里
か
ら
の
分
家
移
住
も
あ
っ
て
、
亀
吉
の
三
〇
歳
に
は
五
戸
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
親
村
で
あ
る
見
里
か
ら
、
マ
ク
を
つ
く
っ
て
別
区
に
な
っ
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
に
従
い
、
マ
ク
形
成
を
計
画
し
、
草
分
け
家
で
あ
る

溝ん
ず
は
た
ぐ
ゎ
ー

端
小
家
、
す
な
わ
ち
亀
吉
翁
の
屋
敷
内
の
裏
に
司
を
創
設
し
、
か
つ
、
こ
の
家
の
東

上
の
泉
を
マ
ク
の
産
井
と
し
、
五
戸
の
小
集
落
で
も
っ
て
一
つ
の
祭
祀
集
団
が
発
生
し

た
。
マ
ク
名
は
、
最
初
寄ヨ

リ
ア
ゲ上

マ・

・ク
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
近
く
の
浜
村
が
同
名
の
マ
ク

名
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
に
改
称
し
た
。
旧
元
旦
と
海
神
祭
日

に
司
と
産
井
を
拝
し
、
草
分
家
の
溝
端
小
家
で
宴
を
催
す
こ
と
が
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ニ
マ
ン
ヌ
マ
ク

　

東
方
台
地
上
の
屋
嘉
比
村
か
ら
、
福
地
原
（
小
字
名
）
へ
の
分
家
群
に
よ
っ
て
発
生
し

た
マ
ク
で
あ
る
。
草
分
家
は
、
屋
嘉
比
村
の
ハ
ン
タ
家
（
大
嶺
姓
）
の
三
男
で
、
こ
の
地

に
分
家
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
地
屋
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

移
住
し
た
の
は
明
治
十
二
年
で
あ
っ
た
が
、
次
の
移
住
者
が
福
地
屋
の
東
隣
り
に
、
三

番
目
が
西
隣
り
に
、
そ
の
後
は
こ
れ
ら
三
家
の
前
面
へ
水
田
を
宅
地
化
し
て
、
現
在
十
三

戸
※
と
な
る
。
四
戸
か
五
戸
に
達
し
た
明
治
四
〇
年
頃
に
、
こ
の
小
集
団
の
繁
栄
を
期
待

し
て
マ
ク
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
福
地
屋
の
屋
敷
神
を
も
っ
て
司
と
な
し
、
旧
元

旦
、
海
神
祭
日
に
マ
ク
人
参
集
し
て
祭
祀
を
行
い
、
福
地
屋
で
会
食
す
る
の
が
例
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
明
治
時
代
に
発
生
し
た
四
マ
ク
（
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
マ
ク
名
が
つ
い

て
い
な
い
が
、
実
質
的
に
は
マ
ク
と
見
ら
れ
る
）
が
あ
る
。

　

マ
ク
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
四
戸
か
五
戸
に
達
し
た
頃
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
の
四
マ
ク
は
過
去
の
マ
ク
と
の
間
に
質
的
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
は
地
縁
的
集
団
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
二
と
し
て
は
、
マ
ク
の
概
念
が
拡
大

さ
れ
て
、
集
落
外
の
土
地
に
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
過
去
か
ら
現
在

に
到
る
ま
で
、一
貫
し
た
不
変
の
マ
ク
概
念
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
同
一
守
護
神
の
氏
子
集
団
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
概
念
が
マ
ク
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

※
戸
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本
が
書
か
れ
た
一
九
七
七
年
時
点
で
の
数
字
で
あ
る
。

　

古
琉
球
の
時
代
は
「
ま
き
り
」（
間
切
）
の
境
界
線
は
あ
る
が
、
ム・

・ラ
の
境
界
線
は

ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
近
世
の
村・

・

の
境
界
線
は
元
文
検
地
で
明
確
に
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

マ
ク
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
宜
味
村
の
事
例
で
み
て
い

く
。
マ
ク
の
呼
称
は
「
…
マ
ク
」
で
あ
る
。
マ
ク
を
構
成
す
る
要
素
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
一
つ
に
「
同
一
の
血
縁
団
体
、あ
る
い
は
そ
の
部
落
名
」
が
あ
り
、同
一
族
（
血
族
）

の
人
々
だ
け
が
居
住
し
て
い
る
場
合
、数
ヶ
所
の
門
中（
血
族
）で
な
し
て
い
る
例
な
ど
、

血
族
の
人
々
の
集
落
で
あ
る
。　
　
　

　

マ
ク
と
呼
ば
れ
る
集
団
が
で
き
る
と
、
御ウ

タ
キ嶽

を
つ
く
り
、
そ
こ
に
は
湧
泉
（
カ
ー
）
が
あ
り
、

い
く
つ
も
の
祭
祀
場
を
つ
く
る
。
そ
の
よ
う
な
習
性
を
も
っ
た
集
団
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

大
宜
味
村
や
国
頭
村
で
現
在
で
も
意
識
さ
れ
る
マ
ク
は
、『
沖
縄
の
古
代
部
落
マ
キ
ョ

の
研
究
』（
稲
村
賢
敷
一
九
六
八
年
）
で
唱
え
ら
れ
る
「
マ
キ
ョ
」
や
「
マ
キ
ュ
ウ
」

と
同
一
で
、
古
代
部
落
（
近
世
以
前
の
部
落
）
の
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
を
描
い
て
い
く

場
合
、
近
世
の
村
と
古
代
琉
球
の
ム
ラ
の
形
を
背
景
に
し
て
、
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

多
く
は
「
マ
ク
の
意
味
が
何
か
」
で
議
論
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　

国
頭
村
、
大
宜
味
村
の
各
字
に
分
布
し
て
い
る
マ
ク
は
、
マ
ク
↓
近
世
の
村
（
ム
ラ
・

シ
マ
）
↓
明
治
四
一
年
以
降
の
字ア

ザ

へ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
と
の
認
識
で
見
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

マ
ク
の
時
代
と
行
政
村
（
ム
ラ
）
へ
移
行
し
た
と
き
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
、
旧
暦

の
サ
イ
ク
ル
で
行
わ
れ
る
祭
祀
と
、
土
地
制
度
の
地
割
（
納
税
の
方
法
）
が
、
近
世
の

村
（
ム
ラ
）
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

　
『
絵
図
郷
村
帳
』（
一
六
四
九
年
）
や
『
琉
球
国
高
究
帳
』（
一
七
世
紀
中
頃
）
な
ど

に
登
場
す
る
村
の
形
と
、
そ
れ
以
前
の
ム
ラ
の
形
の
違
い
を
、
大
宜
味
村
と
国
頭
村
の

地
域
で
見
き
わ
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
村
の
内
部
に
は
、
御
嶽
や
祭
祀
、
ノ
ロ
管
轄
な
ど
、
古
琉
球

の
ム
ラ
を
形
づ
く
っ
て
い
た
要
素
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
要
素
か
ら
、
近
世

以
前
の
村
と
、
以
後
の
村
と
の
違
い
を
解
き
明
か
す
必
要
が
あ
る
。

　
「
祭
祀
は
歴
史
の
変
化
し
に
く
い
部
分
を
担
っ
て
い
る
」
と
の
主
張
は
、
そ
こ
に
あ
る
。

　

近
世
の
村
の
形
を
作
り
出
し
た
の
は
、慶
長
検
地（
一
六
〇
九
〜
一
〇
年
）の
と
き
、村
位
、

土
地（
田
畑
）の
一
筆
ご
と
の
保
有
者（
名
請
人
）が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
と
き
の
検
地
で
原
名
（
ハ
ル
ナ
ー
）
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
村
位
を
定
め
、
田

畑
か
ら
の
上
納
の
取
立
て
で
、
土
地
に
し
ば
り
つ
け
る
制
度
を
敷
い
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
が
古
琉
球
の
ム
ラ
と
近
世
の
村
（
ム
ラ
）
と
の
違
い
を
明
確
に
し
て
い
る
。

そ
れ
以
前
と
以
後
で
は
村
（
ム
ラ
）
の
形
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
後
、
二
回
の
盛
増
が

行
わ
れ
、さ
ら
に
蔡
温
の
元
文
検
地
で
、間
切
境
界
、村
境
界
、原
境
界
な
ど
が
調
査
さ
れ
、

近
世
の
村
（
ム
ラ
）
の
形
が
整
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
税
の
取
立
て
の
効
率
化

で
も
あ
っ
た
。
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大
宜
味
村
の
マ
ク
の
分
布

　
【
屋
嘉
比
・
親
田
・
見
里
村
】

　
　

ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
屋
嘉
比
村
）

　
　

マ
ラ
ク
イ
ヌ
マ
ク
（
親
田
村
）

　
　

ユ
フ
ッ
パ
ヌ
マ
ク
（
見
里
村
）

　
　

ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
野
国
・
野
国
ナ
ー
）

　
　

フ
ー
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
潮
原
）

　
　

ハ
ニ
マ
ン
ヌ
マ
ク
（
福
地
）

　　
【
根
謝
銘
・
一
名
代
・
城
】

　
　

ユ
ナ
ハ
マ
ク
（
根
謝
銘
村
）

　
　

ユ
ダ
ヌ
マ
ク
（
一
名
代
村
）

　
　

ク
ガ
ニ
マ
ク
（
城
村
）

　　
【
喜
如
嘉
村
】

　
　

フ
ガ
ニ
マ
ク

　　
【
饒
波
村
】

　
　

ユ
ア
ギ
マ
ク

　　
【
大
兼
久
】

　
　

ユ
ア
ギ
マ
ク

　　
【
大
宜
味
村
】

　
　

ユ
ア
ギ
マ
ク

　　
【
根
路
銘
村
】

　
　

ハ
ニ
（
金
）
マ
ク

　　

　
【
上
原
】

　
　

ハ
ニ
（
金
）
マ
ク

　
【
塩
屋
村
】

　
　

ユ
ア
ギ
マ
ク

　
【
屋
古
・
前
田
村
】　

　
　

シ
ラ
ラ
ム
イ
・
シ
ラ
ラ
ダ
キ

　
　
（
シ
ジ
ャ
ラ
ム
イ
・
シ
ジ
ャ
ラ
ダ
キ
）

　
【
田
港
村
】

　
　

ス
ク
ム
イ
・
ス
ク
ダ
キ

　
【
押
川
（
塩
屋
村
か
ら
分
離
）】

　
　

ス
ク
ム
イ
・
ス
ク
ダ
キ

　
【
大
保
（
田
港
村
か
ら
分
離
）】

　
　

サ
ン
マ
ク

　
【
白
浜
（
渡
野
喜
屋
村
）】

　
　

ユ
ラ
ヌ
ウ
ラ
マ
ク

　
【
宮
城
（
津
波
村
の
一
部
）】

　
　

ア
ラ
ム
イ

　
【
津
波
村
】

　
　

ア
ラ
ハ
ブ
ン

◀
大
宜
味
村
の
マ
ク
の
分
布
図
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第
二
章
　
塩
屋
湾
の
ウ
ン
ガ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

浩　

之

第
一
節　

沖
縄
本
島
北
部
の
ウ
ン
ガ
ミ
・
ウ
ン
ジ
ャ
ミ

　

海
神
祭
は
沖
縄
本
島
北
部
を
中
心
と
し
た
広
い
範
囲
に
分
布
し
、
ほ
と
ん
ど
が
旧
暦

七
月
の
盆
の
後
あ
る
い
は
前
の
亥
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
シ
ヌ
グ

と
の
対
比
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
塩
屋
の
場
合
に
は
シ
ヌ
グ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
※
①
。

　

こ
の
儀
礼
は
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
と
い
う
呼
称
が
一
般
的
で
、
ウ
ン
ガ
ミ
と
い
う
呼
称
は
塩

屋
湾
と
謝
名
城
以
外
、
す
な
わ
ち
大
宜
味
村
以
外
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
な

呼
称
で
あ
る
。
ウ
ン
ザ
ミ
、
ウ
ン
ダ
ミ
と
呼
ば
れ
る
地
域
も
あ
り
、
東
村
の
東
部
地

区
の
場
合
は
年
間
最
大
の
行
事
で
あ
る
と
し
て
大
折
目
﹇
渡
邊　

一
九
八
九
、一
〇
二
﹈

と
呼
ば
れ
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
儀
礼
過
程
や
期
日
、
呼
称
に
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
儀
礼

内
容
は
海
か
ら
豊
饒
や
幸
福
を
も
た
ら
す
来
訪
神
を
迎
え
て
以
後
一
年
間
の
豊
饒
と
幸

福
・
健
康
を
祈
願
・
感
謝
・
予
祝
す
る
と
い
う
点
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

第
二
節　

塩
屋
湾
の
海
神
祭
の
概
要
（
表
１
、
図
１
〜
７
参
照
）

　

塩
屋
湾
の
海ウ

ン
ガ
ミ

神
祭
※
②
は
、
塩
屋
湾
周
辺
の
四シ

カ
（
四
村
落
あ
る
い
は
七
村
落
）
の

神ハ
ミ
ン
チ
ュ人
に
よ
っ
て
司
祭
さ
れ
る
一
連
の
宗
教
的
年
中
行
事
に
組
み
込
ま
れ
た
、
年
間
最
大

の
宗
教
的
年
中
行
事
で
あ
る
※
③
※
④
。
豊
饒
祈
願
・
豊
饒
感
謝
・
豊
饒
予
祝
、
健
康
祈
願
・

健
康
感
謝
・
健
康
予
祝
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
旧
暦
七
月
一
五
日
の
盆
の
後
最
初
の
亥

の
日
か
ら
二
日
間
行
な
わ
れ
る
。
明
治
後
期
ま
で
は
根
路
銘
も
塩
屋
湾
の
海
神
祭
に
参

加
し
て
い
た
が
、
一
日
目
の
四
カ
祭
祀
終
了
後
に
行
わ
れ
る
角
力
の
審
判
に
つ
い
て
の

諍
い
が
原
因
で
参
加
し
な
く
な
っ
た
。

　

海
神
祭
は
祈
願
に
重
点
が
お
か
れ
供
物
の
量
と
種
類
も
多
い
ウ
グ
ヮ
ン
マ
ー
ル
（
御

願
年
）
と
、祈
願
が
簡
素
化
さ
れ
塩
屋
村
落
で
豊
年
踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
ウ
ド
ゥ
イ
マ
ー

ル
（
踊
り
年
）
が
交
代
し
、
隔
年
毎
に
儀
礼
の
内
容
が
異
な
る
。

　

一
日
目
の
儀
礼
内
容
に
つ
い
て
は
、
ウ
グ
ヮ
ン
マ
ー
ル
の
儀
礼
過
程
が
ウ
ド
ゥ
イ

マ
ー
ル
に
は
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
で
異
同
が
説
明
で
き
る
。
二
日
目
は
儀
礼
内
容
が

ま
っ
た
く
異
な
り
、
ウ
グ
ヮ
ン
マ
ー
ル
に
は
ヤ
ー
サ
グ
イ
と
い
う
、
神
人
た
ち
が
出
身

村
落
ご
と
に
分
か
れ
て
各
村
落
の
主
な
拝
所
と
宗

ﾑ
ﾄ
ｩ

家ﾔ

で
祈
願
を
す
る
儀
礼
を
行
う
。
祈

願
を
中
心
と
し
て
い
る
の
で
ウ
グ
ヮ
ン
マ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ウ
ド
ゥ
イ
マ
ー
ル
に
は
塩
屋
で
は
女
性
の
み
に
よ
る
踊
り
が
行
な
わ
れ
、
田
港
と
屋

古
で
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
サ
ー
サ
イ
と
い
う
ヤ
ー
サ
グ
イ
を
簡
素
化
し
た
村
落
行
事
が

行
な
わ
れ
る
。
塩
屋
で
踊
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
ウ
ド
ゥ
イ
マ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
田
港
、
屋
古
で
行
な
わ
れ
る
サ
ー
サ
イ
か
ら
サ
ー
サ
イ
マ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

第
三
節　

海
神
祭
の
呼
称

　

塩
屋
湾
の
海
神
祭
の
場
合
、
地
域
の
多
く
の
人
々
の
説
明
で
は
、
方
言
で
の
呼
称

は
ウ
ン
ガ
ミ
で
あ
っ
て
元
来
そ
の
よ
う
に
呼
び
慣
わ
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

一
九
九
七
年
に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
、「
ウ
ン
ガ
ミ
」
と
い

う
呼
称
が
定
着
し
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
海
神
祭
に
対
す
る
呼
称
は
、
塩
屋
湾
周
辺
以
外
の
他
地
域
と
の
地
域
間
の

差
異
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
つ
て
は
地
域
内
部
で
も
多
様
性
が
見
ら
れ
て
い
た
。
ウ
ン

ジ
ャ
ミ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
一
九
八
八
年
〜
一
九
九
四
年
こ
ろ
に
は
、
特
に

若
年
層
の
間
で
、「
海ウ

ン
ガ
ミ
サ
イ

神
祭
」、「
海カ

イ
ジ
ン
サ
イ

神
祭
」
と
い
っ
た
漢
字
の
読
み
に
影
響
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
呼
称
が
浸
透
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
儀
礼
内
容
か
ら
独
自
の
解
釈
を
し

て
「
氏ウ

ジ
ガ
ミ
サ
イ

神
祭
」
と
か
「
氏ウ

ジ
ガ
ミ
マ
ツ
リ

神
祭
」
と
呼
ぶ
人
々
も
い
た
。
こ
の
解
釈
は
海
に
神
が
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
祭
場
や
拝
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
に
対
し
て
祈
願
を
し
て
複
数
の
門

中
の
儀
礼
を
四
カ
全
体
で
行
う
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
根
拠
と
し
て

″
ウ
ン
ガ
ミ
″
と
い
う
音
と″
う
じ
が
み
″
と
い
う
音
と
の
類
似
性
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
四
つ
の
別
称
は
ウ
ン
ガ
ミ
と
ま
っ
た
く
同
義
の
言
葉
で
あ
る
と
し
て
、
塩
屋
周
辺

で
は
区
別
な
く
用
い
ら
れ
て
お
り
混
乱
を
き
た
し
て
い
た
。

　

こ
と
に
「
海ウ

ミ
ガ
ミ
サ
イ

神
祭
」
と
「
氏ウ

ジ
ガ
ミ
サ
イ

神
祭
」
は
公
的
な
場
で
海
神
祭
を
話
題
に
す
る
際
に
は

好
ん
で
用
い
ら
れ
、
用
語
が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
た

め
ほ
と
ん
ど
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
公
的
な
場
で
こ
の
用
語
が
好
ま
れ
る
要

因
の
一
つ
に
は
、
戦
前
の
方
言
撲
滅
運
動
以
来
の
標
準
語
使
用
の
方
言
に
対
す
る
優
越

性
が
考
え
ら
れ
る
。
い
か
な
る
公
的
な
場
に
お
い
て
も
発
言
は
方
言
の
混
じ
ら
な
い
標
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第
三
章
　
神
人
に
よ
っ
て
司
祭
さ
れ
る
宗
教
的
年
中

行
事
―
―
塩
屋
湾
周
辺
（
四
カ
）
の
事
例
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

浩　

之

　

宗
教
的
年
中
行
事
に
は
、
各
家
庭
で
行
わ
れ
る
祭
祀
、
門
中
ご
と
に
行
わ
れ
る
祭
祀

な
ど
が
あ
る
が
、
本
章
で
言
及
す
る
の
は
神ハ

ミ
ン
チ
ュ人
に
よ
っ
て
司
祭
さ
れ
る
村
落
祭
祀
で
あ

る
註
①
。
四
カ
で
行
わ
れ
る
神
人
に
よ
る
村
落
祭
祀
は
、
す
べ
て
旧
暦
に
し
た
が
っ
て
行

わ
れ
る
。
祭
祀
の
名
称
、
祭
祀
の
行
わ
れ
る
場
お
よ
び
供
物
の
種
類
と
分
量
が
記
さ
れ

た
「
港
内
旧
暦
神
人
祈
願
及
月
行
事
表
」
が
、
塩
屋
公
民
館
に
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
田

港
で
は
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
註
②
。
ま
た
、
こ
の
表
に
は
現
在
で
は
既
に
行
わ
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
祭
祀
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
を
中
心
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
の
村
落
祭
祀
の
儀
礼
過
程
を
、
祭
祀
の
場
と
担

い
手
に
着
目
し
て
、
時
間
軸
に
沿
っ
て
概
観
し
て
い
く
（「
塩
屋
湾
の
ウ
ン
ガ
ミ
」
の

章
の
図
１
〜
５
参
照
）。

第
一
節　

ニ
ン
グ
ヮ
チ
ウ
マ
チ
ー
〈
二
月
お
祭
〉
註
③

　

現
在
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
行
事
に
つ
い
て
は
話
者
か
ら
情
報
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
宮
城
竹
秀
に
よ
れ
ば
、
ウ
フ
ア
シ
ビ
（
大
遊
び
）・
ク
シ
ユ
ク
イ
（
腰
憩
い
）

と
も
呼
ば
れ
る
百
姓
の
公
休
日
で
あ
り
、「
麦
が
作
ら
れ
て
い
た
頃
は
、
麦
穂
祭
り
が

神
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
﹇
宮
城　

一
九
八
六
、一
六
二
﹈。『
琉
球
国

由
来
記
』
に
は
、
麦
穂
祭
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、『
大
宜
味
村
誌
』
に
は
、
二

月
と
三
月
に
は
麦
穂
祭
を
行
う
と
い
う
記
述
が
あ
る
﹇
高
良　

一
九
七
八
、七
二
﹈。

第
二
節　

サ
ン
グ
ヮ
チ
サ
ン
ニ
チ　
〈
旧
三
月
三
日
〉

　
　

旧
暦
の
三
月
三
日
に
行
わ
れ
る
沖
縄
全
般
で
ハ
マ
ウ
リ
（
浜
下
り
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
行
事
で
、
か
つ
て
は
女
子
が
浜
に
降
り
て
海
産
物
を
取
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
護

岸
工
事
の
た
め
塩
屋
の
ご
く
一
部
を
除
い
て
浜
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
浜
に
は
降
り

て
い
な
い
。
夕
刻
か
ら
田
港
、
屋
古
、
白
浜
で
は
村
落
成
員
が
全
員
公
民
館
に
、
塩
屋

で
は
班
ご
と
に
浜
辺
に
集
ま
っ
て
宴
を
開
く
。
そ
の
際
の
食
物
は
、
塩
屋
で
は
ヌ
キ
ジ

シ
と
い
っ
て
串
に
三
枚
肉
の
煮
付
け
と
昆
布
を
さ
し
た
も
の
が
出
さ
れ
る
。
田
港
で
は

皿
に
三
枚
肉
の
煮
付
け
、
豆
腐
、
昆
布
の
三
品
が
盛
ら
れ
る
が
、
以
前
は
塩
屋
と
同
じ

様
に
ヌ
キ
ジ
シ
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　

塩
屋
、
屋
古
、
白
浜
で
は
夕
刻
の
宴
の
み
が
こ
の
日
の
行
事
で
あ
る
が
、
田
港
で
は

宴
の
前
に
神
人
た
ち
に
よ
る
祭
祀
が
あ
る
。
こ
の
祭
祀
は
、
田
港
の
村
落
と
し
て
の
繁

栄
と
区
民
の
健
康
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
参
加
す
る
神
人
は
田
港
の
神
人
、
す

な
わ
ち
ヌ
ル
、
田
港
根
神
、
ウ
ブ
チ
ガ
ミ
の
み
で
あ
る
。
宴
の
始
ま
る
一
時
間
程
前
に

村
落
の
東
方
の
ビ
ー
グ
チ
で
祭
祀
は
始
ま
る
。
ビ
ー
グ
チ
は
御
嶽
の
遙
拝
所
イ
ビ
ナ
ー

に
近
い
小
川
の
岸
で
、
こ
こ
で

を
敷
い
て
神
人
た
ち
と
区
長
、
会
計
が
座
り
、
祈
願

を
行
う
。こ
の
祭
祀
で
は
神
人
た
ち
は
神
衣
裳
を
身
に
着
け
な
い
。供
物
と
し
て
向
か
っ

て
左
か
ら
順
に
、
料
理
、
茶
碗
二
個
と
杯
一
個
と
米
、
酒
（
泡
盛
）
の
入
っ
た
徳
利
二

個
が
そ
れ
ぞ
れ
盆
に
用
意
さ
れ
る
。
料
理
は
宴
で
出
さ
れ
る
品
目
と
同
じ
で
あ
る
。
参

加
者
全
員
で
祈
願
を
行
っ
た
後
、
中
央
に
座
し
て
い
る
田
港
根
神
が
杯
を
取
っ
て
前
方

に
酒
を
三
回
ま
い
た
後
、
米
を
三
回
ま
く
。
料
理
は
箸
で
一
品
に
つ
き
一
回
ず
つ
裏
返

す
。
こ
こ
ま
で
で
一
通
り
の
祈
願
が
終
了
し
、
下
ヌ
ア
サ
ギ
（
田
港
公
民
館
の
西
の
広

場
）
に
場
所
を
移
し
て
更
に
祈
願
が
続
け
ら
れ
る
。
下
ヌ
ア
サ
ギ
で
は
、
最
初
は
東
の

方
向
、
次
に
北
の
方
向
を
向
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ー
グ
チ
で
の
場
合
と
同
様
に
祈
願
が
行

わ
れ
る
。

第
三
節　

ハ
チ
ウ
イ
ミ
（
初
折
目
）〈
悪
虫
払
〉

　

年
が
明
け
て
初
め
て
の
四
カ
の
神
人
た
ち
に
よ
る
行
事
で
あ
る
。
後
述
の
ア
ブ
シ
バ

レ
ー
と
同
じ
日
に
行
わ
れ
る
註
④
。
前
述
の
サ
ン
グ
ヮ
チ
サ
ン
ニ
チ
で
も
神
人
た
ち
に
よ

る
祭
祀
が
行
わ
れ
た
が
、
サ
ン
グ
ヮ
チ
サ
ン
ニ
チ
は
田
港
に
の
み
関
係
す
る
祭
祀
で
あ

り
、
四
カ
の
祭
祀
と
い
う
意
味
で
は
年
頭
最
初
の
行
事
と
い
え
る
。
午
後
一
時
頃
ナ
ナ

ヌ
ヤ
ジ
ク
が
塩
屋
の
兼
久
浜
ナ
ガ
リ
に
供
物
を
携
え
て
集
合
す
る
。
神
人
の
ほ
か
に
塩

屋
の
区
長
と
会
計
も
同
席
す
る
。
神
人
は
全
員
バ
サ
ー
衣
裳
の
み
を
羽
織
る
。
砂
浜
に

が
敷
か
れ
、
酒
（
泡
盛
）
の
入
っ
た
徳
利
二
個
、
茶
碗
二
個
、
杯
一
個
と
米
の
用
意

さ
れ
た
盆
と
料
理
が
盛
ら
れ
た
盆
が
中
央
に
い
る
ヌ
ル
の
前
に
置
か
れ
る
。
ま
ず
海
に

背
を
向
け
て
祈
願
を
し
、
次
に
海
に
向
か
っ
て
祈
願
を
行
う
。
一
通
り
祈
願
が
終
わ
る
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と
塩
屋
の
区
長
が
徳
利
を
手
に
持
ち
、
ヌ
ル
と
塩
屋
根
神
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
杯
、
茶
碗

に
酒
を
注
ぎ
四
カ
の
繁
栄
を
祈
願
す
る
。
酒
を
受
け
取
っ
た
神
人
は
杯
、
茶
碗
を
上
方

に
掲
げ
て
祈
願
を
行
う
。
酒
の
入
っ
た
杯
、
茶
碗
は
そ
れ
ぞ
れ
田
港
根
神
と
ウ
ブ
チ
ガ

ミ
、
若
ヌ
ル
と
塩
屋
の
会
計
に
回
さ
れ
る
。

第
四
節　

ア
ブ
シ
バ
レ
ー
（
畦
払
い
）

　

農
作
物
に
つ
く
害
虫
を
駆
除
す
る
祭
り
で
あ
る
。
日
程
は
大
宜
味
村
全
体
で
統
一
し
、

旧
暦
四
月
中
旬
の
土
曜
日
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
グ
ヮ
チ
サ
ン
ニ
チ
と
同
様
に
夕

刻
か
ら
田
港
、
屋
古
、
白
浜
で
は
村
落
成
員
の
全
員
が
公
民
館
に
、
塩
屋
で
は
班
ご
と

に
浜
辺
に
集
ま
っ
て
虫
除
け
と
豊
作
を
祈
願
し
て
宴
を
開
く
。
田
港
で
は
、
宴
の
始
ま

る
前
に
ミ
ー
マ
ー
リ
（
新
生
り
）、
メ
ー
ニ
ゲ
ー
（
前
願
い
）
の
二
つ
の
祈
願
を
下
ヌ

ア
サ
ギ
で
行
う
。
ミ
ー
マ
ー
リ
は
前
年
の
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
以
後
生
ま
れ
た
子
供
の
健
康

祈
願
、
メ
ー
ニ
ゲ
ー
は
こ
の
時
点
で
こ
れ
か
ら
出
生
す
る
こ
と
の
分
か
っ
て
い
る
子
供

の
健
康
祈
願
で
あ
る
。

の
上
に
田
港
の
神
人
と
婦
人
た
ち
お
よ
び
区
長
が
座
り
、
酒

（
泡
盛
）
の
入
っ
た
徳
利
二
個
、
茶
碗
二
個
と
米
の
用
意
さ
れ
た
盆
と
料
理
が
盛
ら
れ

た
盆
を
神
人
の
前
に
置
い
て
、
ま
ず
東
に
向
い
て
祈
願
を
行
い
、
北
に
向
き
を
変
え
て

同
じ
こ
と
を
す
る
。
こ
の
祭
祀
で
も
サ
ン
グ
ヮ
チ
サ
ン
ニ
チ
と
同
様
に
神
人
は
神
衣
裳

を
身
に
着
け
な
い
。
神
人
が
酒
と
米
を
三
回
ず
つ
前
方
に
ま
い
た
後
、
拝
む
向
き
を
東

に
戻
す
と
、
最
初
に
こ
の
日
ま
で
の
一
年
間
に
出
生
し
た
子
供
達
の
名
前
、
次
に
こ
れ

か
ら
生
ま
れ
る
予
定
の
子
供
の
親
の
名
前
を
唱
え
な
が
ら
彼
ら
の
健
康
を
祈
願
す
る
。

こ
の
場
合
の
子
供
達
は
田
港
に
居
住
す
る
子
供
達
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
地
域
に
住
ん
で

い
て
も
そ
の
子
供
の
親
が
田
港
出
身
で
あ
れ
ば
対
象
と
さ
れ
る
。
新
生
児
全
員
に
対
し

て
祈
願
が
終
わ
る
と
、
酒
と
米
を
三
回
ず
つ
前
方
に
ま
き
、
向
き
を
北
に
変
え
て
ま
っ

た
く
同
じ
事
を
行
う
。
祭
祀
の
過
程
が
終
了
す
る
と
茶
碗
に
酒
を
注
ぎ
婦
人
た
ち
全
員

に
回
し
そ
れ
ぞ
れ
が
口
を
つ
け
て
拝
む
。
そ
の
後
公
民
館
で
宴
と
な
る
。
一
九
九
〇
年

の
場
合
、
田
港
で
は
こ
の
日
に
学
事
奨
励
会
を
併
せ
て
行
い
、
田
港
在
住
の
子
供
達
の

学
業
に
お
け
る
進
歩
を
願
っ
た
。

第
五
節　

ワ
ハ
グ
サ
ア
シ
ビ
〈
若
草
遊
〉

　

塩
屋
の
区
長
が
神
人
に
相
談
し
た
上
で
選
定
し
た
、
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
よ
り
後
の
大
安

な
ど
の
吉
日
に
行
う
祭
祀
で
あ
る
。
田
港
の
東
方
に
あ
る
湧
水
ダ
チ
ガ
ー
で
の
祭
祀
の

際
に
は
男
性
の
参
加
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
宮
城
竹
秀
に
よ
れ
ば
「
田
圃
の
畦
か
ら
草
を
刈
っ
て
来
て
ワ
ハ
マ
（
火
ヌ
神
）
に

供
え
て
豊
作
の
祈
願
」
を
し
、
ナ
ナ
ヌ
ヤ
ジ
ク
が
ダ
チ
ガ
ー
の
「
湧
口
を
拝
み
、
若

水
を
汲
み
各
々
の
村
落
に
持
ち
帰
り
、
各
家
は
神
人
が
汲
ん
で
き
た
若
水
を
も
ら
っ

て
ワ
ハ
マ
（
火
ヌ
神
）
に
若
草
と
一
緒
に
供
え
て
祈
願
」
す
る
祭
祀
で
あ
る
﹇
宮
城　

一
九
八
六
、一
六
三
﹈。

第
六
節　

グ
ン
ガ
チ
ウ
マ
チ
ー
〈
五
月
お
祭
〉

　

旧
暦
の
五
月
一
五
日
に
行
わ
れ
る
。
一
九
八
九
年
の
事
例
で
は
、
田
港
の
ジ
ン
ギ
の

崎
に
ナ
ナ
ヌ
ヤ
ジ
ク
と
シ
マ
ン
ホ
ー
二
人
が
集
ま
っ
て
祈
願
を
し
た
。
ナ
ナ
ヌ
ヤ
ジ
ク

は
バ
サ
ー
衣
裳
を
羽
織
り
、
頭
に
は
白
い
木
綿
の
布
を
巻
い
て
参
加
す
る
。
左
か
ら
順

に
、
酒
（
泡
盛
）
の
入
っ
た
徳
利
二
個
、
杯
二
個
、
米
が
そ
れ
ぞ
れ
盆
に
用
意
さ
れ
る
。

の
上
で
ま
ず
山
に
向
か
っ
て
拝
み
、
海
の
方
向
に
向
き
直
っ
て
再
び
拝
む
。
二
人
の

シ
マ
ン
ホ
ー
に
酒
が
渡
さ
れ
、
シ
マ
ン
ホ
ー
は
酒
を
手
に
し
て
拝
み
、
口
を
つ
け
る
。

塩
屋
か
ら
ミ
キ
が
運
ば
れ
、
米
の
代
わ
り
に
飯
茶
碗
に
入
れ
ら
れ
た
ミ
キ
註
⑤
を
二
つ
載

せ
た
盆
を
、
ヌ
ル
が
供
物
と
し
て
上
方
に
掲
げ
て
拝
む
。
こ
の
ミ
キ
を
作
る
の
に
必
要

な
費
用
は
、
四
カ
の
予
算
か
ら
出
さ
れ
る
。
ミ
キ
が
神
人
と
シ
マ
ン
ホ
ー
全
員
に
分
配

さ
れ
、
こ
れ
を
飲
ん
だ
後
イ
ビ
ナ
ー
ヘ
移
動
す
る
。
イ
ビ
ナ
ー
に
向
か
う
際
に
は
神
衣

裳
は
一
旦
脱
い
で
か
ら
行
く
。
イ
ビ
ナ
ー
を
簡
単
に
拝
ん
で
か
ら
、
す
ぐ
脇
を
流
れ
る

小
川
を
少
し
上
流
に
上
っ
て
川
の
水
を
三
回
額
に
つ
け
て
ミ
ジ
ナ
リ
（
水
撫
り
）
を
す

る
。
再
び
神
衣
裳
を
身
に
纏
い
、
田
港
ア
サ
ギ
に
向
か
う
。
供
物
と
し
て
向
か
っ
て
左

か
ら
順
に
、
酒
（
泡
盛
）
の
入
っ
た
徳
利
二
個
、
杯
二
個
と
米
、
ミ
キ
二
杯
が
そ
れ
ぞ

れ
盆
に
用
意
さ
れ
る
。
田
港
ア
サ
ギ
か
ら
田
港
の
ス
リ
ガ
ミ
と
塩
屋
の
ス
リ
ガ
ミ
が
そ

れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
加
わ
る
。
東
に
向
か
っ
て
拝
ん
だ
後
、
ミ
キ
を
前
方
に
ま
く
。
次
に

下
ヌ
ア
サ
ギ
に
向
か
い
、供
物
と
し
て
左
か
ら
順
に
、酒
（
泡
盛
）
の
入
っ
た
徳
利
二
個
、

杯
二
個
、
米
が
そ
れ
ぞ
れ
盆
に
用
意
さ
れ
る
。
中
央
の
ヌ
ル
が
酒
を
注
い
だ
杯
を
載
せ

た
盆
を
手
に
し
て
拝
み
、
そ
の
後
酒
は
他
の
神
人
に
回
さ
れ
る
。
一
回
目
の
祈
願
が
終

わ
る
と
米
は
盆
か
ら
袋
に
入
れ
ら
れ
、
ま
だ
祈
願
に
使
っ
て
い
な
い
新
し
い
米
を
盆
に

出
す
。
一
回
目
と
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、
次
は
米
の
代
わ
り
に
ミ
キ
二
杯
を
盆
に

載
せ
て
三
回
目
の
祈
願
を
行
う
。
再
度
米
を
盆
に
載
せ
、
四
回
目
の
祈
願
で
一
連
の
祭
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第
五
章
　
通
過
儀
礼
に
お
け
る
衣
服 

―
大
宜
味
村
喜
如
嘉
の
場
合
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

良　

次　

子　

第
一
節　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
筆
者
の
卒
業
論
文
（
昭
和
六
一
年
琉
球
大
学
法
文
学
部
社
会
学
科
卒
業
）「
通

過
儀
礼
に
お
け
る
衣
服
―
大
宜
味
村
喜
如
嘉
の
場
合
―
」
か
ら
考
察
部
分
に
あ
た
る
第

三
、四
節
を
修
正
・
加
筆
し
た
も
の
で
『
沖
縄
民
俗
研
究　

第
８
号
』（
一
九
八
八
年
三

月　

沖
縄
民
俗
学
会
刊
）
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

産
育
、
婚
姻
、
生
年
祝
、
葬
礼
の
各
儀
礼
を
通
し
て
み
る
衣
服
の
特
徴
を
整
理
し
、

そ
れ
が
儀
礼
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
衣
に

関
す
る
特
徴
が
儀
礼
の
意
味
づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
″
衣
″
は
、
人
間
の
日
常
生
活
の
中
で
身
体
を
保
護
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
実
用
的

機
能
、
装
飾
的
機
能
な
ど
多
様
な
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
社
会
の
人
間

観
を
反
映
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
通
過
儀
礼
の
中
で
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
機

能
と
人
々
の
生
活
や
世
界
観
と
の
よ
り
深
い
つ
な
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

　

第
二
節
に
お
い
て
は
、
人
の
一
生
の
儀
礼
（
表
Ⅰ
〜
Ⅳ
、
儀
礼
の
内
容
は
省
略
す
る
）

の
中
か
ら
衣
服
の
特
徴
を
並
べ
あ
げ
、
第
三
節
で
は
、
そ
の
特
徴
と
儀
礼
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
大
宜
味
村
喜
如
嘉
部
落
の
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
と
、

本
稿
末
に
あ
げ
る
文
献
を
参
考
に
し
た
。

第
二
節　

儀
礼
に
お
け
る
衣
服
の
特
徴

　

喜
如
嘉
部
落
で
は
、
方
言
で
き
も
の
の
こ
と
を
キ
ン
と
い
っ
て
い
る
。
普
段
着
に
は

チ
ュ
フ
ァ
カ
あ
る
い
は
ヒ
ー
ジ
ー
キ
ヤ
ー
（
平
常
着
）、
外
出
用
は
ナ
ガ
ナ
チ
ギ
ン
、

晴
着
に
は
ウ
ァ
ー
ギ
ー
と
い
う
。
新
し
い
き
も
の
を
着
古
す
と
、
普
段
着
に
な
り
、
さ

ら
に
作
業
着
と
し
て
、
ハ
ル
ギ
ン
、
ス
デ
ィ
チ
ラ
ー
と
な
る
。
晴
着
は
、
祝
儀
用
に
ク

ン
ジ
ー
、
凶
事
用
に
白
く
派
手
で
な
い
ス
ー
ム
ン
や
、
ヤ
シ
ラ
ミ
ー
が
あ
る
。
年
中
祭

祀
の
ウ
ン
ガ
ミ
や
ウ
ス
デ
ー
ク
に
は
、女
の
人
た
ち
は
ク
ン
ジ
ー
を
着
、ア
ブ
シ
バ
レ
ー

や
ウ
マ
チ
ー
に
は
、
ナ
ガ
ナ
チ
ギ
ン
を
着
て
い
た
と
い
う
。

　

琉
球
王
府
時
代
の
、
身
分
に
よ
る
服
装
規
定
は
、
明
治
中
期
に
な
っ
て
も
習
俗
化
し

た
ま
ま
残
っ
た
。
簪
や
衣
服
の
材
料
、
色
、
柄
な
ど
に
よ
っ
て
身
分
、
性
別
、
年
齢
が

異
な
り
、
さ
ら
に
経
済
的
、
技
能
的
制
約
が
あ
っ
た
。
百
姓
の
晴
着
と
し
て
は
、
華
や

か
と
い
う
よ
り
は
、手
の
こ
ん
だ
絣
柄
の
組
み
合
わ
さ
れ
た
藍
染
め
の
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で″
ウ
シ
ン
チ
ー
″
は
琉
装
を
特
徴
づ
け
る
着
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
琉
球
王
朝
時
代
の
士
族
の
子
女
の
日
常
着
で
あ
り
、
中
流
以
下
は
め
っ
た
に
ウ

シ
ン
チ
ー
を
し
な
か
っ
た
。
こ
と
に
百
姓
に
と
っ
て
は
、
ウ
シ
ン
チ
ー
を
す
る
こ
と
は

お
し
ゃ
れ
な
こ
と
で
、一
般
の
人
に
は
馴
染
ま
な
か
っ
た
。
喜
如
嘉
部
落
で
ウ
シ
ン
チ
ー

を
よ
く
や
っ
た
人
た
ち
は
、
ウ
シ
ン
チ
ー
模
合
と
称
し
て
、
模
合
を
開
き
、
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
家
柄
も
よ
く
、学
が
あ
る
、い
わ
ゆ
る
お
し
ゃ

れ
な
お
嬢
さ
ん
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

以
下
、
本
章
で
は
、
表
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
通
過
儀
礼
を
通
し
て
、
特
徴
あ
る
衣
類
に
つ
い
て

説
明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
カ
ホ
ー
、
カ
ホ
ー
ギ
リ

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
子
を
包
む
も
の
で
、
着
古
し
た
き
も
の
（
カ
ホ
ー
ギ
ン
）
や

ぼ
ろ
布
を
切
っ
て
作
る
。
現
在
の
よ
う
な
お
し
め
や
、
お
し
め
カ
バ
ー
は
な
く
、
布
切

れ
で
縁
も
縫
わ
な
い
不
定
型
の
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
赤
子
の
肌
に
は
綿
質
の
も
の

が
よ
い
が
、
芭
蕉
は
使
い
古
し
て
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
も
の
を
用
い
る
。
こ
れ
を
ウ
バ

サ
ガ
ホ
ー
と
い
う
。
生
後
六
日
間
は
、
カ
ホ
ー
だ
け
で
包
む
が
、
そ
の
後
は
、
肌
着
を

着
せ
、
カ
ホ
ー
を
お
し
め
に
す
る
。

二
、
ナ
ー
チ
キ
ギ
ン
（
名
付
け
着
、
図
１
参
照
）

　

六
日
マ
ン
サ
ン
の
日
、
命
名
の
祝
い
に
着
け
さ
せ
る
。
晒
の
一
つ
身
を
作
る
が
、
赤

色
の
も
の
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
、
マ
ジ
ム
ン
が
そ
の
子
を
羨
し
が
っ
て
、
命
を
奪
う

た
め
に
目
を
つ
け
る
と
い
わ
れ
、
赤
ギ
ン
を
着
る
と
目
立
つ
の
で
、
そ
う
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
。
形
は
、
衽
は
な
く
袖
は
筒
袖
で
、
衿
は
衿
下
を
残
し
て
付

け
る
。
腰
紐
を
背
中
に
付
け
て
、
前
で
結
べ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
、
ナ
ガ
ニ
（
背
）

の
衿
首
の
下
あ
た
り
に
は
、
糸
（
色
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
）
で
、
×
（
ア
ジ
マ
ー
）

の
印
を
付
け
た
り
、
小
さ
な
布
切
れ
を
縫
い
付
け
る
。
こ
れ
は
ム
ン
ヌ
キ
の
意
味
で
あ
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る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
ム・

・ン
註
①
に
よ
っ
て
赤
子
の
身
体
に
危

険
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ナ
ー
チ
ギ
ギ
ン
の
着
せ
万
に
は
、
男
女
の
区
別
は
な
い
。
着
替

え
用
に
二
、三
枚
作
っ
て
お
く
が
、
一
才
に
な
る
ま
で
着
ら
れ

る
よ
う
に
大
き
め
に
作
っ
て
お
く
。

三
、
ピ
ゲ
ー
ギ
ン

　

歯
の
生
え
始
め
は
た
い
て
い
下
の
歯
か
ら
で
あ
る
が
、
稀
に

上
か
ら
生
え
始
め
る
子
が
い
る
。
こ
れ
は
厄
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
て
、
厄
祓
い
の
意
味
で
そ
の
子
に
、
ピ
ゲ
ー
ギ
ン
と
い

わ
れ
る
き
も
の
を
作
っ
て
や
る
。
下
の
歯
が
生
え
な
い
う
ち
に

吉
日
を
選
ん
で
、
母
親
は
一
日
で
「
糸
を
整
経
し
、
機
に
か
け

赤
子
の
き
も
の
が
作
れ
る
分
を
織
り
、そ
の
布
で
き
も
の
を
作
っ

て
着
け
さ
せ
る
」
ま
で
の
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

わ
れ
る
。
き
も
の
が
で
き
る
と
、
火
ヌ
神
、
仏
壇
、
神
棚
に
そ

の
報
告
を
す
る
。「
ピ
ゲ
ー
」
の
意
味
は
、「
ピ
ゲ
ー
道
」
が
日

帰
り
す
る
道
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
一
日
で
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
歯
が
生
え
始
め
る
の
は
、
ま
だ
六

か
月
頃
な
の
で
、
一
つ
身
で
、
衽
を
つ
け
た
き
も
の
を
つ
く
る
。

四
、
初
ア
ッ
キ
ー
、
グ
ヮ
ン
ス
ウ
ガ
ミ
、
ニ
ー
ズ
ウ
ガ
ミ
の
き
も
の

　

こ
の
日
は
、
普
段
着
て
い
る
肌
着
だ
け
で
な
く
、
少
し
柄
の

入
っ
た
い
い
き
も
の
を
着
け
さ
せ
る
。男
の
子
は
小
さ
め
の
柄
、

女
の
子
は
大
き
め
の
柄
の
入
っ
た
き
も
の
で
、
赤
色
を
着
け
さ

せ
る
人
も
い
る
。

五
、
タ
ン
カ
ー
ボ
ー
ジ
ギ
ン

　

一
年
め
の
誕
生
祝
い
に
、
き
も
の
を
新
調
す
る
。
そ
の
頃
か

ら
は
ウ
ー
チ
キ
ギ
ン
（
紐
つ
き
着
）
を
着
け
さ
せ
る
。
背
に
つ

い
て
い
た
紐
を
前
身
頃
の
両
衿
の
表
に
つ
け
る
。
一
才
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
は
、
ム
ン
ヌ
キ
の
×
印
は
あ
ま
り
付
け
な
く
な
る
。

表Ⅰ　産 育

妊娠祈願

妊娠

妊娠の報告

安産祈願

ハラオビ

出　産

出産の報告

・産湯

・ウベーキ

・クチアレー、ティーアレー酒

・イヤー笑い

４日ジール

６日マンサン

命名・ナーチキ祝・イザシハジミ

７日マンサン

９日マンサン

30日マンサン

グァンスウガミ、ニーズウガミ
イユークバジミ
カミキーハジミ
ファチアブシバレー
ファチサングヮチ初アッキー

アラタンカー（１年目）

タンカーボージ、タンカーボージギン

フタタンジョー（２年目）

ミタンカー（３年目）

フスミシ

13祝

生理、変声

ファジキ

モーアシビー、ヤガマヤー

道ばなし

口相談　　イチゴームイ

　　　　　ニンゴームイ

フッパン　 一門びらき

ニビキ（ニビキビッケー）

・ミーユミムケー

・ミームクワザク

・嫁入行列

ウヤミメー、クヮミメー（３日目）

表Ⅱ　婚姻

表Ⅲ　生年祝

25祝

37

49

61

73

85

88　トーハキ

97　カジマヤー

※ 直線は時間の経過を示し、儀礼の過程を追っている。

表Ⅳ　葬礼

死の予兆

死

死の通知

湯灌（アミソージ）

死装束

ヤーマブイブミ

別れ酒

出棺

野辺送り

納棺

ミカミ

厄払い

ナンカ　7日、14、21、28、35、42

49日　　マブイワカシ

1年忌

3　〃

5　〃

7　〃　 シンクチ

13〃

25〃

33〃　   オワイジッコー
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六
、　

十
三
祝
ま
で
の
き
も
の

　

ナ
ー
チ
キ
ギ
ン
、
ピ
ゲ
ー
ギ
ン
そ
の
他
の
肌
着
は
二
、三
才
頃
ま
で
一
つ
身
の
ヒ
ラ

ス
デ
ィ
（
平
袖
、
図
２
参
照
）
で
、
成
長
に
合
わ
せ
て
、
背
中
の
紐
を
前
身
ご
ろ
の

両
衿
に
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。
男
の
子
は
テ
ッ
プ
ー
ス
デ
ィ
（
鉄
砲
袖
、
図
３
参
照
）、

女
の
子
は
シ
マ
ス
デ
ィ
（
筒
袖
、
図
４
参
照
）
の
三
つ
身
の
き
も
の
を
着
け
る
。
五
、

六
才
く
ら
い
ま
で
、
三
つ
身
の
き
も
の
を
着
け
、
十
三
祝
ま
で
に
は
四
つ
身
の
き
も
の

を
着
け
る
。
四
つ
身
の
き
も
の
に
は
、
オ
ク
ミ
ガ
タ
と
い
っ
て
、
本
裁
ち
よ
り
小
さ
い

衽
を
つ
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
き
も
の
は
大
き
め
に
作
り
、
あ
げ
を
入
れ
て
お
く
。
成
長

し
て
い
く
ご
と
に
、
肩
あ
げ
（
ス
デ
ィ
ノ
ー
イ
キ
）
や
腰
あ
げ
（
ノ
ー
ト
キ
）
を
は
ず

し
て
い
く
。

七
、十
三
祝
の
き
も
の

　

十
三
祝
に
は
、
本
裁
ち
の
き
も
の
と
帯
を
母
親
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
女
の
子

は
、
マ
ユ
ビ
チ
（
図
９
参
照
）
な
ど
の
大
柄
の
絣
か
、
花
柄
の
も
の
で
、
男
の
子
は
ウ

ツ
ク
イ
（
図
10
参
照
）
の
絣
柄
や
縞
模
様
（
図
11
参
照
）
で
あ
っ
た
。

八
、
下
着

　

昔
は
、
十
四
、五
才
頃
か
ら
着
け
始
め
た
。
男
の
人
は
サ
ナ
ギ
と
い
わ
れ
る
も
の
を

着
け
、
女
の
人
は
、
メ
ー
チ
ャ
ー
、
メ
ー
チ
ャ
ー
サ
ナ
ギ
と
い
っ
て
、
腰
紐
に
巾
二
〇

㎝
く
ら
い
の
布
を
付
け
た
も
の
を
着
て
い
た
。
男
性
用
に
芭
蕉
布
を
使
っ
た
も
の
が

あ
っ
た
が
、ほ
と
ん
ど
綿
質
の
白
布
を
使
う
。
女
性
の
生
理
帯
と
し
て
は
、黒
布
（
メ
ー

チ
ャ
ー
ヌ
ヌ
と
い
う
の
が
売
ら
れ
て
い
た
）
や
藍
で
染
め
て
使
っ
た
。
男
性
用
の
サ
ナ

ギ
は
、
布
を
後
ろ
か
ら
股
下
へ
通
し
て
前
紐
に
下
げ
る
。
女
性
用
は
反
対
で
、
前
か
ら

後
ろ
へ
通
し
て
紐
に
結
ぶ
。
男
性
用
の
赤
い
も
の
は
、
お
し
ゃ
れ
な
人
か
、
海ウ

ミ
ン
チ
ュ人
が
ム

ン
ヌ
キ
の
意
味
で
着
け
て
い
た
。
ま
た
、
サ
バ
ヨ
ケ
と
し
て
、
長
い
サ
ナ
ギ
を
海
中
で

着
け
る
人
も
い
た
。

　

女
性
用
の
メ
ー
チ
ャ
ー
は
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
マ
イ
マ
キ
（
腰
巻
き
）

や
ハ
カ
マ
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
腰
巻
き
は
、
長
方
形
の
風
呂
敷
を
腰
紐
に
付
け
た
よ

う
な
も
の
で
、
ハ
カ
マ
は
白
布
の
長
パ
ン
ツ
の
よ
う
な
形
で
、
腰
幅
に
合
わ
せ
て
前
で

寄
せ
集
め
内
側
に
ね
じ
込
ん
で
着
る
。
生
理
日
は
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
の
が
普
通

で
、
出
血
が
始
ま
る
と
、
性
器
の
中
に
布
切

れ
を
つ
め
込
ん
だ
り
し
た
と
い
う
註
②
。
そ
の

後
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
黒
い
メ
ー
チ
ャ
ー

を
つ
く
り
、
さ
ら
に
に
ハ
カ
マ
が
普
及
し
始

め
る
と
、
ハ
カ
マ
の
下
か
ら
そ
れ
を
着
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
ビ
ク
ト
リ
ア
と
い

う
商
品
が
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

生
理
帯
を
買
い
求
め
る
人
が
増
え
た
。

　

ま
た
女
の
人
は
、
胸
あ
て
と
し
て
、
ユ
ダ

チ
（
図
５
参
照
）
と
い
う
の
を
着
け
る
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
は
、
夏
用
、
冬
用
が
あ
り
、

図1　ナーチキギン

　　図2　ヒラスディ　　　　　図3　ティップースディ　　　　　　図4　シマスディ

図5　ユダチ
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六
、
嵩
根 

 

四
、三
二
〇
坪

七
、
仲  

 

七
、四
八
〇
坪

 （
以
下
屋
号
）　

合
計:　

二
四
、七
六
〇
坪

  

（
全
部
他
村
他
字
に
人
に
移
っ
た
）

３
．
喜
如
嘉
の
田
地
『
喜
如
嘉
誌
』
よ
り

一
、百
姓
地
（
字
民
共
有
地
）　　

一
四
、五
二
〇
坪

二
、
仕
明
地
（
個
人
有
に
し
て
他
村
他
字
に
あ
っ
た
も
の
）

  

　
　

 

　
　
　
　
　
　

二
四
、七
六
〇
坪

三
、
合　

計 

　
　
　
　
　
　

三
九
、二
八
〇
坪

　

右
の
内
、
他
村
他
字
の
人
手
に
移
っ
た
も
の
四
二
、二
九
三
坪
、
外
に
畑
が
他
字
の

人
に
移
っ
た
も
の
六
、一
五
九
坪
以
上
、
百
姓
地
は
元
国
有
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
六

年
地
租
改
正
と
同
時
に
民
有
に
移
り
、
住
民
一
同
に
公
平
に
配
分
し
、
個
人
有
と
し
て

売
買
の
権
利
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
件
地
の
返
還

○
真
謝
原
（
マ
ザ
バ
ル
）

　

昔
こ
の
一
帯
は
海
水
が
入
り
、湿
地
帯
で
あ
っ
た
が
、五
、六
〇
年
前
頃
開
墾
さ
れ
て
、

戦
前
ま
で
は
良
質
の
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
、
旱
魃
な
ど
の
被
害
の
た
め
、

換
金
性
の
強
い
甘
蔗
の
普
及
の
た
め
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
稲
作
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

ず
、
現
在
で
は
甘
蔗
畑
と
な
っ
て
い
る
。

○
立
名
原
（
タ
テ
ィ
ナ
バ
ル
）

　

戦
前
ま
で
は
良
質
の
田
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
甘
蔗
畑
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

○
外
掘
田
原
（
フ
ァ
ー
ブ
チ
ャ
ー
タ
バ
ル
）

　

戦
前
ま
で
は
田
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
甘
蔗
畑
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

潮
害
が
多
く
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
田
で
あ
っ
た
。

○
大
福
原
（
ウ
フ
ブ
ク
バ
ル
）

　

石イ
シ
ブ
ガ
ー
バ
ル

保
川
原
・
板
張
・
波ハ

サ

マ

バ

ル

佐
間
原
、
以
上
の
田
地
名
の
内
、
大
福
原
と
平
野
中
心
辺
り

以
外
は
徐
々
に
甘
蔗
畑
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
戦
前
は
青
々
と
水
田
が
敷
き
つ
め
ら
れ

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

第
一
章
　
農
　
　
業

第
一
節　

稲　

作

一
、
稲
作

　

明
治
三
六
年
度
の
地
租
改
正
ま
で
、
長
い
間
続
け
ら
れ
た
地
割
制
の
下
で
、
喜
如
嘉

は
次
の
よ
う
な
土
地
を
所
有
し
て
い
た
。
…
…
『
喜
如
嘉
誌
』
よ
り

１
．
百
姓
地
（
字
民
の
共
有
地
）

　

明
治
三
六
年
ま
で
は
国
有
で
各
集
落
ご
と
で
、
そ
の
田
地
を
配
分
し
て
耕
作
し
て

い
た
と
い
う
。
喜
如
嘉
に
お
い
て
は
全
体
で
約
三
〇
町
歩
の
田
圃
が
あ
り
、
そ
の
内

一
七
、〇
〇
〇
坪
は
後
に
他
字
の
所
有
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

一
、
般
蔵 

 

五
、四
〇
〇
坪

二
、
コ
ー
ヌ 

 

　

 

七
二
〇
坪

三
、
コ
ナ
―
ラ 

 

一
、四
四
〇
坪

四
、
ヌ
グ
ナ
ー 

 

一
、三
六
〇
坪

五
、
イ
ン
ジ
ュ
ナ
ー 

二
、三
四
〇
坪

六
、
ハ
ン
ギ 

 

一
、二
八
〇
坪

七
、
辺
土
名 

 

一
、九
八
〇
坪

 （
以
上
地
名
）　 

合
計:

一
四
、五
二
〇
坪

２
．
仕
明
地
（
セ
ー
キ
ジ
ー
）　

　

こ
の
田
地
は
旧
藩
時
代
に
政
府
の
許
可
を
得
て
個
人
が
開
墾
し
た
も
の
で
、
売
買
の

権
利
を
与
え
ら
れ
た
個
人
所
有
の
も
の
で
あ
る
。 

次
の
よ
う
な
個
人
が
他
村
他
字
に
所

有
し
て
い
た
仕
明
地
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
大
山
屋 

 

三
、六
○
○
坪

二
、
上
根
小 

 

一
、九
八
〇
坪

三
、
石
保 

 

　

  

七
二
〇
坪

四
、
泉
屋 

 

四
、一
四
〇
坪

五
、
真
謝 

 

二
、五
二
〇
坪
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松
の
原
木
で
炭
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
一

般
の
家
庭
で
は
冬
の
暖
を
と
る
の
に
、
地
炉
で
ウ

ス
ー
ズ
ミ
を
焼
や
し
た
り
、
マ
キ
を
焼
や
し
た
り

す
る
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
本
島
南
部
の
都
市
地
区
に
お
け
る
、
木
炭

の
需
要
増
加
に
よ
り
、
喜
如
嘉
で
も
炭
焼
き
を
業

と
す
る
も
の
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
戦
前
は
仲

村
（
屋
号
）
と
木
の
下
（
屋
号
）
の
二
人
の
者
が

行
な
っ
て
い
た
。 

戦
後
も
中
断
さ
れ
た
こ
と
は
あ

る
が
、
現
在
で
も
ま
だ
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は

暖
房
器
具
の
普
及
に
よ
り
尻
す
ぼ
み
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　

仲
村
の
お
じ
い
さ
ん
は
喜
如
嘉
の
山
に
炭
焼
き
窯
を
十
二
ヶ
所
持
っ
て
い
て
、
原
木
の

都
合
上
交
互
に
窯
を
利
用
し
て
い
た
。
全
部
の
窯
を
焼
く
と
二
〇
〇
俵
前
後
の
木
炭
が
焼

き
出
さ
れ
た
と
い
う
。
ひ
と
つ
の
窯
か
ら
は
三サ

ジ
チ
ャ

〇
斤
の
木
炭
で
あ
れ
ば
、
一
回
焼
く
の
に

二
〇
俵
前
後
と
れ
た
と
い
う
。
百
俵
の
木
炭
を
焼
く
の
に
は
一
ヶ
月
程
か
か
り
、
三
、四

回
焼
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

炭
焼
き
を
初
め
た
頃
の
俵タ

ー
ラ

は
コ
ブ
ー（
小
さ
な
俵
）が
正
味
三
〇
斤
で
、オ
オ
ブ
ー（
大

き
な
俵
）
が
正
味
五
〇
斤
で
あ
っ
た
と
い
う
。
木
炭
に
利
用
さ
れ
る
原
木
に
は
木
の
材

質
に
よ
り
上
、
中
、
下
と
区
分
け
さ
れ
、
テ
ー
チ
（
編
注
：
車
輪
梅
）
や
樫
の
木
は
上

質
と
さ
れ
、
原
木
を
焼
く
と
二
五
％
程
は
木
炭
と
な
る
が
、
ア
サ
グ
ル
（
編
注
：
フ
カ

ノ
キ
）
は
二
〇
％
以
下
し
か
と
れ
ぬ
の
で
悪
い
木
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
木
々
は
ほ
ぼ
中
く
ら
い
で
あ
る
。
た
い
て
い
原
木
百
斤
か
ら
は
、
一
俵
分
の
木
炭
が

焼
き
出
さ
れ
る
と
い
う
。
炭
焼
き
の
仕
事
で
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
の
は
、
原
木

の
伐
採
及
び
そ
の
運
搬
と
炭
を
山
か
ら
担
い
で
降
ろ
す
と
き
で
あ
る
。

　

原
木
の
運
搬
と
伐
採
は
、
窯
の
持
ち
主
自
身
が
一
人
で
す
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
炭

焼
き
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
な
わ
れ
た
時
な
ど
は
、
一
人
で
は
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
労
賃
を
支
払
っ
て
人
を
頼
ん
で
や
っ
て
い
た
。
労
賃
と
し
て
は
一
日
当
た
り
、
当

時
の
お
金
に
し
て
五
〇
銭
く
ら
い
で
雇
っ
た
り
、
一
窯
分
の
原
木
を
五
、六
円
で
請
け

負
わ
せ
た
り
す
る
。
丈
夫
な
青
年
の
男
は
原
木
を
百
斤
も
担
い
で
窯
ま
で
運
ん
で
い
た

と
い
う
。

　

焼
き
上
が
っ
た
木
炭
を
運
ぶ
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
女
性
の
仕
事
で
、
図
の
よ
う
に
俵
に

つ
め
て
運
ぶ
。
運
ぶ
と
き
に
は
俵
を
載
せ
る
た
め
の
棒
を
組
み
合
わ
せ
た
運
搬
具
を
用

い
て
背
負
い
、
背
後
よ
り
帯
を
通
し
て
俵
全
体
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
額
で
支
え
る
。

運
賃
は
距
離
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
里
く
ら
い
の
道
の
り
は
一
俵
に
つ
き
十
五
銭
で

あ
っ
た
。
た
い
て
い
の
女
性
は
一
回
に
つ
き
二
、三
俵
運
び
、
一
日
に
二
回
程
度
の
回

数
を
往
復
し
て
い
た
と
い
う
。

二
、
木
炭
の
焼
き
方

　

木
炭
の
焼
け
る
度
合
は
風
向
き
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
窯
の
入
口
の
方
か
ら
風
が
吹

い
て
く
る
と
、
普
通
よ
り
は
一
日
早
く
焼
け
る
が
、
反
対
に
煙
突
の
上
方
か
ら
風
が
吹

き
下
ろ
し
て
く
る
と
一
日
遅
れ
る
と
い
う
。
ま
た
窯
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
も
焼
け
る
時

間
が
異
な
り
、
小
さ
な
窯
ほ
ど
早
く
焼
け
、
大
き
な
窯
の
場
合
に
は
一
週
間
以
上
焼
き

続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

原
木
の
丸
太
は
五
、六
尺
に
切
り
そ
ろ
え
、
窯
の
奥
の
方
よ
り
順
序
よ
く
立
て
て
並

べ
て
ゆ
く
。
大
き
な
窯
に
は
六
尺
余
り
も
あ
る
長
い
原
木
も
入
れ
て
焼
く
こ
と
が
で
き

る
。
窯
に
原
木
を
入
れ
る
と
き
に
は
窯
の
奥
の
火
の
め
ぐ
り
が
悪
い
と
こ
ろ
に
は
細
い

煙突

空気穴

空気穴

炭焼き窯

木炭の運搬



喜如嘉 ― Kizyoka

227

の
を
入
れ
、
火
の
め
ぐ
り
の
良
い
入
口
に
は
、
大
き
な
も
の
か
ら
入
れ
て
焼
く
。

　

窯
の
入
口
の
原
木
の
燃
え
る
火
の
こ
と
を
前メ

ー
グ
チ
ビ
ー

口
火
と
い
い
、
そ
の
燃
え
る
火
力
で
奥

の
細
木
は
焼
け
る
の
で
あ
る
。
窯
の
中
に
立
て
て
あ
る
原
木
の
上
の
す
き
間
に
は
一
尺

余
り
の
短
い
原
木
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
枯
れ
葉
や
枯
れ
枝
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
れ
に
火
を

点
火
し
て
、
他
の
原
木
に
燃
え
移
さ
せ
る
。
点
火
は
窯
の
上
の
点
火
口
か
ら
行
い
、
点

火
が
済
み
火
が
窯
中
に
行
き
渡
る
と
そ
の
穴
を
閉
じ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
地
面
に
接
し

た
窯
の
入
口
に
は
石
を
積
み
上
げ
閉
じ
て
、
さ
ら
に
粘
土
を
塗
り
、
空
気
穴
だ
け
を
残

し
て
お
く
。
地
面
に
接
し
て
い
る
原
木
は
火
の
め
ぐ
り
が
悪
い
た
め
炭
化
せ
ず
、
そ
の

部
分
は
各
家
庭
が
冬
の
地
炉
で
燃
や
す
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
炭
の
こ
と
を

タ
ン
ガ
シ
ラ
（
炭
ガ
ラ
の
意
）
と
い
っ
て
い
る
。
木
炭
の
焼
け
具
合
を
知
る
に
は
、
粘

土
で
塗
り
固
め
て
あ
る
窯
の
焼
け
具
合
を
見
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
あ
る
。

第
三
章
　
漁
　
　
業

第
一
節　

漁
り
（
イ
ザ
イ
）
と
突
漁

　

喜
如
嘉
集
落
の
人
達
が
漁
り
を
す
る
海
域
は
、
た
い
て
い
現
在
の
辺
土
名
高
校
前
の

海
岸
か
ら
喜
如
嘉
の
海
岸
、
俗
称
板
敷
ま
で
の
浅
瀬
で
あ
る
。
夜
、
漁
り
を
す
る
場
合

に
は
漁
り
火
を
燈
し
た
り
、
ア
ハ
シ
（
松
の
根
）
を
短
か
く
切
っ
て
燈
し
た
テ
ー
ビ
ー

（
松
明
の
こ
と
）で
行
わ
れ
て
い
た
。
夜
、漁
り
に
出
る
と
き
は
ワ
ラ
グ
チ（
ワ
ラ
で
作
っ

た
底
の
厚
い
草
履
）
を
履
き
、
バ
ー
キ
（
竹
籠
）
に
山
原
竹
や
ア
ハ
シ
を
入
れ
て
背
負

い
持
っ
て
ゆ
く
。
テ
ー
ビ
ー
の
場
合
に
は
図
の
よ
う
な
針
金
で
編
ん
だ
火
入
れ
を
持
っ

て
ゆ
く
。
漁
り
を
す
る
時
刻
は
潮
の
引
き
時
が
良
い
と
さ
れ
て

い
る
。漁
り
火
を
燈
し
て
、突
漁
で
と
れ
る
漁
獲
物
に
は
白
イ
カ
、

甲
イ
カ
、
タ
コ
、
シ
ガ
イ
（
タ
コ
の
一
種
で
普
通
の
タ
コ
よ
り

小
さ
な
も
の
）、
ウ
ナ
ギ
、
エ
ビ
、
魚
類
等
が
あ
る
。

　

甲
イ
カ
は
潮
時
に
な
っ
て
、
海
草
に
卵
を
産
み
に
や
っ
て
く

る
の
を
ね
ら
っ
て
モ
リ
で
突
く
と
い
う
。
白
イ
カ
は
旧
八
月
か

ら
旧
十
月
に
か
け
て
、
甲
イ
カ
は
旧
十
二
月
か
ら
旧
二
月
が
時

期
で
あ
る
。
月
夜
に
は
甲
イ
カ
や
タ
コ
、
暗
闇
に
お
い
て
は
シ

ガ
イ
、
ウ
ナ
ギ
、
魚
類
が
良
く
と
れ
る
。

　

漁
り
火
の
下
で
は
タ
コ
は
白
く
、
シ
ガ
イ
は
赤
く
見
え
る
の

で
両
者
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
コ
や
シ
ガ
イ
、
ウ
ナ
ギ
等
は
昼
間
は
穴
の
中
に

身
を
ひ
そ
め
て
い
る
が
、
夜
に
な
る
と
浅
瀬
ま
で
近
寄
っ
て
く
る
。
あ
ま
り
身
動
き
し

な
い
の
で
夜
の
漁
り
で
は
獲
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

昼
間
の
漁
り
で
は
さ
ん
ご
礁
の
中
に
隠
れ
て
い
る
魚
類
や
タ
コ
、
グ
ガ
イ
、
ウ
ナ
ギ

等
を
モ
リ
で
突
い
て
獲
っ
た
り
す
る
。
タ
コ
や
シ
ガ
イ
は
タ
フ
穴
（
タ
コ
穴
）
と
い
っ

て
一
定
の
巣
が
あ
り
、
タ
フ
穴
を
知
っ
て
い
る
そ
れ
専
門
の
人
が
主
に
獲
っ
て
い
た
と

い
う
。
タ
コ
は
吸
盤
で
小
石
を
吸
い
つ
け
て
身
を
隠
し
て
い
る
。
戦
前
ま
で
は
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
漁
り
も
戦
後
、
特
に
最
近
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

第
二
節　

ア
ニ
ク
に
よ
る
漁
法

　

ア
ニ
ク
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
テ
ィ
ル
（
女
用
の
竹
籠
）

や
バ
ー
キ
（
男
用
の
竹
籠
）
等
の
古
い
竹
籠
を
利
用
し
て
、
川
や
海
に
仕
か
け
を
し
て
、

魚
類
を
と
る
漁
具
の
こ
と
を
ア
ニ
ク
と
呼
ん
で
い
る
。

一
、
ナ
ガ
リ
ア
ニ
ク
（
流
れ
ア
ニ
ク
）

　

小
川
や
水
道
な
ど
の
比
較
的
浅
い
場
所
に
仕
か
け
ら
れ
る
。
そ
の
ア
ニ
ク
を
図
の
よ

う
に
寝
か
せ
て
、
半
分
程
度
水
に
沈
め
る
。
そ
し
て
川
上
の
方
に
口
は
向
け
て
、
そ
の

両
側
の
流
れ
を
石
や
土
な
ど
で
せ
き
止
め
る
。
寝
か
せ
た
籠
の
上
部
に
は
小
魚
の
通
れ

る
よ
う
に
穴
を
あ
け
て
お
く
。
ナ
ガ
リ
ア
ニ
ク
で
は
主
に
フ
ナ
、
カ
ニ
、
タ
ナ
ゲ
ー
（ 

川
エ
ビ
）
が
と
れ
る
。
ナ
ガ
リ
ア
ニ
ク
を
仕
か
け
る
時
に
は
、
提
防
を
壊
し
た
り
す
る

の
で
、
札フ

ダ

（
禁
止
札
で
罰
金
が
課
さ
れ
る
）
を
持
た
さ
れ
る
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

二
、
ビ
シ
ア
ニ
ク
（
座
し
ア
ニ
ク
）

　

ビ
シ
ア
ニ
ク
は
ウ
ン
ダ
川
、
浴
川
等
の
比
較
的
深
い
川
に
仕
か
け
ら
れ
る
。
そ
の
籠

の
底
に
餌
を
沈
め
て
お
き
、
そ
の
餌
を
突
つ
き
に
き
た
フ
ナ
や
タ
ナ
ゲ
ー
を
主
に
と
る
。

ビ
シ
ア
ニ
ク
を
引
き
上
げ
る
の
は
夜
中
や
明
け
方
に
す
る
。

三
、
テ
ィ
ル
チ
キ
ヤ
ー
ま
た
は
ロ
ッ
カ
ク
ー

　

テ
ィ
ル
チ
キ
ヤ
ー
と
は
テ
ィ
ル
（
女
用
の
竹
籠
）
を
し
か
け
る
漁
具
の
こ
と
で
、ロ
ッ

カ
ク
ー（
六
角
）と
は
六
角
形
に
編
ま
れ
、特
別
に
漁
具
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

火入れ
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海
底
に
仕
か
け
る
ア
ニ
ク
の
こ
と
を
総
称
し
て
テ
ィ
ル
チ
キ
ヤ
ー
と
か
ロ
ッ
カ
ク
ー

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
ア
ニ
ク
の
内
で
は
最
も
大
き
な
漁
具
で
あ
る
。
一
尋
（
※
編
注
：

約
一
．八
ｍ
）の
長
さ
の
竹
を
割
っ
て
図
の
よ
う
に
六
角
形
に
編
む
。上
部
は
荒
目
に
し
、

下
部
は
細
か
に
編
む
。
そ
の
籠
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
籠
の
底
に
は
石
を
置
く
。
夕
方

頃
、
籠
の
底
に
餌
を
入
れ
て
お
き
、
翌
朝
泳
い
で
引
き
上
げ
に
ゆ
く
。
目
印
と
し
て
浮

き
板
を
結
ん
で
お
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

漁
獲
物
と
し
て
は
白
タ
イ
、
ア
ジ
ャ
ー
ミ
ー
バ
イ
、
ウ
ナ
ギ
、
エ
ビ
等
が
多
か
っ
た

と
い
う
。

第
三
節　

イ
カ
釣
り

　

イ
カ
釣
り
は
た
い
て
い
夜
、
サ
バ
ニ
（
小
舟
）
に
二
、三
名
乗
り
こ
ん
で
や
る
。
サ

バ
ニ
の
ト
モ
（
後
方
）
に
石
油
ラ
ン
プ
な
ど
を
燃
や
し
て
、
そ
の
明
か
り
に
近
寄
っ
て

く
る
イ
カ
を
釣
り
上
げ
る
。

　

イ
カ
を
釣
る
金
具
の
こ
と
を
ハ
キ
ザ
ー
と

い
い
、
八
本
く
ら
い
の
針
金
を
曲
げ
て
作
ら

れ
て
あ
る
。
ま
た
、
図
の
よ
う
に
サ
バ
ニ

を
流
し
な
が
ら
釣
り
上
げ
る
場
合
も
あ
る
。

釣
っ
た
イ
カ
は
イ
ッ
カ
ー
バ
ー
キ
（
イ
カ
入

れ
竹
籠
）
に
入
れ
て
持
ち
帰
る
。

第
四
節　

サ
サ
入
れ

　

サ
サ
入
れ
に
使
わ
れ
る
毒
草
に
は
伊イ

ズ
ー集

の
木
の
皮
や
ミ
ン
ナ
グ
サ
（
ル
リ
ハ
コ
ベ
）

を
用
い
る
。
伊
集
の
木
の
皮
を
用
い
る
の
は
、
川
や
水
路
な
ど
で
大
規
模
に
や
る
と
き

で
、
ミ
ン
ナ
グ
サ
を
用
い
る
と
き
は
イ
ツ
ァ
ピ
シ
（
波
打
ち
ぎ
わ
の
岩
）
の
水
た
ま
り

や
小
規
模
の
と
き
で
あ
る
。
伊
集
の
木
の
皮
で
サ
サ
入
れ
を
す
る
の
は
集
落
内
で
は
あ

ま
り
行
な
わ
れ
ず
、
山
奥
の
川
で
や
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
集
落
内
の
川
で

サ
サ
入
れ
を
す
る
と
、
小
魚
ま
で
す
べ
て
毒
に
や
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
後
の

収
穫
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

サ
サ
入
れ
は
二
〇
名
近
く
の
人
数
で
山
奥
の
川
に
ゆ
き
、
川
の
上
流
で
や
る
。
サ
サ

の
作
り
方
は
ハ
ン
ザ
（
つ
る
草
）
で
枠
を
作
り
、
そ
れ
を
水
辺
に
置
い
て
、
そ
の
枠
の

中
に
伊
集
の
木
の
皮
を
入
れ
て
石
で
た
た
く
。
徐
々
に
毒
が
ま
わ
り
、
翌
朝
に
な
る

と
フ
ナ
、
コ
イ
、
ミ
ー
ク
イ
（
五
〇
㎝
程
の
川
魚
）、
ウ
ナ
ギ
等
が
浮
か
び
上
っ
た
り
、

穴
の
中
よ
り
は
い
出
し
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
毒
に
や
ら
れ
た
魚
を
、
朝
か
ら
昼
頃
に

か
け
て
取
り
集
め
る
。
ウ
ナ
ギ
は
深
み
に
沈
ん
で
潜
っ
て
獲
り
、
他
の
魚
類
は
浮
か
び

上
る
の
で
取
り
集
め
て
塩
漬
け
に
し
て
お
く
。

　

集
落
の
田
ん
ぼ
を
流
れ
て
い
る
水
道
で
は
毎
年
一
回
定
期
的
に
サ
サ
入
れ
が
行
わ

れ
、
時
期
は
ミ
ー
メ
ー
が
終
わ
っ
て
か
ら
。
集
落
の
事
務
所
で
水
道
の
利
用
権
取
得
の

た
め
の
入
札
が
行
な
わ
れ
、
落
札
し
た
者
が
水
道
に
稲
を
植
え
た
り
ア
ニ
ク
を
仕
か
け

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

サ
サ
入
れ
を
す
る
と
集
落
民
多
数
が
水
道
に
入
り
、
ウ
ナ
ギ
や
そ
の
他
の
魚
類
を
獲

る
。
ウ
ナ
ギ
を
み
つ
け
た
り
す
る
と
、
そ
の
穴
の
入
口
を
石
や
土
、
バ
ー
キ
（
竹
籠
）

の
壊
れ
た
も
の
な
ど
で
囲
っ
て
、
そ
の
中
に
伊
集
の
木
の
皮
の
サ
サ
入
れ
を
し
て
、
這

い
出
し
て
き
た
の
を
捕
ま
え
る
。

第
五
節　

網
に
よ
る
漁
法

一
、
地
引
き
網

　

二
艘
の
サ
バ
ニ
ー
（
小
舟
）
で
、
図
の
よ
う
に
半
円
を

描
く
よ
う
に
網
を
引
い
て
ゆ
く
。
そ
れ
か
ら
輪
を
ち
ぢ
め

て
ゆ
き
、
浅
瀬
ま
で
引
い
て
く
る
と
、
今
度
は
陸
に
い
る

サ
バ
ニ

漁
師

ラ
ン
プ

イ
カ
バ
ー
キ

ひ
も

餌
カ
キ
ジ
ャ
ー

地
引
き
網

（上）ナガレアニク　（中）ビシアニク
（下）ロッカク



喜如嘉 ― Kizyoka

229

者
が
多
数
で
網
の
両
側
を
引
っ
ぱ
り
魚
を
引
き
上
げ
る
。

　

二
艇
の
サ
バ
ニ
で
引
く
半
円
の
縄
の
真
ん
中
に
網
を
取
り
付
け
て
、
両
側
に
は
石
を

く
く
り
付
け
て
沈
ま
せ
た
り
、
ア
ダ
ン
の
葉
を
浮
か
せ
た
り
し
て
魚
が
逃
げ
る
の
を
防

ぐ
。
網
の
上
部
に
は
浮
き
玉
や
浮
き
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

岸
に
近
く
な
る
と
集
め
ら
れ
た
魚
が
逃
げ
ぬ
よ
う
に
、
舟
に
乗
っ
て
い
る
者
は
、
ひ

も
で
く
く
り
つ
け
た
石
を
海
中
に
落
と
し
、
魚
を
追
い
た
て
る
。
イ
ル
カ
の
場
合
に
は

岸
に
近
く
な
る
と
自
ら
打
ち
上
っ
て
く
る
の
も
あ
る
。

二
、
投
げ
網

　

投
げ
網
に
て
魚
を
獲
る
場
合
に
は
、
ユ
イ
ザ
カ
ナ
（
寄
り
魚
の
意
）
の
場
合
に
多
く

用
い
ら
れ
る
。
投
げ
網
に
よ
っ
て
と
れ
る
魚
の
種
類
に
は
チ
ッ
ク
ヮ
、シ
ク
、エ
ー
ユ
ー

（
シ
ク
の
成
長
し
た
も
の
）
な
ど
が
あ
る
。
シ
ク
の
よ
う
な
小
魚
は
、
網
の
目
の
細
い

の
を
用
い
、
他
の
魚
の
場
合
に
は
粗
目
の
網
を
用
い
る
。
投
げ
網
の
錘オ

モ
リ

と
し
て
は
モ
ー

モ
ー
イ
ン
ナ
（
た
か
ら
貝
科
を
総
称
し
て
呼
ぶ
）
を
取
り
付
け
る
。

三
、
そ
の
他

　

港
イ
ン
ナ
ト（

川
口
）
の
ハ
ー
チ
ビ
（
川
尻
）
に
図
の
よ
う
な
袋
状
の
網
を
と
り
つ
け
て
、カ
ニ
、

フ
ナ
、ウ
ナ
ギ
、チ
ッ
ク
ヮ
、タ
チ
ビ
キ
、フ
ニ
カ
マ
シ
（
さ
よ
り
）
を
と
っ
た
り
す
る
。

旧
の
九
月
頃
は
鷹
が
南
下
す
る
時
期
で
、
鷹
が
南
下
す
る
こ
と
を
タ
ハ
ン
ワ
ッ
タ
イ
と

い
う
。
丁
度
そ
の
時
期
に
雨
が
降
る
と
、
川
の

上
流
よ
り
カ
ニ
が
流
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
カ
ニ

の
こ
と
を
「
鷹
蟹
（
タ
ハ
ン
ガ
イ
）」
と
呼
ん

で
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
カ
ニ
を
前
述
の
よ
う
な
網
で
獲

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
ン
ザ
（
つ
る
草
）
で

上
流
の
方
よ
り
魚
を
寄
せ
て
き
て
、
網
の
中
に

入
れ
て
獲
る
こ
と
も
あ
る
。

第
六
節　

海　

豚
（
イ
ル
カ
）

　

イ
ル
カ
の
こ
と
を
ピ
ト
ゥ
と
呼
び
、
ム
イ
ピ
ト
ゥ
（
そ
の
肉
を
食
べ
る
と
尻
か
ら
油

河

海

が
出
て
床
や
服
を
汚
し
た
り
す
る
の
で
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）、
グ
ン
ビ
ト
ゥ

（
大
き
な
イ
ル
カ
の
こ
と
）、
ビ
ー
チ
ャ
ピ
ト
ゥ
（
小
さ
な
イ
ル
カ
で
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
ズ
ミ

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）
等
の
種
類
が
あ
る
。

　

イ
ル
カ
の
群
れ
を
発
見
す
る
と
、
数
艘
の
サ
バ
ニ
（
小
舟
）
を
出
し
、
沖
よ
り
岸
辺

に
向
け
て
イ
ル
カ
を
寄
せ
て
く
る
。
岸
に
近
く
な
る
と
半
円
形
に
取
り
巻
き
イ
ル
カ
が

逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
、
ひ
も
で
く
く
り
つ
け
た
石
を
投
げ
続
け
て
追
い
た
て
る
。
一

匹
が
逃
げ
出
す
と
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
全
体
の
イ
ル
カ
が
逃
げ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　

イ
ル
カ
が
波
打
ち
ぎ
わ
ま
で
寄
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
物
音
を
出
さ
ず
に
静
か
に

待
機
し
て
い
た
集
落
民
が
、長
老
の
合
図
の
下
に
一
斉
に
飛
び
出
す
。
そ
し
て
手
に
持
っ

た
オ
ノ
や
ハ
ッ
タ
ナ
（
山
刀
）、ヤ
リ
を
ふ
り
か
ざ
し
て
イ
ル
カ
を
仕
留
め
る
の
で
あ
る
。

イ
ル
カ
は
あ
ば
れ
ま
わ
り
砂
浜
に
打
ち
上
る
の
も
あ
り
、
イ
ン
ナ
ト
（
川
口
）
に
入
っ

て
ゆ
く
の
も
あ
る
。
辺
り
一
面
が
血
の
海
と
な
る
と
、
も
う
イ
ル
カ
は
逃
げ
出
す
も
の

が
な
く
な
る
。

　

イ
ル
カ
を
仕
留
め
る
要
領
は
、
イ
ル
カ
の
尾
か
ら
真
先
に
切
り
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
。
尾
に
は
ね
飛
ば
さ
れ
死
人
が
出
た
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
、
危
険
だ
か

ら
で
あ
る
。
イ
ル
カ
を
仕
留
め
終
わ
る
と
イ
ン
ナ
ト
（
川
口
）
に
引
き
ず
っ
て
ゆ
き
、

そ
こ
で
分
配
す
る
。
舟
に
乗
っ
た
人
、舟
主
、特
別
手
柄
を
立
て
た
者
等
は
分
配
が
多
く
、

他
の
人
達
は
た
い
て
い
人
口
割
り
で
な
さ
れ
た
と
い
う
。
他
集
落
の
者
や
、
た
だ
見
物

し
て
い
る
者
で
さ
え
、
ミ
ー
ダ
マ
シ
（
見
た
者
の
取
り
分
）
と
し
て
分
け
て
貰
っ
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。

　

以
前
の
各
家
庭
に
は
イ
ル
カ
が
寄
っ
て
く
る
時
期
に
備
え
て
モ
リ
や
オ
ノ
な
ど
が
準

備
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
イ
ル
カ
の
群
れ
を
発
見
し
た
者
は
、「
ピ
ト
ゥ
ド
ー
イ
（
イ

ル
カ
だ
よ
ー
）」
と
集
落
中
に
ふ
れ
歩
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
そ
の
よ
う

に
イ
ル
カ
が
獲
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

第
四
章
　
大
　
工
（
セ
ー
ク
）

　

喜
如
嘉
集
落
は
昔
か
ら
大
工
の
多
い
所
と
さ
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
に
は
十
九
歳
、

二
〇
歳
頃
の
青
年
は
大
工
に
な
る
者
が
多
く
、
集
落
全
体
で
は
二
〇
名
く
ら
い
お
り
、

そ
の
内
六
割
く
ら
い
が
半
農
半
大
工
で
、
四
割
く
ら
い
が
専
属
大
工
で
あ
っ
た
。
喜
如
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嘉
の
大
工
達
は
東
村
、
金
武
村
、
国
頭
村
、
そ
の
他
沖
縄
本
島
各
地
ま
で
も
船
大
工
、

あ
る
い
は
家
屋
の
建
築
大
工
と
し
て
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
集
落
の
浜
辺

で
も
他
集
落
、
他
村
よ
り
依
頼
さ
れ
て
造
船
し
て
い
た
。

　

山
原
船
（
沖
縄
本
島
北
部
と
南
部
を
往
復
し
て
い
た
船
の
名
称
）
所
有
者
の
多
か
っ

た
平
安
座
島
へ
も
、
し
ば
し
ば
出
か
け
て
い
た
と
い
う
。
専
属
大
工
で
な
い
も
の
は
農

繁
期
に
は
帰
っ
て
き
た
り
す
る
。

　

大
工
道
具
に
は
タ
イ
ビ
キ
ー
（
二
人
引
き
鋸

ノ
コ
ギ
リの

こ
と
）、
バ
ン
ゾ
ー
ガ
ニ
（
Ｌ
字
型

の
金
尺
の
こ
と
）、
ヌ
ミ
（
鑿ノ

ミ

）、
チ
ョ
ー
ナ
（
手

）、
ト
ー
イ
リ
ー
（
戸
の
溝
を
彫

る
鉋カ

ン
ナ

）、
カ
ナ
ジ
チ
ャ
（
ま
た
は
玄ゲ

ン
ノ
ウ翁

と
呼
び
、
金
槌
の
こ
と
）、
シ
ミ
チ
ブ
（
墨ス

ミ
ツ
ボ壺

）

等
が
あ
る
。

 

第
五
章
　
食
　
　
物

第
一
節　

常　

食

　

普
通
、
食
物
の
こ
と
を
「
ム
ン
」
と
い
う
。
朝
昼
晩
、
毎
日
定
期
的
に
食
ベ
る
食
事

の
こ
と
を
フ
ァ
ン
メ
ー
（
飯
米
の
意
か
）
と
い
い
、
早
朝
、
午
前
十
時
頃
、
午
後
三
時

頃
、
夜
中
な
ど
に
お
や
つ
と
し
て
、
適
当
に
食
ベ
る
も
の
を
ピ
ン
メ
ー
と
い
う
。
朝
食

を
ヒ
テ
ィ
ミ
テ
ィ
ム
ン
と
い
い
、
午
前
八
時
頃
と
る
。
昼
食
の
こ
と
を
ア
ッ
シ
ー
と
い

い
、
午
後
一
時
頃
、
野
良
仕
事
を
終
え
て
か
ら
と
る
。
夕
食
の
こ
と
を
ユ
フ
イ
（
憩ユ

フ

い

の
意
）
と
い
い
、
夕
方
日
が
暮
れ
か
け
た
頃
に
と
る
。

　

ピ
ン
メ
ー
の
内
、
早
朝
や
夜
中
に
食
物
を
食
ベ
る
こ
と
を
ミ
ー
ツ
イ
ま
た
は
ミ
ー
グ

フ
ァ
イ
ム
ン
と
い
う
。
そ
れ
は
眠
気
覚
ま
し
の
食
ベ
物
と
い
う
こ
と
で
、
ミ
ー
ツ
イ
と

は
目
を
強
め
る
と
い
う
意
味
で
、
ミ
ー
グ
フ
ァ
イ
ム
ン
と
は
目
覚
め
さ
せ
る
食
物
と
い

う
意
味
に
な
る
。

　

終
戦
直
後
ま
で
は
主
食
と
し
て
朝
昼
晩
ふ
か
し
芋
を
食
ベ
て
い
た
。
そ
の
後
の
経
済

の
成
長
に
つ
れ
て
、
食
生
活
も
急
激
に
良
く
な
り
、
現
在
で
は
都
会
に
お
け
る
食
生
活

と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

七
、八
〇
年
前
頃
の
芋
は
、
現
在
の
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
た
大
き
な
良
質
な
芋
で

は
な
く
、
長
い
間
栽
培
さ
れ
続
け
て
き
た
ピ
ギ
ヤ
ム
ン
（
ひ
げ
イ
モ
）
と
い
わ
れ
る
細

長
く
、
繊
維
の
粗
い
お
い
し
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

芋
を
主
食
と
し
て
い
た
頃
、
集
落
で
も
数
え
る
程
の
富
農
か
、
給
与
者
の
家
の
よ
う

に
現
金
収
入
が
あ
る
家
で
し
か
米
を
主
食
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
普
通
の
農
家
で
は
冠

婚
葬
祭
、
そ
の
他
特
別
の
日
に
し
か
米
の
御
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
普

通
の
農
家
で
は
た
ま
た
ま
夕
食
に
汁シ

ル
ド
ゥ
ー
シ
ー

雑
炊
（
ま
た
は
野オ

ー
フ
ァ
ド
ゥ
ー
シ
ー

菜
雑
炊
）
や
ウ
ッ
ケ
ー
メ
（
お

か
ゆ
）、
タ
リ
メ
ー
（
お
か
ゆ
の
一
種
）、
ケ
ヘ
ラ
ニ
ー
（
雑
炊
の
一
種
）
の
御
馳
走
を

つ
く
っ
て
食
べ
た
り
す
る
。

　

汁
雑
炊
の
作
り
方
は
米
二
、三
合
（
各
家
庭
の
貧
富
の
程
度
に
よ
っ
て
米
の
量
が
違

う
）
に
、
青
野
菜
を
多
量
に
入
れ
、
味
噌
や
塩
、
豚
脂
、
海
の
貝
類
を
乾
燥
さ
せ
つ
き

砕
い
た
ダ
シ
な
ど
を
入
れ
て
つ
く
る
。
戦
前
ま
で
は
十
名
以
上
の
大
家
族
が
多
く
、
ウ

フ
ナ
ビ
ま
た
は
シ
ン
メ
ー
ナ
ビ
と
い
わ
れ
る
大
き
な
鍋
に
て
炊
い
て
い
た
。
お
か
ゆ
も

水
を
多
量
に
入
れ
、
液
状
に
炊
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

タ
リ
メ
ー
の
作
り
方
は
前
述
の
よ
う
な
お
か
ゆ
の
中
に
ソ
テ
ツ
の
デ
ン
プ
ン
を
入
れ

て
炊
い
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
ヘ
ラ
ニ
ー
（
ま
た
は
ソス

テ
ィ
チ
メ
ー

テ
ツ
飯
と
も
い
う
）
の
作
り
方
は

前
述
の
よ
う
な
お
か
ゆ
の
中
に
ソ
テ
ツ
の
デ
ン
プ
ン
を
入
れ
て
炊
き
、
ヤ
ド
カ
リ
や
小

魚
の
ダ
シ
と
味
噌
、
塩
な
ど
の
調
味
料
で
味
つ
け
を
し
、
青
野
菜
や
大
豆
を
入
れ
て
炊

い
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ソ
テ
ツ
の
毒
素
を
と
っ
た
固
ま
り
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
に
前
述
の
よ
う
な
調

味
料
や
青
野
菜
、
大
豆
を
入
れ
て
炊
く
の
も
あ
る
。

　

副
食
と
し
て
は
朝
食
、昼
食
、夕
食
に
ミ
シ
ン
シ
ル（
味
噌
汁
）ま
た
は
、ン
ナ
シ
ル（
ヤ

ド
カ
リ
の
ダ
シ
の
入
っ
た
お
つ
ゆ
と
い
う
意
味
か
、
そ
れ
と
も
空
っ
ぽ
の
こ
と
を
喜
如

嘉
の
方
言
で
空
イ
ン
ナ
ス
と
い
う
言
葉
の
意
味
と
同
様
な
意
味
か
ら
か
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　

お
つ
ゆ
を
炊
い
て
芋
と
食
べ
る
。
約
七
、八
〇
年
前
の
お
つ
ゆ
は
、
潮ウ

ス水
と
ア
マ
ガ

イ
ダ
シ
（
ヤ
ド
カ
リ
の
ダ
シ
）
の
調
味
料
と
青
野
菜
を
入
れ
て
炊
い
て
あ
っ
た
。
主
食

と
し
て
の
さ
つ
ま
芋
を
補
う
た
め
に
、
ソ
テ
ツ
が
栽
培
さ
れ
た
。
ソ
テ
ツ
は
山
の
斜
面

に
あ
る
段
々
畑
の
あ
い
間
や
畑
の
つ
く
れ
な
い
悪
い
場
所
に
植
え
ら
れ
る
。

　

ソ
テ
ツ
の
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
時
期
は
、
旧
四
、五
月
頃
で
あ
り
、
若
葉
が
出

初
め
る
頃
は
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ソ
テ
ツ
の
時
期
に
は
丁
度
さ
つ
ま
芋
が
不
足
す

る
頃
だ
と
い
い
、
二
、三
ヶ
月
間
は
毎
日
の
食
事
が
芋
と
ソ
テ
ツ
半
々
で
あ
る
場
合
も

あ
っ
た
と
い
う
。
ソ
テ
ツ
は
皮
を
は
ぎ
と
り
、
白
い
で
ん
ぷ
ん
の
多
く
入
っ
た
茎
を
平

ら
に
切
り
さ
い
て
、
流
れ
水
に
浸
し
て
毒
素
を
と
る
。
毒
素
を
と
っ
た
ソ
テ
ツ
は
そ
の

ま
ま

の
上
で
干
し
て
お
き
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
く
だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

料
理
を
し
て
食
ベ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
毒
素
を
取
っ
た
ソ
テ
ツ
を
臼
で
搗
き
く
だ
い
て
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粉
に
し
、
布
袋
に
入
れ
て
桶
の
水
に
と
か
す
。
と
か
し
た
デ
ン
プ
ン
は
沈
澱
し
て
底
に

固
ま
る
。
デ
ン
プ
ン
は
わ
ず
か
し
か
と
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
と
っ
た
デ
ン
プ
ン

は
乾
燥
さ
せ
て
保
存
し
て
お
き
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
出
す
。

　

朝
の
お
つ
ゆ
が
残
っ
た
り
し
た
場
合
な
ど
を
除
い
て
は
朝
食
、
夕
食
に
は
、
芋
と
油

味
噌
、
漬
け
物
な
ど
で
あ
っ
た
。
夕
食
に
は
朝
食
や
昼
食
よ
り
た
い
て
い
よ
く
す
る
家

が
多
く
、
芋
、
あ
る
い
は
汁
雑
炊
、
タ
リ
メ
ー
、
ウ
ッ
ケ
ー
メ
ー
、
ケ
ヘ
ラ
ニ
ー
の
い

ず
れ
か
と
お
つ
ゆ
、そ
れ
に
ち
ょ
っ
と
し
た
お
か
ず
が
出
る
。
お
か
ず
の
こ
と
を
ハ
テ
ィ

ム
ン
と
い
い
、漬
物
（
ホ
ー
リ
ム
ン
と
い
う
）
や
油ア

ン
ダ
ミ
ス

味
噌
、ヤ
ッ
セ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
（
野

菜
の
お
か
ず
）
等
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
六
年
の
土
地
整
理
以
前
は
、
地
割
制
が
行
わ
れ
て
お
り
、
稲
の
収
穫
期
に
な

る
と
役
人
が
ト
ー
（
一
斗
ま
す
）
を
持
っ
て
各
農
家
を
回
り
、
税
と
し
て
米
を
徴
収
し

て
い
た
と
い
う
。
各
人
に
地
割
さ
れ
た
田
の
面
積
よ
り
稲
の
収
穫
が
見
積
も
ら
れ
て
い

た
の
で
、わ
ず
か
の
米
を
残
す
以
外
す
ベ
て
持
っ
て
い
か
れ
た
と
い
う
。
ウ
フ
グ
ミ
（
粒

の
こ
わ
れ
て
な
い
米
）
は
上
納
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
各
家
庭
に
は
粉フ

グ
ミ米
と
冠
婚
葬
祭
用

の
少
量
の
米
し
か
残
さ
れ
な
い
。

　

セ
ー
キ
ジ
（
仕
明
地
）
と
い
う
開
墾
地
を
持
っ
て
い
て
、
私
有
財
産
を
許
さ
れ
た
富

農
の
家
で
は
一
般
の
農
家
よ
り
米
の
保
有
は
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
う
い
う
富
農
に
は

高
倉
が
あ
り
、
そ
の
中
に
稲
を
納
め
て
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
出
し
、
臼
で
搗
い

て
い
た
と
い
う
。
終
戦
直
後
ま
で
は
贅
沢
な
食
ベ
物
で
あ
っ
た
米
は
、
戦
後
十
数
年
の

内
に
は
主
食
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

七
、八
〇
年
前
頃
は
調
味
料
と
し
て
は
海
水
を
用
い
、
味
噌
で
さ
え
も
不
自
由
し
が

ち
で
あ
っ
た
。
旧
三
月
頃
の
浜
降
り
の
頃
に
潮
の
引
い
た
海
よ
り
ア
マ
ガ
イ
（
ヤ
ド
カ

リ
の
こ
と
）
を
多
量
に
と
り
、
そ
れ
を
乾
燥
さ
せ
中
味
を
と
り
出
し
て
つ
き
く
だ
き
、

塩
づ
け
し
て

に
入
れ
保
存
し
て
お
く
。
そ
れ
を
ア
マ
ガ
イ
ダ
シ
と
い
う
。
ま
た
青
野

菜
類
の
数
も
少
な
く
、
ア
ハ
ベ
ー
ナ
（
紅
色
を
し
た
葉
の
薄
い
も
の
）、
ア
ハ
ナ
（
表

は
緑
で
裏
は
薄
い
紅
色
の
も
の
）、
イ
ン
ガ
ナ
、
フ
ー
チ
バ
ー
（
ヨ
モ
ギ
）、
ト
ー
ナ

（
唐カ

ラ
シ
ナ菜
）、
フ
ダ
ン
ソ
ー
、
ミ
ス
ナ
バ
ー
、
ウ
サ
ギ
ン
ミ
ミ
（
う
さ
ぎ
の
耳
に
似
た
野
菜
）、

タ
マ
ナ
ー
（
キ
ャ
ベ
ツ
）、
カ
ン
ダ
バ
ー
（
芋
の
葉
）、
ビ
ヤ
（
ね
ぎ
）
等
や
ナ
ン
ク
ヮ

ン
（
か
ぼ
ち
ゃ
）、
チ
ブ
ル
（
夕
顔
）、
ウ
イ
（
き
ゅ
う
り
）、
ゴ
ー
ヤ
ー
（
に
が
う
り
）、

ス
ブ
イ
（
冬
瓜
）
ナ
ベ
ー
ラ
ー
（
へ
ち
ま
）
等
や
、デ
ー
ク
ニ
（
大
根
）、チ
デ
ー
ク
ニ
（
人

参
）、
グ
ン
ボ
ー
（
ゴ
ボ
ー
）、
タ
ー
ン
ム
（
サ
ト
イ
モ
）、
ヤ
ム
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等

で
あ
る
。

　

八
二
、三
歳
に
な
る
お
ば
あ
さ
ん
の
幼
い
頃
（
戦
前
）
の
こ
と
、
彼
女
の
兄
が
中
学

受
験
の
試
験
の
前
日
の
こ
と
で
あ
る
。
夕
食
に
御
馳
走
と
し
て
汁
雑
炊
を
つ
く
っ
た
。

大
き
な
鍋
に
炊
い
て
あ
っ
た
も
の
が
、
上
の
兄
達
が
全
部
た
い
ら
げ
て
し
ま
っ
た
。
彼

女
が
し
ょ
げ
て
い
る
の
を
み
て
母
親
が
、「
あ
な
た
は
仕
方
が
な
い
か
ら
鍋
の
底
で
も

し
ゃ
ぶ
り
な
さ
い
」
と
い
っ
て
、
鍋
の
底
に
わ
ず
か
に
残
っ
た
の
を
し
ゃ
ぶ
ら
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
食
生
活
の
乏
し
い
時
代
の
子
守
唄
に
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

〇
ウ
ェ
ー
キ
ヤ
ー
ヌ
嫁ユ

ミ

ナ
リ
バ

フ
ガ
ン
、
フ
ァ
ン
ダ
マ
ウ
シ
ル
ン

ヌ
マ
サ
リ
ー
ン
リ
チ　

ウ
ム
タ
シ
ガ

へ
ー
ヌ
ウ
シ
ル
ド　

ヌ
マ
サ
リ
ー
ル

〔
歌
の
意
〕

　

金
持
ち
の
家
の
嫁
に
ゆ
け
ば
、卵
や
フ
ァ
ン
ダ
マ
（
和
名:

ス
イ
ゼ
ン
ジ
ナ
）
の
入
っ

た
お
つ
ゆ
の
御
馳
走
が
食
ベ
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
た
の
に
、
実
際
嫁
に
入
っ
て
み
る
と
、

酒
か
す
の
入
っ
た
お
つ
ゆ
だ
け
し
か
飲
ま
し
て
く
れ
ぬ
も
の
だ
。

　

こ
の
唄
は
貧
し
い
家
の
娘
を
主
人
公
と
し
て
唄
っ
た
子
守
唄
で
あ
る
。
娘
が
常
々
富

農
の
家
を
み
て
い
て
、
米
の
御
飯
や
お
か
ゆ
、
雑
炊
な
ど
や
、
お
か
ず
と
し
て
の
卵
や

魚
な
ど
、
そ
れ
か
ら
お
つ
ゆ
の
中
身
に
は
上
等
の
野
菜
を
入
れ
て
食
ベ
て
い
た
の
を
う

ら
や
ん
で
い
た
。
自
分
が
も
し
そ
の
よ
う
な
富
農
の
家
に
嫁
に
ゆ
く
こ
と
が
出
来
た
な

ら
ば
、
御
馳
走
に
あ
り
つ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
と
秘
か
に
期
待
し
て
い
た
。

　

そ
の
夢
が
か
な
っ
て
、
実
際
嫁
に
入
っ
て
み
る
と
、
娘
の
期
待
は
く
ず
れ
去
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
富
農
の
家
で
は
上ウ

ィ
ザ
ー座

（
主
と
し
て
家
族
の
直
系
、
そ
の
他
男
子
達
）
と

下サ
ー
ザ
ー座

（
家
族
の
婦
女
子
や
下
男
、
下
女
）
の
食
ベ
物
が
分
け
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で

あ
る
か
ら
。
そ
れ
ゆ
え
上
座
の
者
達
は
米
の
御
飯
や
お
か
ゆ
、
そ
れ
に
お
つ
ゆ
と
卵
や

魚
な
ど
の
御
馳
走
を
食
べ
る
場
合
が
多
い
け
れ
ど
、
下
座
の
者
達
は
普
通
、
苧
や
上
座

の
者
達
の
お
下
が
り
を
食
ベ
る
の
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

第
二
節　

食　

座

　

普
通
の
農
家
で
は
食
事
の
場
合
に
は
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ
（
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
と
い
う
母

屋
の
隣
り
に
あ
る
建
物
）
に
て
、
家
族
揃
っ
て
食
ベ
る
。
冠
婚
葬
祭
、
そ
の
他
の
特
別
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な
行
事
の
と
き
に
は
、
直
系
と
そ
の
他
、
あ
る
い
は
男
と
女
を
お
膳
な
ど
に
分
け
て
食

ベ
る
こ
と
も
あ
る
。
富
農
の
家
で
は
下
男
や
下
女
が
い
て
大
家
族
で
あ
る
の
で
、
直
系
、

そ
の
他
の
男
、
女
達
、
下
男
下
女
と
三
段
階
に
分
け
て
、
座
敷
も
別
々
に
食
ベ
る
。
直

系
の
お
じ
い
さ
ん
や
戸
主
、
長ツ

ァ
ク
シ男

は
お
膳
に
食
事
を
載
せ
て
食
ベ
る
の
が
多
く
、
他
は

適
当
に
や
る
の
が
多
い
。

　

差
別
が
行
わ
れ
る
の
は
普
通
の
家
庭
で
も
、
冠
婚
葬
祭
そ
の
他
の
特
別
の
行
事
に
特

に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。
普
通
の
家
庭
で
も
直
系
は
タ
ー
ド
ー
シ
ヤ
ム
ン
（
一
期
作
米

の
裏
作
に
栽
培
さ
れ
た
さ
つ
ま
芋
で
甘
味
が
あ
り
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し
い
）
を
食
べ

た
り
、
お
か
ず
類
が
あ
っ
た
り
す
る
。
朝
食
は
た
い
て
い
ダ
キ
ヨ
ホ
（
三
尺
く
ら
い
の

長
い
竹
製
の
ザ
ル
）
に
ふ
か
し
た
芋
を
入
れ
、
家
族
揃
っ
て
、
あ
る
い
は
適
当
に
そ
れ

を
取
り
囲
ん
で
お
つ
ゆ
を
す
す
り
な
が
ら
食
ベ
る
。

　

冬
な
ど
は
地ジ

ー
ル炉
を
囲
ん
で
夕
食
を
と
る
の
が
多
く
、
上
座
に
は
戸
主
や
そ
の
祖
父
が

座
し
、
そ
の
次
に
長
男
と
そ
の
男
の
子
供
が
座
り
、
そ
れ
か
ら
下
座
に
女
子
が
座
す
。

主
婦
は
炊
事
の
便
か
ら
台
所
に
最
も
近
い
地
炉
端
に
座
す
。
食
座
に
お
い
て
も
他
の

諸
々
と
同
様
、
常
に
男
尊
女
卑
の
思
想
が
あ
ら
わ
れ
、
食
ベ
物
に
お
い
て
も
、
座
り
場

所
に
お
い
て
も
、
順
番
に
お
い
て
も
男
子
が
優
先
し
て
い
た
。

　

病
人
の
場
合
に
は
お
か
ゆ
や
ソ
ー
メ
ン
、
卵
、
豚
肉
、
魚
類
な
ど
の
御
馳
走
を
こ
し

ら
え
て
食
ベ
さ
せ
た
り
す
る
。 

ま
た
ト
ゥ
ス
イ
マ
カ
ネ
ー
と
い
っ
て
年
寄
り
に
粉フ

グ
ミ米

で

汁シ
ル
ド
ゥ
ー
シ
ー

雑
炊
を
作
っ
て
食
べ
さ
せ
た
り
す
る
。

第
三
節　

サ
ン
ク
ェ
ー
（
参
食
）

　

サ
ン
ク
ェ
ー
と
は
友
人
同
士
、
あ
る
い
は
隣
近
所
数
名
か
ら
十
数
名
集
ま
り
御
馳
走

を
つ
く
り
食
ベ
る
こ
と
を
い
う
。
戦
前
ま
で
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
除
々
に
な

く
な
り
、
最
近
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
作
物
の
収
穫
後
な
ど
に
多
く
行
わ
れ
、
適

当
な
家
を
選
び
、
各
人
割
り
当
て
の
食
量
を
持
ち
寄
っ
て
煮
炊
き
し
て
食
べ
た
り
す
る
。

男
女
混
合
の
場
合
に
は
女
が
主
に
炊
事
を
行
う
が
、
男
子
も
協
力
し
て
や
る
。 

　

お
金
を
出
し
合
っ
て
、
そ
れ
で
ソ
ー
メ
ン
や
メ
リ
ケ
ン
粉
を
買
っ
て
御
馳
走
を
作
る

場
合
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
自
作
農
産
物
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
サ
ン
ク
ェ
ー
は
夕

食
後
、
遊
び
な
が
ら
御
馳
走
を
つ
く
り
、
夜
中
ま
で
行
わ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
次
に
サ
ン
ク
ェ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な
種
類
と
方
法
を
紹
介
し
よ
う
。

①
肉
（
シ
シ
）
半
斤
ヌ
ッ
カ
ー
セ
ー

　

正
月
の
頃
に
各
家
で
屠
殺
し
て
保
存
し
て
い
る
豚
肉
を
半
斤
（
※
編
注
：
三
〇
〇
ｇ
）

持
ち
寄
っ
て
、
肉
料
理
の
御
馳
走
を
つ
く
り
食
べ
る
。

②
ソ
ー
ミ
ン
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

お
金
を
各
人
に
割
り
当
て
、
集
め
た
金
で
ソ
ー 

メ
ン
を
買
い
、
野
菜
な
ど
を
入
れ
て

油
で
い
た
め
、
味
つ
け
し
て
食
ベ
る
。

③
ア
ン
ダ
ー
ギ
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

お
金
を
各
人
に
割
り
当
て
、
そ
の
金
で
メ
リ
ケ
ン
粉
や
油
を
買
い
、
テ
ン
プ
ラ
を
揚

げ
て
食
ベ
る
。

④
ク
ジ
キ
ン
テ
ン
プ
ラ
サ
ン
ク
ェ
ー

　

ク
ジ
キ
ン
（
ク
ズ
ウ
コ
ン
の
デ
ン
プ
ン
）
や
ス
テ
ィ
チ
ク
ジ
（
ソ
テ
ツ
の
デ
ン
プ
ン
）

を
各
人
の
家
よ
り
一
定
量
持
ち
寄
り
、
油
で
揚
げ
テ
ン
プ
ラ
に
し
て
食
ベ
る
。

⑤
シ
ル
ド
ゥ
ー
シ
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

各
人
米
二
合
あ
る
い
は
三
合
、
そ
の
他
野
菜
類
を
自
分
の
家
よ
り
持
ち
寄
っ
て
シ
ン

メ
ー
ナ
ー
ビ
（
一
抱
え
以
上
も
の
大
き
な
鍋
） 

で
汁
雑
炊
を
作
っ
て
食
べ
る
。
昔
の
若

者
達
は
大
食
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
御
馳
走
に
な
る
と
一
人
当
た
り
米
二

〜
三
合
分
の
雑
炊
を
も
長
時
間
か
け
て
食
べ
た
も
の
だ
と
い
う
。

⑥
イ
ン
グ
ミ
ム
ッ
チ
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

イ
ン
グ
ミ
ム
ッ
チ
ー
と
は
、
イ
ン
グ
ミ
（
麦
を
炒
っ
て
臼
で
ひ
き
、
竹
製
の
目
が
細

い
ザ
ル
（
ユ
イ
ノ
ー
）
で
ふ
る
っ
た
粉
）
に
ふ
か
し
芋
を
そ
れ
よ
り
や
や
多
め
に
混
ぜ

て
練
り
固
め
、
餅
の
よ
う
に
し
た
食
べ
も
の
。
戦
後
の
イ
ン
グ
ミ
ム
ッ
チ
ー
は
砂
糖
が

手
に
入
り
や
す
い
た
め
、砂
糖
が
入
れ
て
あ
り
甘
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
イ
ン
グ
ミ
ム
ッ

チ
ー
は
各
行
事
の
場
合
に
、
米
で
つ
い
た
餅
の
代
用
と
さ
れ
る
の
が
多
か
っ
た
。

⑦
キ
ビ
ム
ッ
チ
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

イ
ン
グ
ミ
ム
ッ
チ
ー
の
よ
う
に
キ
ビ
の
実
を
粉
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑧
マ
ミ
サ
ン
ク
ェ
ー

　

マ
ミ
サ
ン
ク
ェ
ー
は
主
に
大
豆
（
大
豆
の
こ
と
を
ト
ー
フ
マ
ミ
と
い
う
）
の
収
穫
期

に
、
そ
れ
を
炒
っ
て
食
べ
た
り
す
る
。
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ん
だ
荒
目
の
厚
い

で
、
保
温
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
）
の
上
に
さ
ら
に
穀
物
干
し

用
に
用
い
る
薄
い

を
置
き
そ
の
上
に
干
す
。
何
日
か
す
る
と
自
然
発
酵
が
は
じ
ま
る
。

そ
の
後
は
影
干
し
に
し
、
さ
ら
に
蒸
し
た
御
飯
や
蒸
し
て
臼
で
つ
き
く
だ
い
た
豆
を
混

ぜ
入
れ
る
。
発
酵
が
進
み
青
い
麹
カ
ビ
が
伸
び
て
き
て
、
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
程
に

な
る
と
、
も
う
味
噌
が
完
成
し
て
い
て
使
用
で
き
る
。
完
成
し
た
味
噌
は

に
入
れ
て

保
存
し
て
お
く
。

第
五
節　

豆
腐
の
作
り
方

　

豆
腐
は
た
い
て
い
各
家
庭
で
作
り
、
大
豆
一
升
分
く
ら
い
を
つ
く
る
の
が
ふ
つ
う
で

あ
る
。
夕
方
頃
大
豆
を
水
に
浸
し
て
お
き
、
翌
日
、
水
で
ぬ
ら
し
な
が
ら
石
臼
で
す
り

つ
ぶ
し
豆ト

ー
フ
ブ
ク

腐
袋
（
目
の
細
か
い
布
地
で
作
ら
れ
た
袋
）
で
カ
ス
を
完
全
に
な
く
な
る
ま

で
し
ぼ
り
と
る
。
し
ぼ
り
と
っ
た
カ
ス
は
お
か
ず
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
大
き
な
鍋
に
さ

き
ほ
ど
の
大
豆
の
汁
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
白
い
泡
が
立
っ
て
き
た
ら
潮
水
を
ふ
り
入

れ
て
弱
火
に
す
る
。
泡
は
そ
の
ま
ま
鍋
の
汁
と
一
緒
に
取
り
出
し
固
ま
ら
せ
て
食
ベ
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
を
泡ア

ー
ド
ー
フ

豆
腐
と
い
う
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
は
泡
を
取
り
出
し
、

布
を
敷
い
た
豆
腐
箱
に
入
れ
て
固
め
る
。
泡
は
出
な
く
な
る
ま
で
幾
度
も
取
り
出
す
。

第
六
節　

チ
ヌ
マ
タ
豆
腐
や
モ
ー
イ
豆
腐
の
作
り
方

　

チ
ヌ
マ
タ
や
モ
ー
イ
と
い
う
海
草
の
と
れ
る
時
期
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
海

岸
近
く
の
海
よ
り
海
草
を
多
量
に
刈
り
取
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
洗
っ
た
後
日
干
し
に
し

て
お
く
。
そ
の
後
そ
れ
を
保
存
し
て
お
き
、
随
時
取
り
出
し
て
そ
の
ま
ま
お
か
ず
や
お

⑨
メ
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

メ
ー
と
は
稲
や
米
の
こ
と
を
い
い
、
炊
か
れ
た
御
飯
の
こ
と
も
そ
の
よ
う
に
呼
ん
だ

り
す
る
。
稲
の
収
穫
期
に
行
わ
れ
る
。

⑩
フ
ッ
パ
ド
ゥ
ー
シ
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

フ
ッ
パ
ド
ゥ
ー
シ
ー
と
は
、
汁
雑
炊
と
同
様
な
材
料
を
用
い
る
の
で
あ
る
が
、
汁
雑

炊
の
場
合
と
違
っ
て
水
を
多
く
入
れ
ず
、
普
通
の
御
飯
の
分
量
の
水
を
入
れ
て
炊
い
た

も
の
で
、
若
者
達
の
毛
遊
び
な
ど
に
も
持
ち
寄
っ
て
食
べ
た
り
し
た
。

⑪
ト
ー
フ
サ
ン
ク
ェ
ー

　

大
豆
の
収
穫
期
に
そ
の
豆
で
豆
腐
を
つ
く
っ
て
食
ベ
る
。

⑫
モ
ー
イ
ド
ー
フ
サ
ン
ク
ェ
ー
（
作
り
方
は
後
述
）

　

モ
ー
イ
と
い
う
海
草
を
利
用
し
て
豆
腐
状
に
し
て
食
ベ
る
。

⑬
チ
ヌ
マ
タ
ド
ー
フ
サ
ン
ク
ェ
ー
（
作
り
方
は
後
述
）

　

チ
ヌ
マ
タ
と
い
う
海
草
を
利
用
し
て
豆
腐
状
に
し
て
食
ベ
る
。

⑭
ハ
ッ
カ
ー
シ
ー
サ
ン
ク
ェ
ー

　

ハ
ッ
カ
ー
シ
ー
と
は
ク
ジ
キ
ン
や
ソ
テ
ツ
の
デ
ン
プ
ン
を
水
に
と
か
し
、
そ
れ
に
ビ

ヤ
（
ね
ぎ
類
）
と
調
味
料
を
入
れ
て
海
苔
の
よ
う
に
炊
い
た
も
の
。

第
四
節　

味
噌
の
作
り
方

　

ソ
テ
ツ
の
皮
を
は
ぎ
取
り
、
中
身
を
平
ら
に
切
り
裂
い
て
小
川
に
ひ
た
し
、
毒
素
を

洗
い
流
す
。
そ
れ
を
川
原
な
ど
で
日
干
し
に
す
る
。
水
に
ひ
た
し
た
り
日
干
し
に
し
た

り
数
回
く
り
か
え
す
頃
に
は
、
ソ
テ
ツ
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
く
だ
け
る
ほ
ど
に
な
る
。
毒
素

を
と
る
た
め
に
水
に
ひ
た
し
た
り
す
る
日
数
は
三
日
間
以
上
で
あ
る
。

　

飢
饉
な
ど
の
場
合
に
は
完
全
に
毒
素
を
と
ら
な
い
う
ち
に
早
め
に
食
べ
た
り
し
た
た

め
、
毒
に
や
ら
れ
て
死
亡
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
。
特
に
戦
時
中
で
は
都

会
地
の
避
難
民
達
が
ソ
テ
ツ
の
食
べ
方
を
知
ら
ず
、
飢
え
を
し
の
ぐ
た
め
完
全
に
毒
素

を
取
ら
ず
に
食
ベ
た
の
で
死
亡
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
よ
う
に
毒
素
を
取
っ
た
ソ
テ
ツ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
味
噌
を
つ
く
る
場
合
に
は
毒
素
を
と
っ
た
ソ
テ
ツ
の
茎
を
ニ
ク
ブ
ク
（
藁
で
編

豆腐箱

石 臼
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つ
ゆ
に
し
て
食
べ
た
り
、
豆
腐
に
し
た
り
す
る
。
作
り
方
は
乾
燥
さ
せ
た
海
草
を
水
で

戻
し
数
回
洗
っ
て
細
か
い
砂
や
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
鍋
に
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
る
。
そ
し

て
海
水
や
調
味
料
を
混
ぜ
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
く
る
と
そ
れ
を
取
り
出
し
、
冷
や
し

て
型
取
り
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
豆
腐
を
作
る
場
合
は
冠
婚
葬
祭
や
そ
の
他
特
別
の
日

が
多
く
、
平
日
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

第
七
節　

酒
の
造
り
方

　

明
治
三
四
年
頃
ま
で
酒
は
自
家
製
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
酒
を
醸
造
す
る

を
フ
セ

キ
、
あ
る
い
は
酒サ

キ
ガ
マ

や
大ヤ

マ
ト
ガ
マ

和

な
ど
と
い
う
。
フ
セ
キ
は
た
い
て
い
フ
ク
チ
チ
（
炊
事

場
の
土
間
）
に
置
か
れ
て
あ
る
。
そ
の
当
時
フ
セ
キ
を
所
有
し
て
い
た
の
は
上ウ

イ

、

下サ
ン
ホ
ー
チ

幸
地
、
上ウ

イ
ニ
ー
グ
ヮ
ー

根
小
、
仲ナ

ー
カ

、
泉イ

ジ
ミ
ヤ
ー屋

、
六ム

チ
マ
タ又

、
真マ

ザ謝
（
以
上
屋
号
）
の
十
軒
く
ら
い
の
富
農

の
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
農
家
は
フ
セ
キ
所
有
者
よ
り
借
り
て
酒
を
造
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
当
時
、
借
り
賃
と
し
て
、
一
度
に
つ
き
醸
造
し
て
出
来
上
が
っ
た
酒
よ
り
二
合

く
ら
い
を
提
供
し
て
い
た
と
い
う
。

　

米
を
蒸
し
て
か
ら
五
日
間
く
ら
い
は
広
場
や
縁
側
で
発
酵
さ
せ
る
。
ニ
ク
ブ
ク
の
上

に
普
通
の
古
い

を
敷
き
、
そ
の
上
に
蒸
し
た
米
を
敷
く
の
で
あ
る
。
米
が
発
酵
す
る

と
桶
な
ど
に
水
で
薄
め
て
入
れ
て
お
き
モ
ロ
ミ
に
す
る
。
そ
の
モ
ロ
ミ
を
フ
セ
キ
の
中

に
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
て
酒
に
す
る
の
で
あ
る
。
酒
の
風
味
を
出
す
た
め
に
ア
ワ
や
ソ
テ

ツ
の
デ
ン
プ
ン
を
入
れ
た
り
、
甘
蔗

の
汁
を
入
れ
た
り
す
る
。
発
酵
し
た

酒
を
蒸
留
す
る
と
、そ
の
順
序
に
よ
っ

て
酒
の
質
が
決
ま
る
。
最
初
に
出
る

酒
の
こ
と
を
イ
チ
バ
ン
バ
イ
と
い
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
度
合
が
高
く
最
も
良

質
の
酒
で
あ
る
。
次
に
ニ
バ
ン
バ
イ
、

そ
の
次
に
サ
ン
バ
ン
バ
イ
と
出
て
き

て
ア
ル
コ
ー
ル
の
度
合
が
段
々
薄
く

な
っ
て
く
る
。
サ
ン
バ
ン
バ
イ
の
酒

の
こ
と
を
サ
ー
ベ
ー
と
も
い
い
、
甘

酒
に
し
た
り
す
る
。

酒
の
出
口

モ
ロ
ミ
こ
ね
ま
わ
し
口

鉛製のフセキ

鉛製のフセキ

板わく

水
取
替
え
口

水 水

フセキ略図

　

明
治
三
四
年
以
後
、個
人
で
の
酒
の
製
造
が
禁
止
さ
れ
、フ
セ
キ
も
す
ベ
て
消
え
去
っ

た
。
そ
れ
か
ら
終
戦
直
後
の
一
時
期
、
酒
が
な
か
っ
た
の
で
古
老
達
の
記
憶
を
も
と
に

フ
セ
キ
を
作
り
、
酒
を
醸
造
し
て
集
落
の
消
費
に
あ
て
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
酒
を
醸
造

し
て
残
っ
た
カ
ス
は
サ
キ
ヌ
フ
ェ
と
い
い
、
乾
燥
さ
せ
て
お
つ
ゆ
に
入
れ
た
り
す
る
。

第
八
節　

季
節
的
食
物
、
嗜
好
用
食
物
、
飢
饉
用
食
物

〔
植
物
〕

　

桑ク
ヮ
ー
ギ
ン
ナ
イ

の
木
の
実
、
チ
ャ
ー
ギ
の
実ナ

イ

、
ア
ダ
ン
の
実
（
ア
ダ
ン
の
実
の
中
に
米
粒
の
様
な

物
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
食
ベ
る
）、
か
ぼ
ち
ゃ
（
ナ
ン
ク
ヮ
ン
と
い
う
）
の
種サ

ニ

、

パ
ン
の
実
、
椎
の
実
（
旧
十
月
頃
実
が
熟
す
る
の
で
、
そ
れ
を
拾
い
集
め
て
御
飯
に
入

れ
て
食
べ
た
り
す
る
）、
グ
ミ
の
実
（
方
言
で
ク
ビ
と
い
い
、
甘
ず
っ
ぱ
い
味
が
す
る
。 

旧
三
月
頃
）、テ
ー
チ
の
実
、ギ
マ
（
旧
十
月
頃
）、イ
チ
ゴ
（
方
言
で
イ
ッ
チ
ビ
と
い
い
、

旧
十
一
月
頃
と
れ
る
）、
辛
木
（
あ
る
種
の
辛
い
木
の
皮
や
根
っ
こ
を
と
り
嗜
好
物
と

す
る
）、
ナ
バ
（
キ
ノ
コ
の
こ
と
を
ナ
バ
と
い
い
、
喜
如
嘉
で
は
旧
十
一
月
頃
松マ

ッ
チ
ナ
バ茸
が

多
く
と
れ
る
。
そ
の
他
チ
リ
ナ
バ
、
キ
ヌ
ク
ナ
バ
と
い
う
の
が
あ
る
）
ミ
ミ
グ
イ
（
木

ク
ラ
ゲ
科
の
一
種
）、フ
ァ
ル
ビ
ヤ
（
野
ビ
ル
の
こ
と
）、ア
ジ
ャ
マ
（
ア
ザ
ミ
類
の
一
種
、

飢
謹
の
と
き
な
ど
に
農
作
物
が
な
く
な
る
と
食
べ
た
り
す
る
）、
ブ
ッ
ソ
ー
ゲ
の
葉
（
飢

饉
用
）、
フ
チ
バ
ー
（
ヨ
モ
ギ
）、
マ
ッ
チ
モ
ー
（
海
草
の
一
種
、
海
草
類
は
た
い
て
い

旧
三
月
頃
が
多
く
と
れ
る
）、
チ
ヌ
マ
タ
（
海
草
）、
ビ
ル
（
海
草
）、
ハ
ニ
ク
ビ
（
海
草
）

〔
動
物
〕

　

ア
サ
サ
（
熊
蝉
、
子
供
が
い
た
ず
ら
半
分
に
食
べ
た
り
す
る
）、
蚕
の
さ
な
ぎ
（
ゆ

で
た
り
し
て
食
ベ
る
）、
メ
ー
ガ
ッ
タ
（
い
な
ご
、
空
揚
げ
に
し
て
食
ベ
る
）、
ア
タ

ビ
カ
（
田
に
い
る
蛙
、
火
に
焼
い
て
食
ベ
る
）、
ト
ー
ナ
ザ
ー
（
う
な
ぎ
の
一
種
、
田

植
え
の
頃
に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
薬
用
に
も
な
る
）、
ア
ハ
マ
タ
ー
、
タ
ー
ウ
ナ
ギ
、

ハ
ブ
（
薬
用
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ハ
ブ
料
理
を
食
ベ
た
も
の
が
そ
の
直
後

く
し
ゃ
み
を
し
た
り
す
る
と
、
毒
に
か
か
る
と
い
う
迷
信
が
あ
る
）、
タ
ハ
ン
ガ
イ
（
カ

ニ
、
旧
十
月
頃
多
く
と
れ
る
）、
タ
ー
ユ
ー
（
ふ
な
）、
タ
ナ
ゲ
ー
（
え
び
）、
山ホ

ー
ト
ウ鳩
、

フ
ミ
ル
（
渡
り
鳥
）、ハ
ン
サ
ガ
（
渡
り
鳥
）、タ
コ
、イ
カ
、ウ
ナ
ギ
、ナ
マ
コ
、ピ
ト
ゥ

（
イ
ル
カ
）、
魚
類
、
イ
ン
ナ
（
貝
類
）
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第
九
節　

そ
の
他

一
、
調
味
料
（
味
噌
や
塩
な
ど
の
調
味
料
の
こ
と
を
ス
ー
テ
ー
ム
ン
と
い
う
）

　

油
は
豚
脂
と
タ
ネ
油
が
あ
る
。
豚
脂
は
正
月
に
屠
殺
し
た
豚
よ
り
と
っ
た
脂
を
保
存

し
て
お
き
使
用
す
る
。
お
つ
ゆ
や
そ
の
他
特
別
の
御
馳
走
を
こ
し
ら
え
る
場
合
に
の
み

使
用
す
る
が
、
半
ヶ
年
も
も
た
な
い
程
で
あ
る
。
油
を
絞
り
と
っ
た
後
に
残
る
ア
ン
ダ

ン
カ
シ
ー
は
油
味
噌
な
ど
に
入
れ
た
り
、
そ
の
ま
ま
お
つ
ゆ
に
入
れ
た
り
す
る
。
戦
後

は
タ
ネ
油
が
普
及
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
シ
と
し
て
は
ア
マ
ガ
イ
（
ヤ
ド
カ
リ
）
を
旧
三
月
頃
の
時
期
に
取
り
集
め
て
日
干

し
に
し
、
中
身
を
塩
漬
け
に
し
て

に
入
れ
て
お
き
、
必
要
に
応
じ
て
と
り
出
し
使
用

す
る
。
そ
れ
か
ら
小
魚
（
特
に
ピ
キ
イ
ュ
ー
と
い
い
細
長
い
小
魚
が
多
い
）
を
日
干
し

に
し
て
保
存
し
て
お
き
、
ダ
シ
と
し
た
り
、
酒
の
し
ぼ
り
か
す
や
豆
腐
の
し
ぼ
り
か
す

な
ど
で
ダ
シ
と
し
た
り
す
る
。

　

塩
は
明
治
の
頃
ま
で
塩
屋
や
宮
城
島
の
塩
田
で
製
塩
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い

た
。
明
治
の
頃
ま
で
は
製
塩
さ
れ
た
塩
で
さ
え
も
乏
し
く
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

普

通
の
炊
事
に
は
海
水
を
使
用
す
る
場
合
が
多
く
、
お
か
ず
な
ど
の
味
つ
け
を
す
る
場
合

に
の
み
製
塩
さ
れ
た
塩
を
用
い
て
い
た
。

　

大
正
、
昭
和
と
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
製
塩
さ
れ
た
白
い
塩
は
手
に
入
り
や
す
い

品
と
な
っ
た
。
味
噌
は
戦
前
ま
で
す
ベ
て
自
給
自
足
で
、
米
や
豆
、
ソ
テ
ツ
な
ど
を
適

当
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
発
酵
さ
せ
て
つ
く
る
。

　

戦
後
は
お
つ
ゆ
の
味
の
つ
け
か
た
と
し
て
す
ベ
て
味
噌
を
使
用
す
る
が
、
戦
前
ま
で

は
海
水
だ
け
を
入
れ
て
味
つ
け
を
す
る
家
も
あ
っ
た
。
醤
油
は
戦
前
ま
で
ほ
と
ん
ど
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
戦
後
か
ら
普
及
し
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
弁　

当（１）

（２）

　

山
や
田
畑
な
ど
比
較
的
遠
距
離
に
ゆ
く
と
き
に
は
図
⑴
の
よ
う
な
ヤ
ム
ン
バ
ー
キ

（
芋
入
れ
竹
籠
）
に
ふ
か
し
芋
と
油
味
噌
や
野
菜
の
漬
物
を
入
れ
て
持
っ
て
ゆ
き
、
昼

食
と
す
る
。
戦
前
の
学
生
達
は
学
校
へ
図
⑵
の
よ
う
な
竹
で
編
ん
だ
弁
当
箱
の
中
に
ふ

か
し
た
芋
を
切
っ
て
入
れ
、
持
っ
て
ゆ
き
昼
食
と
し
て
い
た
。

三
、
離
乳
食

　

乳
飲
み
子
の
離
乳
食
と
し
て
、
お
も
ゆ
や
ソ
テ
ツ
、
さ
つ
ま
芋
、
ク
ジ
キ
ン
等
の
デ

ン
プ
ン
を
、
湯
で
の
り
状
に
炊
い
た
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
。

四
、
老
人
用
食

　

老
人
用
と
し
て
は
前
述
の
よ
う
な
消
化
の
よ
い
食
物
や
、
粉フ

グ
ミ米

で
つ
く
っ
た
お
か
ゆ

や
雑
炊
を
食
ベ
さ
せ
た
り
す
る
。

五
、
食
器
具
類

　

し
ゃ
も
じ
（
ミ
シ
ゲ
ー
）、
し
ゃ
く
し
（
サ
ラ
ゲ
ー
）、
マ
ナ
イ
タ
（
マ
ル
チ
ャ
）、

包
丁
（
ホ
ー
チ
ャ
）、
山
刀
（
ハ
ッ
タ
ナ
）、
鍋
（
大
き
な
も
の
を
ウ
フ
ナ
ビ
、
小
さ
な

も
の
を
ナ
ビ
ン
ク
ヮ
ー
と
い
う
）、や
か
ん
、き
ゅ
う
す
（
ツ
ー
カ
ー
）、飯
碗
（
ミ
シ
碗
）、

汁
を
盛
る
器
（
シ
ル
碗
）、箸
（
メ
ー
シ
・
竹
や
木
で
作
っ
た
自
家
製
の
も
の
）、重ズ

ー
バ
ク箱
（
御

馳
走
入
れ
）、
御ウ

ジ
ン膳

。

髙御膳と皿とお椀

重箱
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第
六
章
　
住
　
　
居

第
一
節　

家
屋
の
種
類

　

家
屋
の
種
類
に
は
瓦ハ

ー
ラ
ブ
キ
ヤ
ー

葺
き
屋
と
茅ハ

ヤ
ブ
キ
ヤ
ー

葺
き
屋
が
あ
り
、
瓦
葺
き
屋
は
集
落
で
も
十
軒
く

ら
い
の
富
農
の
家
に
し
か
み
ら
れ
ず
、
他
は
ほ
と
ん
ど
茅
葺
き
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
。

戦
後
、
急
に
瓦
葺
き
屋
と
セ
メ
ン
ト
瓦
葺
き
屋
が
多
く
な
り
、
現
在
で
は
茅
葺
き
屋
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
瓦
葺
き
屋
の
造
り
は
、
柱
や
壁
の
材
料
に
良
質
で
大
き
な
も
の

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
造
り
方
も
そ
の
当
時
の
大
工
達
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

屋
根
は
赤
瓦
（
沖
縄
本
島
各
地
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
粘
土
を
焼
い
て
作
ら
れ
た
も

の
）
を
用
い
て
い
る
。
茅
葺
き
屋
の
場
合
に
は
粗
雑
に
造
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

柱
も
山
か
ら
伐
採
し
た
ま
ま
の
丸
太
を
用
い
た
り
、
柱
と
柱
を
組
み
合
わ
せ
て
縄
を
編

ん
だ
り
、
簡
単
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
節　

瓦
葺
き
屋
（
ハ
ー
ラ
ブ
キ
ヤ
ー
）

　

喜
如
嘉
集
落
は
今
か
ら
七
〇
年
前
に
は
総
戸
数
が
二
五
〇

戸
く
ら
い
で
あ
り
、
幸ホ

ー
チ地

、
上ウ

ィ

、
大ウ

フ
ギ
リ切

、
泉イ

ジ
ミ
ヤ
ー屋

、
新ミ

ー
ヤ
グ
ヮ
ー

屋
小
、

倉ク
ラ
サ
グ
ヮ
ー

下
小
、
集
落
事
務
所
棟
の
十
軒
く
ら
い
は
瓦
葺
屋
で
他
は
す

べ
て
茅
葺
き
屋
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

第
三
節　

茅
葺
き
屋
（
ハ
ヤ
ブ
キ
ヤ
ー
）

　

茅
葺
き
屋
に
は
造
り
方
、
あ
る
い
は
家
屋
の
堅
固
さ
の
程
度

に
よ
り
穴ア

ナ
ヤ
ー屋
（
図

（Ａ）
）
と
抜ヌ

チ
ヤ
ー

き
屋
（
図

（Ｂ）
）
の
二
種
類
が
あ
る
。

穴
屋
は
他
の
家
屋
よ
り
粗
雑
に
造
ら
れ
て
お
り
、
角
材
や
丸
太

の
柱
を
地
面
に
打
ち
こ
ん
で
、
柱
と
柱
は
ハ
ン
ザ
（
つ
る
草
の

名
称
）
や
そ
の
他
の
縄
で
結
ん
で
継
ぎ
合
わ
す
。
柱
も
山
か
ら

伐
採
し
た
ま
ま
の
丸
太
を
使
用
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

床
板
は
桁
の
上
に
載
せ
て
あ
る
だ
け
で
、
戸
も
地
面
の
上
を
通

す
だ
け
で
あ
る
。
壁
も
屋
根
と
同
様
茅
を
使
用
し
て
葺
い
て
あ

り
、
炊
事
部
屋
（
シ
ム
と
い
う
）
な
ど
の
壁
は
火
の
用
心
の
た
め
特
に
石
を
積
ん
だ
り
、

茅
で
編
ん
だ
壁
に
は
粘
土
を
塗
っ
た

り
し
て
造
っ
て 

あ
る
。
抜
き
屋
の
場

合
は
穴
屋
よ
り
精
巧
に
造
ら
れ
て
お

り
、
柱
や
桁
の
組
み
合
わ
せ
は
ヌ
ミ

や
そ
の
他
の
大
工
道
具
を
使
用
し
て

い
る
。

〇
タ
ー
チ
ヤ
ー（
二
ッ
屋
、（Ｃ）
図
参
照
）

　

タ
ー
チ
ヤ
ー
と
は
別
名
ウ
イ
ト
ゥ

ン
グ
ヮ
ー
ヤ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
家
屋
で
、
瓦
葺
き
屋
根
の
場
合
に

も
茅
葺
き
屋
根
の
場
合
に
も
ほ
と
ん

ど
が
そ
の
造
り
で
あ
る
。
建
物
が
二

棟
と
な
り
、
軒
続
き
で
あ
る
。
タ
ー

チ
ヤ
ー
の
一
棟
を
上ウ

イ

と
呼
び
、
他
の

一
棟
を
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
と
呼
ん
で
い

る
。
ウ
イ
は
寝
室
や
集
会
、
来
客
用

部
屋
と
し
て
使
用
し
た
り
、
ま
た
神

棚
や
仏
壇
が
置
か
れ
て
お
り
、
ト
ゥ

ン
グ
ヮ
ー
よ
り
規
模
は
大
き
い
。ト
ゥ

ン
グ
ヮ
ー
（
殿
小
、
普
通
沖
縄
で
は

大
き
い
家
屋
の
こ
と
を
殿
と
呼
ぶ
こ

と
か
ら
、
そ
の
端
に
あ
る
小

さ
な
家
屋
の
こ
と
を
ト
ゥ
ン

グ
ヮ
ー
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
）

に
は
今
の
台
所
に
当
る
場
所
の

シ
ム
と
か
フ
ク
チ
チ
と
か
呼
ば

れ
る
部
屋
が
あ
る
。
食
事
を
す

る
部
屋
の
部
分
は
板
敷
き
か
竹

敷
き
で
あ
る
。
か
ま
ど
の
あ
る

部
分
は
土
間
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
部
分
を
と
く
に
ジ
ー
ト
ゥ

（20）

（13）

（13）

（21）

（７）

（19）
（６）

（３） （２）

（１）

（11）

（10）
（８）

（17） （16）
（15）（14）

（５）
（９）

（12）

（13）

かまど
床の間 仏 壇

ウ　　イ トゥングヮー

（D)

正　面 正　面 側　面

ムナギ

リン

ケタ

ファヤ

（Ｂ）ヌキヤー （Ａ）アナヤー

（Ｃ）農家の模型図

（Ｄ）
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ン
グ
ヮ
ー
と
呼
ん
で
い
る
。

　

一
棟
だ
け
の
家
で
は

（Ｄ）
図
の
ご
と
く
軒
の
一
方
を
の
ば

し
、
そ
の
の
ば
し
た
場
所
を
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
と
同
じ
利
用

法
で
使
用
す
る
。
茅
葺
き
屋
に
お
い
て
は
五
、六
〇
年
前

頃
、
壁
は
竹
で
二
重
に
編
ん
だ
チ
ヌ
ブ
（
Ｅ
図
参
照
）
と

い
う
の
に
茅
を
入
れ
た
り
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
か
ま
ど
の
置
か
れ
て
あ
る
ジ
ー

ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
の
壁
は
火
の
用
心
の
為
、
石
を
積
ん
だ
り
、
チ
ヌ
ブ
に
粘
土
を
塗
っ
て

防
火
に
努
め
た
り
す
る
。
ま
た
天
井
は
チ
ヌ
ブ
ー
よ
り
目
を
細
か
く
、
竹
を
割
っ
て
編

ん
だ
ワ
ー
ジ
ー
と
い
う
の
を
張
り
、
ス
ス
や
埃
が
天
井
か
ら
落
ち
て
く
る
の
を
防
ぐ
。

門
の
入
り
口
に
あ
る
ヒ
ン
プ
ン
（
透
き
垣
の
一
種
で
門
の
正
面
に
立
て
た
り
す
る
も
の
）

に
も
同
様
な
編
み
方
で
荒
目
に
編
ん
だ
竹
を
立
て
た
り
す
る
。

　

以
前
の
人
達
は
部
屋
に
上
る
と
き
に
は
野
良
帰
り
の
汚
れ
た
素
足
を
簡
単
に
石
や
足

ふ
き
用
に
編
ま
れ
た
縄
で
ふ
い
て
上
が
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ウ
レ
ー
フ
ァ
と
い
っ
て
、

足
洗
い
用
の
石
桶
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
茅
葺
き
家
は
瓦
葺
き
家

と
比
較
し
て
、
夏
は
涼
し
く
し
の
ぎ
や
す
く
、
冬
は
暖
か
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

た
だ
、
耐
久
性
、
衛
生
上
、
外
観
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
瓦
葺
屋
根
、
板
壁
製
の
も
の

が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
節　

家
屋
の
配
置
と
屋
敷
図

　

家
屋
の
配
置
と
屋
敷
図
は
前
述

（Ｃ）
図
の
ご
と
き
一
般
農
家
の
家
屋
を
例
に
と
っ
て
説

明
す
る
。

（13）
は
ハ
ッ
ク
イ
（
囲
い
の
意
味
）
と
呼
び
、
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ
、
フ
ク
ギ
、
そ
の

他
雑
木
等
の
木
々
や
石
垣
で
屋
敷
を
囲
み
、
境
界
と
防
風
の
為
に
造
ら
れ
て
い
る
。

　

（12）
は
ヒ
ン
プ
ン
と
呼
ば
れ
、
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ
や
そ
の
他
の
雑
木
を
植
え
た
り
石
垣
や
竹

を
荒
目
に
編
ん
だ
も
の
を
建
て
て
透
き
垣
と
し
た
り
し
て
、
直
接
屋
内
を
外
か
ら
の
ぞ

か
れ
る
の
を
さ
え
ぎ
る
役
目
を
す
る
。

（21）
は
ア
ッ
タ
イ
と
呼
び
、
芭
蕉
畑
に
し
た
り
、

甘
蔗
や
み
か
ん
、
バ
ナ
ナ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
竹
、
そ
の
他
野
菜
類
を
植
え
た
り
す
る
場
所

で
あ
る
。

　

（１）
は
上ウ

イ

と
呼
び
母
屋
に
あ
た
り

（Ｆ）
図
の
よ
う
に
ウ
フ
グ
イ
、
ナ
ハ
ザ
ー
、
ズ
ン
フ
ァ

タ
、
フ
ッ
ツ
ァ
ー
等
の
部
屋
が
あ
り
、
ウ
フ
グ
イ
に
は
神
棚
、
ナ
ハ
ザ
ー
に
は
仏
壇
が

置
か
れ
て
い
る
。

（２）
は
ト
ン
グ
ヮ
ー
と
呼
び
、

（Ｆ）
図
の
よ
う
に
ト
ン
グ
ヮ
ー
、
フ
ッ

ツ
ァ
ー
、
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ
、
フ
ク
チ
チ
（
ま
た
は
シ
ム
）
等
の
部
屋
が
あ
り
、
ウ
イ

よ
り
や
や
規
模
は
小
さ
い
。

　

（14）
は
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ
（
食
事
を
す
る
座
）、

（15）
は
地ジ

ー
ル炉
、

（16）
は
ハ
マ
（
か
ま
ど
）、

（17）
は
フ
ク
チ
チ
、ま
た
は
シ
ム
、ジ
ー
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
と
呼
ば
れ
、土
間
と
な
っ
て
い
る
。

（７）
は
テ
ィ
ー（
桶テ

ィ
ー

）と
呼
ば
れ
、木
を
く
り
ぬ
い
て
造
っ
て
あ
り
、ウ
イ
と
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー

と
の
屋
根
の
間
に
入
れ
、
雨
よ
け
と
す
る
。

　

（３）
は
フ
ル
と
呼
び
、
豚
小
屋
兼
大
便
所
で
あ
る
。
戦
前
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
造
り
の

も
の
が
す
ベ
て
で
、
人
が
糞
を
す
る
と
そ
こ
に
飼
っ
て
い
る

豚
が
這
い
出
し
て
き
て
糞
を
食
ベ
て
い
た
。

　

（20）
の
場
所
に
は
た
い
て
い
桑
の
木
や
ユ
ウ
ナ
の
木
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
戦
前
ま
で
は
紙
が
乏
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の

木
の
葉
は
用
足
し
後
の
尻
ふ
き
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

他
尻
ふ
き
に
は
藁
束
や
竹
ヘ
ラ
な
ど
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

木
の
葉
や
藁
束
は
そ
の
ま
ま
フ
ル
の
中
に
捨
て
、
豚
の
汚
物

と
混
ぜ
合
わ
さ
れ
肥
料
と
な
る
。

（11）
ク
ェ
ー
ク
ミ
ゾ
ー
マ

（
肥コ

ヤ
シ
ク
ミ
ド
ゥ
ク
マ

や
し
踏
み
所
）
と
よ
び
、
フ
ル
か
ら
出
る
汚
物
と
木
の

葉
や
藁
な
ど
で
堆
肥
を
つ
く
る
場
所
で
あ
る
。

　

（６）
は
お
宮
で
火
の
神
の
神
体
で
あ
る
石
三
個
が
並
ベ
て
立
て

ら
れ
、ウ
コ
ー
ル
（
御
香
炉
）、花
び
ん
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

山羊小屋

古い型の茅葺き屋の廃家

フッツァー

ウフグイ

ズンファタ

ナハザー

トゥングヮー
フッツァー

ムンカミ
ザー

チ
チ
ク
フ

）
ム
シ
は
た
ま
（

（Ｆ）間取り

（Ｅ）チヌブー
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そ
の
よ
う
な
お
宮
は
古
い
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
（
元
家
）
に
あ
り
、
一
般
の
家
に
は
な
い
。
そ

の
お
宮
は
一
門
の
人
達
に
よ
っ
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

（５）
の
場
所
に
建
て
ら
れ
る
家
屋

は
メ
ー
ヌ
ヤ
ー
（
前
の
家
の
意
）
と
一
般
に
呼
ば
れ
、
造
り
方
に
よ
り
、
年
寄
り
の
隠

居
用
に
利
用
し
た
り
、チ
ャ
ク
レ
ー
ヤ
ー
（
来
客
家
の
意
味
）
に
し
た
り
、そ
の
他
納
屋
、

穀
物
干
し
場
に
し
た
り
す
る
。
ま
た
そ
の
場
所
に
高
倉
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

（19）
は
住
居
が
山
を
背
に
し
て
い
る
場
合
に
は
フ
シ
バ
ル
（
後
原
）
と
呼
び
、
た
い
て

い
段
々
畑
と
な
っ
て
い
て
、
み
か
ん
の
木
、
芭
蕉
、
バ
ナ
ナ
、
甘
蔗
、
そ
の
他
野
菜
類

が
植
え
ら
れ
た
り
す
る
。
ま
た
平
地
に
住
居
が
あ
る
場
合
に
は

（21）
の
場
合
と
同
じ
く

ア
ッ
タ
イ
と
呼
ば
れ
る
。
ウ
ン
バ
ー
ル
の
旧
集
落
は
ほ
と
ん
ど
山
を
背
に
し
て
住
居
が

造
ら
れ
て
お
り
、
サ
ン
バ
ー
ル
の
新
集
落
は
平
野
が
広
が
っ
て
開
け
た
集
落
な
の
で
平

地
に
造
ら
れ
て
い
る
の
が
多
い
。

　

（８）
ハ
ー
（
川
や
泉
、
井
戸
、
池
等
を
呼
ぶ
） 

と
呼
び
、
七
、八
〇
年
前
ま
で
は
す
ベ
て

集
落
共
同
井
戸
（
集
落
に
十
数
個
あ
る
）
を
利
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
除
々
に
各
家

に
も
井
戸
が
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
終
戦
直
後
ま
で
は
、
各
家
庭
の
井
戸

は
浅
い
た
め
、
水
が
枯
れ
た
り
す
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
湧
き
水
で

あ
る
共
同
井
戸
も
利
用
し
て
い
た
。
最
近
で
は
山
の
川
の
水
を
せ
き
止
め
て
集
落
に
水

道
を
引
い
て
給
水
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
古
く
か
ら
あ
る
井
戸
は
使
用
す
る
こ
と
な
く

放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

（９）
、（10）
は
ウ
レ
ー
フ
ァ
と
呼
ば
れ
、セ
メ
ン
ト
の
な
い
頃
は
丸
太
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ

た
り
石
を
く
り
ぬ
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

（９）
は
ピ
サ
ア
レ
ー
ウ
レ
ー
フ
ァ
（
足ピ

サ

洗
い

ウ
レ
ー
フ
ァ
）
と
呼
び
、
昔
は
屋
外
で
は
す
べ
て
素
足
で
あ
っ
た
の
で
、
屋
内
に
入
る

と
き
に
は
そ
の
容
器
の
水
で
足
を
洗
っ
て
入
る
。
た
い
て
い
ピ
サ
ア
レ
ー
ウ
レ
ー
フ
ァ

の
そ
ば
に
は
、ピ
サ
ヌ
グ
ヤ
ー（
足
ふ
き
）の
藁
縄
で
編
ま
れ
た
敷
物
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

（10）
は
ヤ
ム
ン
ア
レ
ー
ウ
レ
ー
フ
ァ
（
藷
洗
い
ウ
レ
ー
フ
ァ
）
と
呼
ば
れ
、
藷
や
大
根
、

人
参
等
を
入
れ
て
そ
の
容
器
の
中
に
人
が
入
り
足
で
踏
ん
で
洗
っ
た
り
、
Ｘ
字
型
に
結

ん
だ
棒
で
か
き
ま
わ
し
て
洗
っ
た
り
す
る
。

第
五
節　

間
取
り
に
つ
い
て

　

前
述

（Ｃ）
図
、
農
家
の
模
型
図
、

（Ｆ）
図
、
間
取
り
に
み
ら
れ
る
各
部
屋
の
呼
称
・
利
用

法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
ウ
フ
グ
イ
（
図
㈠
参
照
）

　

ウ
フ
グ
イ
（
語
意
は
不
明
、
ウ
フ
と
は
大

の
こ
と
）
と
は
別
名
一イ

チ
バ
ン
ザ

番
座
と
も
呼
ば
れ
、

他
の
部
屋
よ
り
上
部
屋
と
さ
れ
て
い
る
。
ウ

フ
グ
イ
の
部
屋
に
は
戦
前
ま
で
は
富
農
の
家

に
し
か
畳
は
敷
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
戦

後
は
一
般
の
農
家
に
も
敷
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
戦
後
は
タ
ー
チ
ヤ
ー

の
家
屋
は
な
く
な
り
一
棟
造
り
の
家
屋
に
な

り
、
部
屋
の
配
置
に
大
差
は
な
い
。

　

戦
前
ま
で
は
一
般
の
農
家
は
床
板
の
ま
ま

や
、
ビ
ン
グ
ム
ス
（
い
草
の
茎
で
編
ん
だ
敷
物
）、
ハ
マ
ム
ス
（
が
ま
製

）、
ア
ダ
ン

バ
ム
ス
（
あ
だ
ん
の
葉
製
の

）
が
敷
か
れ
て
い
た
。
集
会
や
来
客
の
あ
る
場
合
に
は

た
い
て
い
ウ
フ
グ
イ
が
利
用
さ
れ
る
。
結
婚
式
、
新
築
祝
、
葬
式
等
の
よ
う
に
多
数
の

客
が
あ
る
場
合
に
は
、
ウ
フ
グ
イ
と
ナ
ハ
ザ
ー
が
利
用
さ
れ
ウ
フ
グ
イ
に
は
男
達
が
座

し
、
ウ
イ
ザ
ー
（
上
座
）
と
さ
れ
、
ナ
ハ
ザ
ー
に
は
女
達
が
座
し
サ
ー
ザ
ー
（
下
座
）

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ウ
フ
グ
イ
は
戸
主
夫
婦
の
寝
室
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

図
㈠
に
よ
る
神
棚
は
一
ｍ
余
り
の
高
さ
に
造
ら
れ
て
お
り
、
千
手
観
音
や
ア
ジ
ガ
ミ

（
門
中
の
神
）
が
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
床
（
床
の
間
）
は
二
〇
㎝
程
の
高
さ
で
、
壁
に

は
福
禄
寿
、
松
竹
梅
、
鶴
亀
等
の
縁
起
物
と
し
て

の
飾
り
絵
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

二
、
ナ
ハ
ザ
ー
（
図
㈡
参
照
）

　

ナ
ハ
ザ
ー
（
中
座
の
意
味
）
は
別
名
二
番
座
と

呼
ば
れ
、
ウ
フ
グ
イ
に
対
し
て
下
座
と
な
る
。
隣

人
や
親
類
の
者
達
が
や
っ
て
く
る
と
そ
の
部
屋
で

雑
談
し
た
り
す
る
。
戸
主
夫
婦
以
外
の
男
達
や
子

供
達
の
寝
室
に
利
用
さ
れ
る
。
ナ
ハ
ザ
ー
は
昔
か

ら
現
在
ま
で
一
般
の
家
庭
で
は
畳
を
敷
い
て
い
る

の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
富
農
の
家
や
例
外
的
に
畳

引き戸

８畳床
の
間

神
棚

フ
ッ
ツ
ァ
ー
へ 開き戸

外
縁

戸
ぶ
く
ろ

（一）ウフグイ

引き戸
ナハザーへ

㈠ウフグイ

６畳

仏

　壇 開
き
戸

引
き
戸

戸
ぶ
く
ろ

ウ
フ
グ
イ
へ

ズ
ン
フ
ァ
タ
へ

×

㈡ナハザー
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を
敷
い
て
あ
る
家
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　

一
般
の
家
庭
で
は
来
客
の
あ
る
場
合
に

を
敷
く
の
み
で
、
平
日
は
板
間
の
ま
ま
で

あ
る
。
穀
物
の
収
穫
時
に
は
干
場
に
利
用
さ
れ
た
り
す
る
。
ナ
ハ
ザ
ー
に
は
図
に
み
ら

れ
る
ご
と
き
仏
壇
が
あ
り
、
一
ｍ
余
り
の
高
さ
で
、
三
段
に
な
っ
て
い
る
。

　

仏
壇
に
は
位イ

フ
ェ
ー牌

が
あ
り
、
そ
れ
に
は
三
代
程
の
直
系
祖
霊
と
現
戸
主
の
家
族
の
死
亡

者
の
名
が
記
さ
れ
た
木
札
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
木
札
は
年
忌
が
す
ぎ
る
と
取
り
は

ず
し
て
、
位
牌
の
裏
に
積
ん
だ
り
す
る
。
祖
霊
を
崇
め
て
あ
る
そ
の
位
牌
の
こ
と
を

元ガ
ン
ス祖

と
呼
ん
で
い
る
。

　

元ム
ト
ゥ
ヤ
ー家

は
、
分
家
の
移
転
や
後
継
者
の
絶
滅
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
元
祖
を
崇
め

る
者
が
な
く
な
る
家
が
あ
る
と
、
そ
の
元
祖
を
も
引
き
受
け
て
崇
め
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
他
家
の
位
牌
を
引
き
受
け
て
、
そ
の
祖
霊
を
崇
め
て
あ
る
元
祖
の
こ
と
を

ア
ジ
カ
イ
ガ
ン
ス
（
預
り
元
祖
）
と
い
っ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
の
戦
乱
と
戦
後
は
人

口
の
都
市
地
区
集
中
の
影
響
か
ら
、
集
落
で
は
元
祖
を
引
き
継
い
で
崇
め
て
い
く
習
慣

が
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
元
祖
は
た
い
て
い
そ
の
門
中
の
元
祖
に
預
け
ら
れ
、
元
家
は
二
、三
の

元
祖
を
預
っ
て
い
る
家
が
多
い
。
祖
霊
が
崇
め
ら
れ
て
い
る
仏
壇
全
体
を
さ
し
て
霊
前

と
い
い
、
普
通
図
㈡
に
記
入
さ
れ
た
Ｘ
字
の
所
に
て
祈
願
を
す
る
の
で
、
そ
の
場
所
を

ビ
ー
ジ
ョ
ー
ル
（
座
り
所
の
意
味
）
と
呼
ん
で
い
る
。

三
、
ズ
ン
フ
ァ
タ
（
図
（
三
）
参
照
）

　

ズ
ン
フ
ァ
タ
（
地
炉
端
の
意
味
）
は
そ
の
部
屋
に
地
炉
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば

れ
、
別
名
三
番
座
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ウ
フ
グ
イ
、
ナ
ハ
ザ
ー
に
比
べ
て
比
較
的
条

件
の
悪
い
部
屋
で
、
暗
く
風
通
し

も
悪
い
の
で
、
穀
物
や
漬
け
物
、

食
器
具
、
衣
服
等
を
保
管
し
た
り

す
る
。

　

毎
月
一チ

ー
タ
チ日
、
十
五
日
、
そ
の
他

冠
婚
葬
祭
、年
中
行
事
に
は
仏
壇
、

火
の
神
、
神
棚
等
を
祈
願
す
る
の

で
そ
の
よ
う
な
場
合
の
供
え
物
の

御
馳
走
は
た
い
て
い
ナ
ハ
ザ
ー
に

家
族
揃
っ
て
食
す
る
。
し
か
し
平
日
は
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
の
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ
（
食
事
す

る
座
の
意
味
）
で
行
い
、
特
に
冬
に
な
る
と
夕
食
な
ど
は
ズ
ン
フ
ァ
タ
に
て
地
炉
を
囲

み
な
が
ら
食
事
を
し
た
り
夜
な
べ
を
し
た
り
、
憩
い
の
場
所
で
も
あ
る
。
ズ
ン
フ
ァ
タ

の
地
炉
に
て
お
茶
用
の
お
湯
を
わ
か
し
た
り
、
簡
単
な
お
か
ず
を
こ
し
ら
え
た
り
す
る
。

　

冬
は
お
客
が
く
る
と
地
炉
の
所
に
招
い
て
、
暖
を
と
り
な
が
ら
雑
談
し
た
り
す
る
。

ま
た
そ
の
家
に
妊
婦
が
あ
る
場
合
に
は
フ
ッ
ツ
ァ
ー
に
こ
も
り
、
出
産
は
ズ
ン
フ
ァ
タ

の
地
炉
の
端
で
行
う
。
ズ
ン
フ
ァ
タ
で
は
お
湯
を
わ
か
し
た
り
す
る
の
に
便
利
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

出
産
の
時
に
は
ズ
ン
フ
ァ
タ
は
男
子
禁
足
で
、
妊
婦
の
夫
は
他
の
部
屋
で
待
た
ね
ば

な
ら
な
い
。
地
炉
の
周
囲
の
座
席
に
つ
い
て
の
慣
習
と
し
て
、
図
㈢

（イ）
の
場
所
に
は
戸

主
、
戸
主
の
祖
父
や
来
客
の
男
子
が
座
し
、

（ロ）
の
場
所
に
は
男
の
子
達
が
座
し
、

（ハ）
の

場
所
に
は
主
婦
や
家
族
の
女
達
が
座
し
、

（ニ）
の
場
所
に
は
来
客
の
婦
女
子
や
女
の
子
達

が
座
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
特
に

（ハ）
の
場
所
は
炊
事
と
か
配
膳
に
便
利
で
あ
る
た
め
、

主
婦
の
座
席
と
な
っ
て
い
る
。

　

図
㈢

（Ａ）
は
仏
壇
の
あ
る
場
所
に
あ
た
り
、
仏
壇
の
下
を
水
屋
や
漬
物

を
置
い
た
り

す
る
の
に
利
用
さ
れ
る
。
日
常
使
う
食
器
具
類
や
調
味
料
類
（
味
噌
や
塩
）
は
ト
ゥ
ン

グ
ヮ
ー
に
置
か
れ
て
あ
る
が
、
冠
婚
葬
祭
用
や
年
中
行
事
用
の
も
の
は
別
に
保
存
し
て

お
く
。

　

（Ｂ）
、

（Ｃ）
、

（Ｄ）
は
押
し
入
れ
。

（Ｃ）
は
水
屋
と
し
て
利
用
す
る
場
合
が
多
く
、
お
菓
子
類
、

調
味
料
、
そ
の
他
食
器
具
を
保
管
す
る
。
棚
は
竹
で
作
ら
れ
て
あ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

そ
の
上
に
食
器
具
を
ふ
せ
て
お
く
。
地
炉
に
は
図
に
見
ら
れ
る
ご
と
き
ガ
フ
（
語
意
不

戸
き
引

(C)

スッチャーへ

（ ） ファタ

(A)

(B)(D)

(ロ)

(イ)

(ハ)

(ニ)

トゥングヮーへ
㈢ズンファタ

図

ス
ス
よ
け
の
竹

天
井
に
ひ
も
吊
る
す

棒

チ
チ
ガ
フ

竹
筒

地炉
ガフ図
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明
）
が
天
井
よ
り
つ
る
さ
れ
て
い
る
。
ガ

フ
の
や
か
ん
や
ナ
ベ
を
か
け
る
部
分
は
特

に
チ
チ
ガ
フ
と
呼
ば
れ
、
竹
筒
で
上
下
で

き
る
よ
う
に
細
工
さ
れ
て
い
る
。

四
、
フ
ッ
ツ
ァ
ー
（
図
㈣
参
照
）

　

フ
ッ
ツ
ァ
ー
（
語
意
不
明
）
と
は
、
本

島
各
地
で
は
ク
チ
ャ
と
か
ク
チ
ャ
グ
ヮ
と

か
呼
ば
れ
、
昔
の
家
屋
全
体
が
現
在
の
家

屋
よ
り
屋
根
が
低
く
、
換
気
も
悪
く
ま
た

そ
の
部
屋
は
特
に
他
の
部
屋
よ
り
条
件
の
悪
い
部
屋
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
衣
類
、
穀

類
、
酒

、
さ
と
う

、
果
物
、
そ
の
他
雑
多
な
物
を
置
く
部
屋
に
利
用
さ
れ
る
。
寝

室
と
し
て
は
利
用
し
な
い
家
庭
も
あ
る
が
、
年
寄
り
や
女
子
の
寝
室
と
し
て
利
用
す
る

場
合
も
あ
る
。

　

図
㈣

（Ｊ）
は
ウ
フ
グ
イ
に
あ
る
床
の
間
で
あ
り
、

（Ｋ）
は
神
棚
で
あ
る
。

（Ｅ）
は
ヘ
ー
（
衣

類
入
れ
木
箱
）
と
い
い
、
貧
富
の
程
度
に
よ
り
そ
の
数
も
異
な
っ
て
く
る
。

　

（Ｆ）
は
天
井
よ
り
つ
る
し
た
竹
竿
で
、
そ
れ
に
衣
類
を
か
け
る
。

（Ｇ）
は
ス
ベ
ー
ル
（
小

便
所
の
意
味
）
と
呼
ば
れ
、
七
、八
〇
年
前
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
あ
っ
た
が
戦

後
だ
ん
だ
ん
な
く
な
り
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。
ス
ベ
ー
ル
の
場
所

の
床
板
は
取
り
は
ず
し
が
出
来
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
て
、
床
板
一
枚
程
の
間
隔
に
は
竹

が
敷
か
れ
て
お
り
、
そ
の
下
の
床
下
の
地
面
に
は
砂
を
入
れ
て
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
出

し
て
肥
料
に
し
た
り
す
る
。
寒
い
冬
の
場
合
や
雨
の
日
、
夜
な
ど
に
は
屋
外
で
小
便
を

す
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
る
た
め
、
屋
内
に
ス
ベ
ー 

ル
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

（Ｈ）
は
酒サ

キ
ガ
ミ

、
さサ

ッ

タ

ハ

ミ

と
う

な
ど
の

類
を
置
く
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
る
家
庭
が
多

い
。

（Ｉ）
は
高
窓
か
引
き
戸
で
あ
る
。

（Ｌ）
は
押
し
入
れ
で
あ
る
。

　

婦
女
子
が
妊
娠
す
る
と
フ
ッ
ツ
ァ
ー
へ
こ
も
り
、
外
出
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
既
婚
者
の
婦
人
で
、
長
い
期
間
会
わ
な
か
っ
た
者
が
あ
る
と
、「
イ
ャ
ー

ヤ
フ
ッ
ツ
ァ
ー
グ
マ
イ
ル
シ
ー
（
貴
女
は
フ
ッ
ツ
ァ
ー
ご
も
り
な
さ
っ
た
の
か
）」
と
、

あ
い
さ
つ
代
わ
り
に
言
わ
れ
た
り
す
る
。
ま
た
フ
ッ
ツ
ァ
ー
は
年
頃
の
女
性
が
よ
く
寝

泊
り
す
る
場
所
と
し
て
利
用
す
る
の
で
、
年
頃
の
男
子
が
夜
這
い
に
や
っ
て
き
た
り
す

る
。
ま
た
若
い
男
女
が
夜
、
逢
い
引
き
す
る
場
所
と
し
た
り
も
す
る
。

五
、
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
（ 

図
㈤
参
照
）

　

ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
（
殿
小
、
大
き
な
家
の
こ
と

を
殿
と
呼
ぶ
）
に
は
図
㈤
の
よ
う
に
部
屋
が

ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
フ
ッ
ツ
ァ
ー
と
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー

マ
（
食
事
す
る
座
の
意
味
）、
フ
ク
チ
チ
（
別

名
シ
ム
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
あ
る
。
ト
ゥ
ン

グ
ヮ
ー
フ
ッ
ツ
ァ
ー
は
家
族
の
人
数
が
多
い
場

合
な
ど
は
年
寄
り
の
部
屋
と
し
た
り
、
下
男
、

下
女
の
い
る
富
農
で
は
彼
等
の
部
屋
に
し
た
り

す
る
。

　

普
通
の
場
合
に
は
調
味
料
入
れ

を
保
管
し
た
り
、
穀
物
を
保
存
し
た
り
す
る
物
置

き
と
し
て
利
用
す
る
家
庭
が
多
い
。
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ
（
ま
た
は
ム
ヌ
カ
ミ
ド
ゥ
ク
ル
）

は
家
族
が
平
日
食
事
を
す
る
部
屋
で
あ
る
。

　

富
農
の
家
で
は
戸
主
や
男
達
は
ナ
ハ
ザ
ー
な
ど
で
食
事
を
と
り
、
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ

で
は
婦
女
子
や
下
男
、
下
女
達
が
ナ
ガ
ゾ
ー
キ
（
長
い
竹
か
ご
）
に
ふ
か
し
た
藷
を
入

れ
、
そ
れ
を
囲
ん
で
食
ベ
る
場
合
が
多
い
。
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ
の
部
屋
に
あ
る
地
炉
で

は
湯
を
わ
か
し
た
り
、
簡
単
な
お
か
ず
や
お
つ
ゆ
を
こ
し
ら
え
た
り
す
る
の
に
使
用
す

る
。
ム
ン
カ
ミ
ゾ
ー
マ
は
た
い
て
い
の
家
が
竹
敷
き
か
板
敷
き
の
床
で
あ
る
。

　

フ
ク
チ
チ
（
語
意
不
明
）
は
別
名
シ
ム
、
ま
た
は
ジ
ー
ト
ゥ
ン
グ
ヮ
ー
と
も
呼
ば
れ

土
間
と
な
っ
て
い
る
。 

土
間
は
赤
土
で
塗
り
固
め
て
あ
り
、
埃
や
よ
ご
れ
が
出
な
い
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
。
フ
ク
チ
チ
に
は

ハ
マ

が
あ
り
、
炊
事
用
と
豚
の
飼
料
用
の
煮
炊
に
用

い
ら
れ
る
。
大
小
三
〜
四
個
の
か
ま
ど
が
普
通
で
あ
る
。

　

七
、八
〇
年
前
頃
、十
数
軒
の
富
農
の
家
で
は
フ
セ
キ（
酒
醸
造
器
）を
所
有
し
て
お
り
、

酒
は
フ
セ
キ
を
酒
ガ
マ
に
か
け
て
自
家
製
造
し
て
い
た
。
か
ま
ど
は
戦
前
ま
で
は
石
三
個
ず

つ
置
い
て
造
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
後
に
な
り
赤
土
で
ぬ
り
固
め
て
図
の
よ
う
に
造
り
、
最
近

の
家
庭
で
は
以
前
か
ら
の
か
ま
ど
と
コ
ン
ロ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）
を
併
用
し

て
い
る
。

　

以
前
か
ら
の
か
ま
ど
は
主
に
豚
の
飼
料
を
煮
炊
き
す
る
の
に
利
用
し
て
い
る
。
か
ま
ど
の

壁
は
、
茅
葺
き
屋
根
造
り
の
時
代
に
は
茅
で
編
ま
れ
た
壁
に
粘
土
を
塗
り
固
め
て
火
災
防
止

と
し
た
り
、
石
を
積
ん
だ
り
し
て
い
た
。
地
炉
に
は
ガ
フ
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ウ
フ
グ
イ
へ

（G)
（F）

（I） （K）

（J）（Ｅ）

（I）

（Ｈ）

（Ｌ）

ズンファタへ
㈣フッチャー

フ
セ
キ フ

ク
チ
チ

（
ま
た
は
シ
ム
）高

窓

ム
ン
カ
ミ
ザ
ー

幸昭

引
き
戸地炉

トゥングヮーフッツァー

ハマ

㈤トゥングヮー
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六
、
フ
ル
（
豚
小
屋
兼
大
便
所
）

　

フ
ル
は
五
、六
〇
年
前
頃
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
地
面
に
穴
を
掘
り
簡
単
な

茅
葺
き
屋
根
を
つ
く
り
豚
を
飼
育
し
て
い
た
。
溝イ

ン
ズ
、
上ウ

イ

、
石イ

シ
ブ保
、
嵩タ

ヒ
ニ
ー根
、
仲ナ

ー
カ
、
上ウ

イ
ニ
ー根
等

各
屋
号
の
よ
う
な
富
農
の
家
で
は
図
㈥
の
よ
う
な
石
ブ
ル
（
石
で
造
ら
れ
た
フ
ル
）
で

あ
っ
た
。

　

石
ブ
ル
は
小
屋
全
体
が
石
で
造
ら
れ
て
い
る
た
め
、
堅
固
で
半
永
久
的
な
畜
舎
で
あ

る
。
石
ブ
ル
の
石
は
海
岸
に
あ
る
土
砂
の
固
ま
っ
た
平
ら
な
層
を
な
し
て
い
る
石
（
編

注
：
板
干
瀬
）を
切
り
取
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
に
な
る
と
セ
メ
ン
ト
造
り
に
て
、

以
前
の
石
ブ
ル
の
よ
う
な
豚
小
屋
が
ほ
と
ん
ど
の
農
家
に
普
及
し
た
。
フ
ル
は
戦
後
し

ば
ら
く
の
間
ま
で
、
豚
小
屋
兼
大
便
所
と
し
て
の
用
途
が
あ
っ
た
が
、
衛
生
上
良
く
な

い
も
の
と
さ
れ
、
別
に
便
所
を
建
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

図
㈥
①
は
堆タ

イ
ヒ
シ
ャ

肥
舎
と
呼
び
、
豚
小
屋
の
中
の
汚
物
と
木
の
葉
や
藁
を
混
ぜ
て
肥
料
と

し
て
積
ん
で
置
く
た
め
に
囲
っ
て
あ
る
。
②
は
豚
小
屋
の
汚
物
を
引
き
出
し
、
肥
料
を

混
ぜ
合
わ
せ
た
り
す
る
場
所
で
あ
る
。
③
は
ビ
ー
ゾ
ー
マ
（
座
り
所
）
と
呼
び
、
大
便

す
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
下
の
穴
は
豚
小
屋
に
通
じ
て
お
り
、
人
が
そ
こ
で
用
足
し
を

す
る
と
、
豚
が
鼻
を
つ
き
出
し
て
き
て
人
糞
を
飼
料
と
し
て
い
た
。
④
は
雨
も
り
を
防

ぐ
た
め
の
一
枚
の
平
ら
な
石
で
あ
る
。
⑤
は
ウ
ヮ
ー
ム
ン
ク
ヮ
ー
シ
ウ
レ
ー
フ
ァ
（
豚

の
飼
料
を
食
ベ
さ
せ
る
器
の
意
味
）
と
い
い
、
丸
太
を
く
り
ぬ
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
六
節　

建
築
儀
礼

　

家
の
新
築
の
場
合
に
行
わ
れ
る
御
願
立
て
の
こ
と

を
家ヤ

ー
フ
キ
ウ
ガ
ン

葺
き
御
願
と
い
う
。
御
願
立
て
は
大
工
達
に
よ

る
も
の
と
ノ
ロ
達
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

◎
ノ
ロ
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
建
築
儀
礼

　

隣
集
落
の
謝
名
城
と
喜
如
嘉
に
お
い
て
は
同
様
な

祈
願
形
式
で
行
わ
れ
る
と
言
わ
れ
、
詳
し
い
祈
願
方

法
を
受
け
継
い
で
き
て
い
る
謝
名
城
根
神
の
大
城
茂

子
の
伝
承
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。

　

戦
前
ま
で
は
謝
名
城
集
落
に
は
ノ
ロ
、
脇
ノ
ロ
、

根
神
、
ヤ
ジ
ク
神
（
編
注
：
重
要
な
役
目
の
神
々
）
数
名
の
ウ
ン
ガ
ミ
祭
に
参
加
す
る

主
要
な
ノ
ロ
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
戦
前
ま
で
は
各
ノ
ロ
達
は
ほ
と
ん
ど
集
落

に
在
住
し
て
い
た
が
、
戦
後
に
な
り
人
口
が
都
市
地
区
へ
移
動
し
た
た
め
、
集
落
に
在

住
す
る
ノ
ロ
達
の
数
も
減
少
し
、
ノ
ロ
、
脇
ノ
ロ
も
例
に
も
れ
ず
都
市
地
区
へ
住
ま
っ

て
い
る
た
め
、
ウ
ン
ガ
ミ
祭
の
場
合
に
の
み
集
落
に
帰
っ
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
行
事
、
御
願
立
て
の
場
合
、
ノ
ロ
、
脇
ノ
ロ
、
根
神
が
中
心
と
な
っ
て
行

う
が
、
御
願
立
て
の
場
合
、
根
神
は
ト
ー
ト
ウ
ガ
ミ
（
祈
願
神
）
と
い
わ
れ
、
も
っ
ぱ

ら
祈
願
を
行
い
、
ノ
ロ
、
脇
ノ
ロ
は
参
列
す
る
だ
け
の
場
合
が
多
い
。

　

現
在
謝
名
城
集
落
で
は
根
神
と
数
名
の
ヤ
ジ
ク
神
が
在
住
し
て
い
る
。
喜
如
嘉
集
落

で
は
二
名
の
根
神
が
現
在
集
落
に
健
在
で
あ
り
、
そ
の
根
神
達
に
よ
っ
て
各
行
事
、
御

願
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
、
ウ
シ
ン
ト
ゥ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
（
丑
の
刻
の
御
願
）

　

ウ
シ
ン
ト
ゥ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
と
は
夜
ふ
け
の
丑
の
刻
に
秘
か
に
行
わ
れ
る
祈
願
で
あ

る
。
戦
前
ま
で
は
丑
の
刻
に
や
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
簡
素
化
さ
れ
て
現
在
で
は
夕
方

日
が
暮
れ
る
と
す
ぐ
行
な
っ
て
い
る
。

　

家
を
新
築
す
る
場
合
、
ま
ず
初
め
に
屋
敷
の
整
地
か
ら
行
う
。
そ
れ
か
ら
大
工
達
に

よ
っ
て
柱
が
組
み
立
て
ら
れ
、
家
屋
の
骨
組
み
と
も
な
る
柱
が
組
み
終
わ
る
と
、
ノ
ロ

達
に
よ
っ
て
ウ
シ
ン
ト
ゥ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
が
行
わ
れ
る
。

　

御
願
立
て
は
山
の
神
、
海
の
神
、
里
の
神
、
そ
の
他
の
神
々
を
招
い
て
、
神
々
の
許 住居風景

３尺

１ ４

２

５

３

９
尺

（六）石ブル

フール跡（饒波）
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可
を
得
、そ
し
て
新
築
す
る
家
の
発
展
の
た
め
、神
々
の
加
護
を
乞
い
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

ウ
シ
ン
ト
ゥ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
の
場
合
に
は
男
子
禁
足
で
あ
る
。
妊
婦
も
腹
の
中
に
男
の

子
を
宿
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
男
子
同
様
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
供
え

物
の
御
馳
走
も
男
子
は
口
に
し
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
、
食
ベ
る
と
短
命
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

○
お
招
き
す
る
神
々

　

上ウ
イ
グ
ス
ク城

の
神
、
ヌ
ン
ド
ン
チ
（
ノ
ロ
殿
内
の
こ
と
）
の
神
、
黄
金
マ
ク
の
神
（
喜
如
嘉

集
落
を
司
る
神
、
神
言
葉
で
喜
如
嘉
の
地
名
の
こ
と
を
黄
金
マ
ク
と
呼
ぶ
）、
ユ
ナ
ハ

マ
ク
の
神
（
城

グ
シ
ク

集
落
を
司
る
神
）、
ユ
ダ
ン
ヌ
マ
ク
の
神
（
一
名
代
集
落
を
司
る
神
）、

ニ
ガ
ン
ニ
ー
ズ
の
神
（
根
神
が
祀
っ
て
あ
る
神
）、
ハ
ニ
ハ
ン
ジ
ャ
ー
の
神
（
鍛
冶
屋

の
神
）、
謝
名
城
、
喜
如
嘉
、
大
宜
味
、
饒
波
な
ど
、
各
集
落
の
川
や
泉
の
神
々
、
杣

山
の
神
（
山
の
神
の
こ
と
で
、
集
落
の
山
奥
に
あ
り
、
神
言
葉
で
ス
マ
山
と
呼
ぶ
）、

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
（
海
の
神
）、
ウ
ガ
ン
ニ
ー
ズ
の
神
（
脇ワ

キ
ヂ
カ
サ司
の
祀
っ
て
あ
る
神
）、

砂シ
ナ
バ場
の
神
、
先
祖
の
神
（
サ
バ
ン
崎
と
い
う
海
岸
の
地
名
に
あ
る
墓
に
崇
め
ら
れ
て
い

る
先シ

ン
ズ祖

の
神
）、
そ
の
他
諸
々
の
神
々
を
お
招
き
す
る
。
以
上
の
神
々
に
よ
っ
て
イ
ン

カ
バ
ン
（
印
判
）
を
押
し
て
貰
い
、
新
築
の
許
可
を
得
る
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

○ 

祈
願
文
句
（
呪
文
）

　

○
○
（
各
集
落
の
神
言
葉
に
よ
る
呼
び
名
。
マ
ク
名
）
マ
ク
ヌ
、
○
○
（
十
二
支
に

よ
る
生
ま
れ
年
）
リ
ー
ウ
ト
ゥ
シ
ガ
、
ク
ゥ
ト
ゥ
シ
ヤ
、
ヤ
ー
ン
ア
タ
ヤ
ビ
テ
ィ
、
ク

ガ
ニ
バ
ヤ
ウ
イ
タ
テ
ィ
テ
ィ
、
ナ
ン
ザ
ギ
タ
ワ
タ
チ
、
ア
ッ
チ
ャ
ー
ガ
ヒ
ー
ヤ
、
ヤ
ー

フ
キ
タ
テ
ィ
ヤ
ビ
ー
ン
リ
チ
ド
ゥ
、
ウ
シ
ン
ト
ゥ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
、
ウ
サ
ギ
ヤ
ビ
ー
ク

ト
ゥ
、
ウ
カ
ミ
ガ
ナ
シ
ヌ
メ
ー
、
ハ
イ
ス
ル
イ
ミ
ソ
ー
チ
ィ
、
ウ
タ
ビ
ミ
ソ
ー
リ

　
〔
大
意
〕

　

○
○
マ
ク
の
○
○
生
ま
れ
年
の
者
（
戸
主
）
が
、
今
年
は
家
を
新
築
す
る
こ
と
に

な
り
、
黄
金
の
よ
う
な
柱
を
た
て
て
、
銀
の
よ
う
な
桁
を
通
し
て
あ
り
ま
す
。
明
日

は
い
よ
い
よ
屋
根
を
葺
き
ま
す
の
で
、
丑
の
刻
の
御
願
立
て
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。

神
々
（
御ウ

カ
ミ
ガ
ナ
シ
ヌ
メ
ー

神
加
那
志
ヌ
前
（
神
の
美
称
）
は
皆
お
揃
い
に
な
り
ま
し
て
、
印
判
を
下

さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

〔
注
〕　

戦
前
ま
で
は
線
香
が
「
ナ
ナ
ト
ゥ
ブ
シ
チ
ャ
ー
リ
ル
マ
デ
ィ
ン
」
と
い
っ
て
、
線
香

を
七
回
焚
く
ま
で
も
長
い
祈
願
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
一
つ
の
線
香
が
消
え

る
頃
ま
で
で
あ
る
。

○
供
え
物

　

ハ
チ
ザ
カ
ナ
（
鉢
肴
）
三
枚
、茶
碗
酒
三
個
、チ
ブ
酒
（
小
さ
な
盃
）
三
個
、花
米
九
合
、

そ
の
他
昆
布
、
豆
腐
、
テ
ン
プ
ラ
等
の
御
馳
走
で
あ
る
。

○
ウ
ー
ク
ン
ザ
ク
（
お
送
り
の
儀
式
）

　

招
い
た
神
々
を
お
送
り
す
る
と
き
、
神
酒
、
花
米
、
ハ
チ
ザ
カ
ナ
で
盃
を
交
わ
し
、

お
別
れ
を
す
る
。

二
、
ハ
ヤ
バ
ナ
ヌ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
（
茅ハ

ヤ
バ
ナ
ヌ

花
抜
き
の
御
願
）

　

ハ
ヤ
バ
ナ
ヌ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
は
ウ
シ
ン
ト
ゥ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
の
翌
日
、
屋
根
を
葺
き
終
え

て
か
ら
行
わ
れ
る
。
ハ
ヤ
バ
ナ
ヌ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
は
家
の
建
築
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を

神
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
家
内
繁
盛
も
あ
わ
せ
て
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
ヤ
バ

ナ
ヌ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
の
場
合
に
は
男
子
も
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
戦
前
ま
で
の
一
般

農
家
の
茅
葺
き
屋
根
は
現
在
の
家
屋
と
比
べ
て
粗
末
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
日
数
が

か
か
ら
ず
、
柱
を
組
み
終
え
て
翌
日
に
は
屋
根
を
葺
き
終
る
。

○
祈
願
文
句
（
呪
文
）

　

今チ
ュ
ー日

ヌ
良ユ

カ
ル
日
ー
勝マ

サ

ル
日
ー
ニ
、
○
○
マ
ク
ヌ
、
○
○
ヤ
ー
（
屋
号
）
ヌ
産ナ

シ
立

テ
ィ
、
○
○
（
十
二
支
の
生
ま
れ
年
）
リ
ー
男ウ

ヒ
ガ

、
家ヤ

ー
当ア

タ
ヤ
ビ
テ
ィ
ス
マ
山
ン
ク
マ

カ
キ
テ
ィ
、
木ヒ

ン
掘フ

イ
ム
ン
サ
ビ
テ
ィ
ー
、
御ウ

テ
ィ
ン
キ

天
気
ン
御ウ

タ
シ助

キ
ミ
ソ
ー
チ
、
ス
シ
ン
カ

ヌ
手テ

ィ

足ピ
サ

強ジ
ュ
ーク
、
何ナ

ヌ
イ
事グ

ト
ゥ

ン
、
ア
ラ
シ
ミ
ソ
ー
ラ
シ
、
立
派
ニ
ク
ラ
家ヤ

ー
ン
、
葺
キ
立

テ
ィ
、
茅ハ

ヤ
バ
ナ
ヌ

花
抜
キ
ヌ
御ウ

ガ
ン願
立
テ
ィ
ヤ
ビ
ラ
バ
、
ウ
ヌ
家キ

ネ
ー
ム
ト
ゥ

内
元
ニ
ヤ
、
ヌ
ー
不
足
ン
ア
ラ

シ
ミ
ソ
ー
ラ
ン
グ
ト
ゥ
、
ク
ラ
家ヤ

ー
ン
ト
ゥ
建
テ
ィ
タ
ル
、
子

ク
ヮ
ー
マ
ー
ガ
孫
、
立リ

ッ
シ
ン身
、
栄サ

カ

イ
、
シ

ミ
ラ
シ
ミ
ソ
ー
チ
、
健
康
御ウ

タ
シ助
キ
ミ
ソ
ー
チ
、
チ
ャ
ー
ウ
ッ
サ
、
福
ン
ト
ゥ
ラ
チ
、
ウ

タ
ビ
ミ
ソ
ー
リ
、
ウ
ー
ト
ー
ト
ゥ
（
最
後
に
お
じ
ぎ
を
す
る
）。

　
〔
大
意
〕

　

今
日
の
良
か
る
日
、勝
る
日
に
、○
○
マ
ク
の
○
○
家
（
屋
号
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
、

○
○
生
れ
年
の
男
（
戸
主
）
が
、
家
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
杣
山
に
お
住
い
に

な
る
山
の
神
の
お
恵
み
に
よ
り
、
木
や
竹
を
さ
ず
か
り
、
天
気
も
良
く
し
て
下
さ
い

ま
し
て
、
こ
の
家
の
家
族
の
者
や
大
工
、
そ
の
他
建
築
に
参
加
し
た
人
々
の
怪
我
人

も
な
く
、
無
事
、
立
派
な
美
し
い
茅
葺
家
を
建
て
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
、
茅ハ

ヤ
バ
ナ花

抜

き
の
お
願
致
し
ま
す
の
で
、
こ
の
家キ

ネ
ー内

に
何
の
不
足
も
あ
ら
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
そ
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し
て
子
孫
繁
盛
と
家
族
の
者
の
健
康
を
下
さ
い
ま
し
て
、
い
つ
も
喜
び
に
満
ち
あ
ふ

れ
、
幸
福
に
な
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

祈
願
が
済
む
と
ノ
ロ
達
は
屋
外
の
厄
払
い
を
花
米
に
よ
っ
て
行
い
、
最
後
に
ノ
ロ

達
と
新
築
し
た
家
の
者
と
の
盃
が
交
わ
さ
れ
る
。 

そ
の
こ
と
を
ウ
ト
ゥ
イ
ケ
ー
（
お

取
り
か
わ
し
の
意
）
と
い
う
。

三
、
ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
（
家
葺
き
祝
）

　

ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
は
新
築
祝
い
の
こ
と
で
、
ハ
ヤ
バ
ナ
ヌ
キ
の
祈
願
が
済
ん
で
夕

方
頃
行
わ
れ
る
。
ノ
ロ
達
や
大
工
達
、
そ
の
他
隣
近
所
、
親
類
の
者
達
多
数
集
ま
っ
て

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
の
項
参
照
） 

１
．
大セ

ー
ク工
（
細セ

ー
ク工
）
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
建
築
儀
礼

㈠
ヂ
ー
チ
ヌ
ウ
ガ
ン
（
地
の
御
願
）

　

ヂ
ー
チ
ヌ
ウ
ガ
ン
と
は
別
名
チ
チ
ビ
キ
ヌ
ウ
ガ
ン
（
土
引
き
御
願
）
と
も
呼
ば
れ
、

地
鎮
祭
の
こ
と
で
あ
る
。
屋
敷
の
地
な
ら
し
を
す
る
前
に
は
必
ず
大
工
や
戸
主
に
よ
っ

て
、
建
築
工
事
が
無
事
終
了
し
ま
す
よ
う
に
と
の
神
へ
の
御
願
立
て
が
な
さ
れ
る
。
屋

敷
と
な
る
四ユ

シ
ン隅

と
ナ
カ
ジ
ン
（
屋
敷
の
中
央
部
）
に
そ
れ
ぞ
れ
塩
を
ひ
と
つ
ま
み
ず
つ

置
き
、
線
香
を
焚
い
て
、
大テ

ィ

ム

ト

ウ

工
の
頭
に
よ
っ
て
御
願
立
て
が
な
さ
れ
る
。
供
え
物
は
神

酒
や
花
米
で
あ
る
。

㈡
テ
ィ
ン
ダ
テ
ィ
ヌ
ウ
ガ
ン
（
手

入
れ
の
御
願
）

　

テ
ィ
ン
ダ
テ
ィ
ヌ
ウ
ガ
ン
と
は
建
築
を
始
め
る
場
合
に
行
う
御
願
立
て
で
あ
る
。
山

か
ら
伐
採
し
て
き
た
木
の
一
つ
に
、
大
工
の
棟
梁
が
手

で
三
回
削
り
建
築
始
め
の
儀

式
と
し
、立
派
な
家
が
出
来
ま
す
よ
う
に
と
祈
願
す
る
。
供
え
物
は
墨
、筆
、扇
、白
紙（
神

へ
献
上
す
る
お
金
の
意
味
）
と
酒
、肴
、花
米
を
そ
れ
ぞ
れ
お
膳
に
載
せ
て
神
へ
供
え
る
。

㈢
タ
テ
ィ
ユ
ー
エ
ー
（
建
て
祝
）

　

柱
を
組
み
は
じ
め
る
時
、大
工
の
頭
と
戸
主
が
御
願
立
て
を
す
る（
詳
細
は
調
査
不
足
）。

㈣
ミ
マ
ー
ル
ユ
ー
エ
ー
（
三
廻
り
祝
）

　

屋
敷
を
三
回
廻
る
儀
式
が
あ
る
（
詳
細
は
調
査
不
足
）。

㈤
棟
上
げ
祝
い
（
ヌ
ニ
ア
ギ
ユ
エ
ー
）

　

棟
上
げ
祝
い
と
は
、
棟
柱
ま
で
柱
を
組
み
終
え
る
と
、
大
工
達
は
棟
木
（
ム
ナ
ギ
）

に
集
ま
り
、
家
屋
が
丈
夫
で
長
持
し
、
火
災
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
の
祈
願
と
完
成
の

祝
い
を
す
る
。
祈
願
を
す
る
場
合
に
は
棟
木
に
「
紫シ

ビ

ラ

ン

カ

鸞
駕
」
の
文
字
を
記
し
た
板
を

打
ち
つ
け
、
三
包
み
の
紙
に
包
ん
だ
塩
を
下
げ
る
。「
紫

鸞
駕
」
は
水
の
精
だ
と
い

わ
れ
、
火
事
を
防
ぐ
霊
力
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
塩
は
諸
々
の
厄
払
い
の
力
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
。
大
工
達
は
家
の
者
か
ら
出
さ
れ
た
御
馳
走
を
、
棟
木
に

集
ま
っ
て
食
べ
、
お
祝
い
す
る
。

㈥
ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
（
家
葺
き
祝
い
）

　

大
工
達
は
ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
の
場
合
特
別
な
儀
礼
は
な
く
、
お
祝
い
に
招
か
れ
る

だ
け
で
あ
る
（
ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
の
項
参
照
）。

２
．
ヤ
ー
フ
カ
ー
（
屋
根
葺
き
師
）
達
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
建
築
儀
礼

①
ナ
カ
ユ
ー
エ
ー
（
中
祝
い
）

　

茅
葺
き
屋
根
を
葺
く
場
合
に
は
集
落
民
の
協
力
の
も
と
に
、
ヤ
ー
フ
カ
ー
達
は
山
原

竹
（
竹
の
名
称
）
を
、
束
に
し
た
も
の
を
積
ん
だ
茅
の
上
に
支
え
と
し
て
廻
ら
し
て
ゆ

き
、
そ
れ
を
細
長
い
棒
や
竹
の
針
で
屋
根
の
下
か
ら
通
さ
れ
て
き
た
縄
で
し
め
つ
け
て

ゆ
く
。
屋
根
を
し
め
る
の
は
軒
の
方
か
ら
頂
上
の
方
に
向
け
て
順
に
行
う
。
そ
の
よ
う

に
山
原
竹
を
右
廻
り
に
屋
根
を
三
巻
き
す
る
と
、
ナ
ハ
ユ
ー
エ
ー 

と
い
っ
て
中
休
み
の

意
味
の
祝
い
を
す
る
。
屋
根
を
し
め
る
の
は
全
部
で
七
巻
き
で
あ
る
。
ヤ
ー
フ
カ
ー
達

は
家
の
者
か
ら
出
さ
れ
る
御
馳
走
を
食
べ
て
休
憩
す
る
。
ナ
ハ
ユ
ー
エ
ー
が
終
え
る
と

残
り
の
三
巻
を
行
う
。

②
イ
ッ
カ
ヌ
ユ
ー
エ
ー

　

イ
ッ
カ
と
は
茅
葺
き
屋
根
の
頂
上
の
部
分
で
あ
る
。
茅
葺
き
屋
根
の
頂
上
で
あ
る

イ
ッ
カ
の
部
分
を
葺
き
終
わ
る
と
ヤ
ー
フ
カ
ー
達
の
仕
事
は
終
了
し
、
そ
の
祝
い
と
し

て
行
わ
れ
る
の
が
イ
ッ
カ
ヌ
ユ
ー
エ
ー
で
あ
る
。
戸
主
か
ら
は
ウ
ッ
タ
イ
ノ
ー
シ
（
疲

れ
直
し
の
こ
と
）
の
意
味
で
ヤ
ー
フ
カ
ー
達
に
御
馳
走
が
出
さ
れ
る
。

３
．
ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
（
家
葺
き
祝
い
）

　

ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
と
は
イ
ッ
カ
ヌ
ユ
ー
エ
ー
も
終
え
、
建
築
工
事
が
す
ベ
て
終
了

し
た
日
の
夕
方
頃
に
行
わ
れ
る
。
戸
主
は
じ
め
家
族
の
者
達
は
重
箱
に
御
馳
走
を
詰
め
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て
、ヌ
ン
ド
ン
チ
（
ノ
ロ
殿
内
）
と
ニ
ガ
ン
ニ
ー
ズ
（
根
神
の
崇
め
て
い
る
神
）
に
ゆ
き
、

無
事
建
築
工
事
が
終
了
し
た
報
告
と
神
へ
の
感
謝
の
祈
願
を
す
る
。

　

ヤ
ー
フ
キ
ユ
ー
エ
ー
に
は
建
築
に
参
加
し
た
大
工
、
ヤ
ー
フ
カ
ー
、
集
落
民
や
祈
願

を
し
た
ノ
ロ
達
、
親
類
縁
者
多
数
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
。
ノ
ロ
達
は
新
築
の
家
の
ハ
チ

グ
チ
（
家
の
正
面
） 

に
て
家
内
繁
盛
の
祈
願
を
し
、
新
し
い
家
に
招
か
れ
た
人
達
の
座

し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
花フ

ァ
ナ
グ
ミ米

（
米
の
美
称
）
を
撒
く
。
花
米
は
縁
起
か
つ
ぎ
で
あ
り
、
豊

作
と
家
内
繁
盛
を
意
味
す
る
。

第
七
章
　
衣

第
一
節　

衣
生
活
に
つ
い
て

　

喜
如
嘉
集
落
で
は
沖
縄
各
地
と
同
様
、
古
く
か
ら
着
物
が
着
用
さ
れ
て
き
た
。
大
正

期
の
頃
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
達
が
着
物
を
着
け
て
い
た
が
、
昭
和
期
に
入
り
、
段
々

洋
服
に
な
り
、
近
日
で
は
老
人
以
外
は
す
べ
て
洋
服
を
つ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
多
く

の
人
達
が
着
物
を
着
け
て
い
た
頃
の
衣
生
活
に
つ
い
て
招
介
し
て
み
よ
う
。

　

以
前
に
お
い
て
は
男
女
と
も
夏
は
バ
サ
ー
ギ
ン
（
芭
蕉
の
着
物
）
を
着
け
、冬
は
デ
ィ

ン
グ
ヮ
ー
（
木
綿
製
の
着
物
）
を
着
け
て
い
た
。
そ
の
当
時
に
お
い
て
は
、
着
物
を
織

る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
よ
う
に
大
量
生
産
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
普
通
の
家

で
は
自
給
自
足
で
年
に
数
え
る
程
し
か
な
か
っ
た
。

　

芭
蕉
の
着
物
や
木
綿
の
着
物
を
織
る
と
、
最
初
は
ク
ラ
ギ
ン
（
美
し
い
着
物
の
意
）

と
い
っ
て
晴
着
用
に
し
、段
々
古
く
な
っ
て
く
る
と
チ
ュ
フ
ァ
カ
と
い
う
普
段
着
（
ヒ
ー

ジ
ー
キ
ヤ
ー
と
も
い
う
）
に
し
、
さ
ら
に
古
く
な
る
と
野
良
着
（
フ
ァ
ル
ギ
ン
と
い
う
）

用
に
し
た
り
す
る
。

　

金
持
ち
の
場
合
に
は
着
物
を
多
数
持
っ
て
お
り
、
特
に
冬
着
用
の
も
の
と
し
て
、
ワ

タ
イ
リ
ー
（
綿
入
り
の
意
）
と
い
う
綿
の
入
っ
た
厚
い
着
物
を
使
用
し
て
い
た
。
大
正

期
に
は
、
喜
如
嘉
集
落
に
半
数
以
上
の
農
業
兼
大
工
が
お
り
、
彼
等
は
ス
テ
テ
コ
と
腹

巻
き
姿
で
あ
っ
た
と
い
う
。

第
二
節　

寝　

具

　

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
夏
は

の
上
に
そ
の
ま
ま
寝
て
い
た
。
金
持
ち
の
家
で
は
蚊
帳

を
吊
っ
て
い
た
と
い
う
。
布
団
の
こ
と
を
ウ
ド
ゥ
と
い
い
、
冬
に
な
る
と
一
般
の
家
庭

で
は
フ
ク
タ
ー
ウ
ド
ゥ
と
い
う
着
古
し
た
着
物
や
布
な
ど
を
数
枚
合
わ
せ
て
縫
い
こ
ん

だ
布
団
を
掛
け
た
り
、
普
段
着
の
あ
る
だ
け
を
被
っ
て
寝
て
い
た
と
い
う
。

　

綿
の
入
っ
た
布
団
は
金
持
ち
の
家
だ
け
に
し
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
枕
は
四
角

柱
や
板
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｘ
字
型
の
木
枕
を
使
用
し
た
り
、
そ
の
ま
ま
手

テ
ィ
ー
マ
ッ
ク
ヮ

枕
で
寝
た
り

し
て
い
た
。

第
三
節　

下　

着

　

今
か
ら
六
、七
〇
年
前
頃
ま
で
は
男
女
と
も
十
四
、五
歳
の
年
齢
に
達
す
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
者
が
ふ
ん
ど
し
を
締
め
て
い
た
。
ふ
ん
ど
し
の
こ
と
を
こ
こ
で
は
サ
ナ
ギ
と
呼

ん
で
い
る
。

男
性
用
の
ふ
ん
ど
し
は
、
芭
蕉
糸
の
あ
ら
い
も
の
で
織
っ
た
も
の
や
、
木
綿
で
織
っ
た

も
の
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
色
は
芭
蕉
糸
の
そ
の
ま
ま
の
も
の
や
、
白
色
の
も
の
が
ふ

つ
う
で
あ
っ
た
。
赤
い
色
の
ふ
ん
ど
し
を
し
て
い
る
者
は
ま
れ
で
、
そ
の
色
を
し
て
い

る
も
の
は
特
に
ハ
イ
カ
ラ
だ
と
い
わ
れ
る
。
現
在
で
も
集
落
の
お
じ
い
さ
ん
達
の
中
に

は
ふ
ん
ど
し
を
締
め
て
い
る
者
が
い
る
。

　

女
性
用
の
ふ
ん
ど
し
は
メ
ー
チ
ャ
サ
ナ
ギ
と
呼
び
、
木
綿
の
布
の
切
れ
端
な
ど
を
利

用
し
て
つ
く
る
。
布
は
藍エ

ー
チ
ブ壺
に
入
れ
て
藍
色
に
染
め
る
。
女
性
の
下
着
に
つ
い
て
は
芭

蕉
着
な
ど
の
下
か
ら
ふ
ん
ど
し
を
し
め
て
い
た
時
代
か
ら
、
時
代
の
移
り
か
わ
り
と
と

も
に
マ
イ
マ
キ
（
こ
し
ま
き
の

こ
と
）
も
す
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
で
は
都
会
の
人
達
と
な
ん

ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

男
性
用
の
ふ
ん
ど
し
と
女
性

用
の
ふ
ん
ど
し
の
違
い
は
、
図

に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
男
性
用

の
も
の
は
巾
が
二
〇
㎝
程
の
一

ふんどし（左：男　右：女）
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本
の
長
い
布
で
締
め
て
い
る
が
、
女
性
用
の
も
の
は
腰
に
ま
わ
し
て
結
ぶ
ひ
も
に
布
を

縫
い
つ
け
、
そ
れ
を
股
下
か
ら
通
し
腰
で
結
ぶ
。

第
四
節　

お
し
め

　

お
し
め
の
こ
と
を
カ
ホ
ー
、
ま
た
は
チ
ビ
ン
サ
キ
カ
ホ
ー
（
尻
先
カ
ホ
ー
）
と
い
う
。

芭
蕉
着
の
着
ふ
る
し
た
布
を
長
方
形
に
縫
い
合
わ
せ
た
も
の
を
赤
子
の
お
尻
に
あ
て
る
。

　

以
前
に
お
い
て
は
子
守
を
す
る
の
は
十
歳
前
後
の
少
女
達
が
多
く
、
彼
女
達
も
芭
蕉

着
を
つ
け
て
い
た
の
で
、
赤
子
が
尿
を
も
ら
し
た
り
す
る
と
、
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
て

し
ま
う
。

第
五
節　

生
理
帯

　

女
性
が
生
理
日
の
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
の
が
普
通
で
、
出
血
が
始
ま

る
と
性
器
の
中
に
布
切
れ
を
つ
め
こ
ん
だ
り
し
た
と
い
う
。
女
性
は
月
経
が
始
ま
る
と

な
る
だ
け
外
出
を
せ
ぬ
よ
う
い
ま
し
め
ら
れ
て
い
た
。
月
経
に
よ
る
出
血
は
不
浄
だ
と

さ
れ
て
い
た
た
め
、外
出
先
な
ど
で
出
血
を
す
る
の
を
恐
れ
て
、な
る
た
け
家
に
こ
も
っ

て
い
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

第
六
節　

笠

　

笠
の
種
類
に
は
ク
バ
笠ガ

サ

と
い
っ
て
シ
ュ
ロ
の
葉
で
編
ん
だ
も
の
と
、
ム
ン
ズ
ル
ー
笠
、

ま
た
は
ミ
ン
タ
リ
ー
ガ
サ
（
耳
垂
笠
）
と
い
っ
て
麦
の
芯
で
編
ん
だ
も
の
が
あ
る
。

第
七
節　

履　

物

　

履
物
は
ふ
つ
う
集
落
内
で
は
履
か
ず
、
旅
に
出
る
場
合
や
晴
着
用
に
し
か
履
か
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
履
物
の
種
類
に
は
草
履
と
ゲ
タ
が
あ
る
。

　

草
履
に
は
ワ
ラ
ジ
と
ア
ダ
ニ
ン
バ
サ
バ
（
ア
ダ
ン
の
葉
で
編
ん
だ
も
の
）
と
が
あ
る
。

　

ワ
ラ
ジ
は
海
に
漁
り
に
出
る
場
合
に
履
く
も
の
が
あ
り
、
普
通
の
旅
用
の
も
の
よ
り

厚
め
に
編
ま
れ
て
い
る
。
ア
ダ
ニ
ン
バ
サ
バ
は
台
所
な
ど
に
置
き
、
土
間
に
降
り
る
場

合
に
は
い
た
り
す
る
。
ゲ
タ
は
も
っ
ぱ
ら
正
月
の
晴
の
日
に
し
か
履
い
て
い
な
か
っ
た
。

第
八
節　

雨　

具

　

雨
降
り
の
日
に
は
ク
バ
笠
や
イ
ン
ヌ
ミ
と
い
う
シ
ュ
ロ
（
チ
グ
と
い
う
）
の
幹
を
包

む
毛
で
編
ん
だ
ミ
ノ
を
か
ぶ
る
。
田
植
え
の
場
合
に
は
雨
ふ
り
の
時
期
が
多
い
の
で
家

族
全
員
の
笠
や
ミ
ノ
が
準
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

第
九
節　

手
ぬ
ぐ
い

　

手
ぬ
ぐ
い
の
こ
と
を
テ
ィ
サ
ジ
と
い
い
、
木
綿
で
織
ら
れ
て
い
た
。
手
ぬ
ぐ
い
に
色

模
様
を
縫
い
込
ん
だ
り
、
染
め
た
り
し
て
い
る
も
の
を
ハ
ナ
ズ
ミ
ヌ
テ
ィ
サ
ジ
（
花
染

め
の
手
ぬ
ぐ
い
の
意
）
と
い
い
、
年
頃
の
女
性
が
心
を
込
め
て
織
り
、
毛
遊
び
の
と
き

な
ど
に
好
き
な
男
性
に
贈
っ
た
り
す
る
。
男
の
側
か
ら
は
返
礼
と
し
て
金
具
、
陶
器
製

な
ど
の
飾
り
物
や
か
ん
ざ
し
な
ど
を
も
ら
っ
た
り
す
る
。

第
十
節　

む
し
ろ

　

い
ぐ
さ
で
編
ん
だ
ビ
ン
グ
ム
ス
や
ア
ダ
ン
の
葉
で
編
ん
だ
ア
ダ
ニ
ン
バ
ム
ス
、
藁
で

編
ん
だ
ニ
ク
ブ
ー
（
普
通
の

よ
り
厚
目
の
も
の
）
が
あ
る
。
ビ
ン
グ
ム
ス
は
た
い
て

い
お
客
の
あ
る
と
き
、
冠
婚
葬
祭
、
特
別
な
日
に
用
い
る
の
が
多
い
。
ア
ダ
ニ
ン
バ
ム

ス
は
、
ア
ダ
ン
の
葉
に
つ
い
て
い
る
ト
ゲ
を
と
り
、
編
ん
だ
も
の
で
普
通
使
用
し
て
い

た
。
ニ
ク
ブ
ー
は
穀
物
を
干
し
た
り
す
る
の
に
使
う
。

第
十
一
節　

葬
式
に
お
け
る
服
装

　

死
者
に
衣
服
を
つ
け
さ
せ
る
と
き
は
奇
数
枚
で
あ
り
、
た
い
て
い
三
枚
か
五
枚
、
あ

る
い
は
七
枚
で
あ
っ
た
。
そ
の
衣
服
の
内
一
番
上
の
衣
服
は
夏
の
場
合
に
は
冬
も
の
を
、

冬
の
場
合
に
は
夏
も
の
を
着
け
さ
せ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
後
生
の
世
界
は
現
世
と
す

べ
て
が
逆
だ
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
番
下
の
服
は
裏
返
し
に
し
、
背
縫
い
を
十
㎝
程
開
け
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
人
が
死
ぬ
と
身
体
と
魂
と
は
別
離
す
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
た
め
、
背
縫

い
を
開
け
て
そ
こ
か
ら
魂
を
出
す
の
だ
と
い
う
。
魂
の
こ
と
を
喜
如
嘉
や
沖
縄
本
島
各

地
で
は
マ
ブ
イ
と
呼
び
、
丸
い
玉
の
よ
う
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

野
辺
送
り
の
場
合
、
参
列
者
は
芭
蕉
着
を
裏
が
え
し
に
し
て
頭
よ
り
被
り
、
泣
き
な
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が
ら
死
者
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
。

第
十
二
節　

衣
服
の
手
入
れ

　

洗
濯
は
た
い
て
い
女
性
の
仕
事
で
、
井
戸
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
が
川

で
行
な
っ
た
。
集
落
は
ず
れ
を
流
れ
る
い
く
つ
か
の
小
川
に
は
洗
濯
を
す
る
場
所
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　

集
落
内
に
は
共
同
井
戸
（
湧
き
水
の
出
る
場
所
を
囲
っ
た
泉
）
が
十
数
ケ
所
あ
っ
た

が
、
そ
こ
は
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
洗
濯
を
す
る
と
よ
ご
れ
る
の
で

禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

衣
服
を
洗
濯
す
る
方
法
は
川
に
あ
る
平
ら
な
石
の
上
で
も
ん
だ
り
、
流
れ
水
で
す
す

い
だ
り
し
て
水
洗
い
を
す
る
。
芭
蕉
の
着
物
の
場
合
に
は
色
が
あ
せ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

ま
た
布
地
を
強
く
す
る
た
め
に
芋
や
米
の
と
ぎ
汁
、
お
か
ゆ
な
ど
を
三
日
間
程
く
さ
ら

し
て
お
き
、
酸
味
を
出
し
た
も
の
の
中
に
入
れ
た
り
す
る
。

　

ま
た
は
紫
か
た
ば
み
（
ミ
ン
ジ
キ
草
）
や
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
よ
う
な
酸
味
の
強

い
も
の
の
液
に
つ
け
た
り
す
る
。
着
物
類
で
新
し
い
も
の
は
糊
づ
け
を
す
る
が
、
古
い

着
物
は
水
洗
い
の
み
で
あ
る
。
糊
づ
け
の
糊
は
、
ソ
テ
ツ
や
イ
モ
の
で
ん
ぷ
ん
を
炊
い

て
作
っ
て
い
た
。

　

昔
は
糊
づ
け
の
終
わ
っ
た
着
物
の
型
を
つ
く
る
た
め
に
、

の
下
に
入
れ
て
寝
じ
き

を
し
た
り
、
手
の
指
や
爪
で
線
を
入
れ
て
型
取
り
を
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
図
の
よ
う
な

ピ
ー
ク
ヮ
ー
シ
板
（
は
さ
み
板
の
意
）
の
中
に
入
れ
て
型
を
取
っ
た
り
し
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
現
在
の
古
老
達
の
若
い
頃
、
図
の
よ
う
な
ヒ
ノ
ー
シ
と
い
う
鉄
製
で
ひ

し
ゃ
く
の
よ
う
な
形
の
ア
イ
ロ
ン
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
鉄
器
の
中
に

ウ
ッ
キ
ー
（
か
ま
ど
の
残
り
火
）
を
入
れ
て
型
取
り
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
戦
後
は
図

の
よ
う
な
ア
イ
ロ
ン
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
十
三
節　

染　

色

　

藍
色
は
藍
の
草
よ
り
、
茶
色
は
テ
カ
チ
（
車
輪
梅
）
の
根
の
皮
よ
り
、
黄
色
は
福
木

の
皮
や
く
ち
な
し
の
実
や
ウ
コ
ン
の
根
よ
り
と
っ
て
衣
服
を
染
め
た
り
す
る
。

第
十
四
節　

そ　

の　

他

　

出
産
後
七
、八
ヶ
月
後
に
は
生
ま
れ
た
子
供
の
歯
が
は
え
て
く
る
。
上
の
歯
が
は
え

出
て
く
る
と
、
そ
の
日
の
う
ち
に
母
親
は
そ
の
子
の
た
め
に
服
を
つ
く
っ
て
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
母
親
が
自
分
の
子
供
の
着
物
を
つ
く
る
と
子
供
の

健
康
祈
願
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
。

　

仕
上
が
っ
た
着
物
の
襟
を
つ
か
ん
で
中
柱
に
押
さ
え
、
両
手
で
襟
の
方
を
こ
す
る
よ

う
に
し
な
が
ら
「
キ
ン
ヤ
ヨ
ー
カ
ー
、
ド
ゥ
ー
ヤ
ー
チ
ュ
ー
カ
ー
（
着
物
は
弱
く
、
身

体
は
強
く
）」
と
子
供
が
丈
夫
に
成
長
す
る
よ
う
に
と
の
祈
願
を
す
る
。

〔
木
綿
に
つ
い
て
〕

　

現
在
九
〇
歳
以
上
に
な
る
古
老
達
の
幼
い
頃
、
喜
如
嘉
集
落
で
は
綿
が
栽
培
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。
家
の
庭
畑
や
最
も
良
質
な
畑
が
選
ば
れ
て
値
え
ら
れ
て
い
た
。
富
農
の

家
で
は
多
量
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
一
般
の
農
家
で
は
最
少
限
の
衣
服
を
こ
し
ら
え

る
為
に
必
要
な
分
を
栽
培
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

綿
の
花
が
咲
く
と
、
そ
れ
を
摘
み
取
っ
て
竹
籠
に
入
れ
持
ち
帰
る
。
摘
み
取
っ
て
き

た
綿
は
種サ

ナ
バ
ナ
シ

離
し
と
い
う
器
具
に
入
れ
て
、
綿
と
種
子
と
を
分
け
る
。
種サ

ナ
バ
ナ
シ

離
し
の
器
具
が

出
る
ま
で
は
手
で
綿
と
種
子
と
を
分
け
て
い
た
と
い
う
。
種
子
を
取
り
除
い
た
綿
は
庭

で
乾
燥
さ
せ
る
。

　

庭
に
ニ
ク
ブ
ー
を
敷
き
、
そ
の
上
に
綿
を
置
い
て
日
光

に
干
す
。
干
し
終
え
た
綿
は
、
ニ
ク
ブ
ー
の
上
で
板
で
押

し
転
が
し
な
が
ら
、
細
長
い
も
の
に
し
て
ゆ
く
。
そ
の
細

長
く
し
た
綿
の
こ
と
を
ソ
ー
マ
キ
と
い
う
。

　

そ
の
よ
う
な
ソ
ー
マ
キ
を
図
の
よ
う
な
ワ
ク
に
糸
に
し

な
が
ら
巻
き
取
っ
て
ゆ
く
。
左
手
に
ソ
ー
マ
キ
を
持
ち
、

右
手
に
は
ワ
ク
を
持
っ
て
、
そ
の
ワ
ク
の
柄
を
指
で
上
手

に
「
ホ
イ
カ
ラ
ホ
イ
ホ
イ
」
と
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
巻

ピ－クヮーシ板

ヒノーシ

アイロン

トーハシ

ワク
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⑧トゥンチニーズ、ウドゥンニーズ ⑨仲庭（ナハマー） ⑩グシクのビジュル ⑪神アサギ

⑮中城御嶽（ﾅｶｸﾞｼｸｳﾀｷ）

⑯地頭火の神（ジトゥーヒヌカン）

㉑按司墓

⑲按司湧泉（アジガー）

⑬大城御嶽（ｳﾌｸﾞｼｸｳﾀｷ）⑫田嘉里西（ｲﾘ）門中の拝所 ⑭馬浴みし井泉（ｳﾏｱﾐｼｶﾞｰ）

⑰上城湧泉（ｳｲｸﾞｼｸｶﾞｰ） ⑱堀切（フッキー）

㉒御殿泉（ウドゥンガー）

⑳夫婦ガー（ﾐｰﾄｩｶﾞｰ）

㉓ハラガー ㉔上城・根謝銘城

ヒサンメー（木下前）バール

グシク（城）バール

謝
名
城
の
民
俗
地
図
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拝　所
① 宇茂久原（ウンムフバル） ⑬ 大城御嶽（ウフグシクヌウタキ）
② 潮崎（ウスザキ） ⑭ 馬浴みし井泉（ｳﾏｱﾐｼｶﾞｰ）
③ 根差部親方の神屋 ⑮ 中城御嶽（ナカグシクウタキ）
④ 根神屋（ニガミヤー） ⑯ 地頭火の神（ジトゥーヒヌカン）
⑤ 大石の前（ウフイシヌメー） ⑰ 上城湧泉（ウイグシクガー）
⑥ 蔵庭（クランマー） ⑱ 堀切（フッキー）
⑦ 祝女殿内（ヌルドゥンチ） ⑲ 按司ガー（アジガー）
⑧トゥンチニーズ、ウドゥンニーズ ⑳ 夫婦ガー（ミートゥガー）
⑨ 仲庭（ナハマー） ㉑ 按司墓
⑩ グシクのビジュル ㉒ 御殿泉（ウドゥンガー）
⑪ 神アサギ ㉓ ハラガー
⑫ 田嘉里西（イリ）門中の拝所 ㉔ 上城・根謝銘城

①宇茂久原（ウンムフバル）

②潮崎（ウスザキ）

③根差部親方の神屋

④根神屋（ニガミヤー）

⑦祝女殿内（ヌルドゥンチ）⑤大石の前（ウフイシヌメー） ⑥蔵庭（クランマー）

ヒ

インジャミ（根謝銘）バール

ティンナス（一名代）バール

謝名城共同店

謝名城公民館
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①宇茂久原（ウンムフバル）

②潮崎（ウスザキ）

　ウンムフバルは以前は水田で、苗代と
して利用されていた。現在では土地改良
でミカン、キビ作に替った。またシイタ
ケ栽培も行われていた。ウンムフバル内
にはアガリンクブ、ユシギンクブ、トー
シンクブ、ハックイクブなどがある。宇
茂久川の流れは一名代の人々に「産水 (ウ
ブミズ )」として拝まれている。

③根差部親方（ネサシップウェーカタ）の神屋
　根差部親方は首里王府の三司官
であったが大島征伐の功績を妬む
者の奸計に遭い都落ちして根謝銘
に来た。現在部落の守り神として
祀られている。①春の彼岸、②ユッ
カヌヒ、③秋の彼岸に根謝銘バー
ル（インジャミ）で御願する。

　昔、喜如嘉ターブクは海であっ
たと伝えられ、その頃は潮がこの
丘まで寄せていたという。根謝銘
ムラの入口であり、根謝銘門丘（ネ
ジャメジョウヂカサ）ともいう。
野辺送りのときに死者の髪の毛と
爪を藁に包んでウスザキの森に投
げ入れ集落との別れをした所。

④根神屋（ニガミヤー）

⑤大石の前（ウフイシヌメー）

　根神が出るムラの草分け。も
ともとはグシクにあったが根謝
銘に移動したという。火の神と
神棚がある。

⑥蔵庭（クランマー）
　昭和 20年代まではここで豊年
踊が行われていたという。現在
はその名残としてクランマーま
で道ズネーを行い三節（長者の
大主、ながらた、上り口説）の
嘉例（カリー）踊りが奉納される。

⑦祝女殿内（ヌルドゥンチ）

⑧殿内根所・御殿根所（トゥンチニーズ・ウドゥンニーズ）

　城（グシク）祝女は謝名城、
喜如嘉、饒波、大宜味、大兼久
を管轄し、根謝銘城内の中城御
嶽を司る。城ヌル火神、若ヌル
火神とヌル元祖が祀られ、以前
は王府から授かった黄金の簪や
曲玉等があった。祭祀道具の一
部が残っている。

⑨仲庭（ナハマー）
　根謝銘（ウイ）城に登るとき、
ノロが乗ってきた馬をつないだ
場所。ウンガミではこの場所で
オモロを謡い下のウドゥンマー
で神送りの儀式を行なう。

　殿内・御殿の火神が祀られた
祠。首里王府と相対する北方に
向いている。その横にウドゥン
マー（御殿庭）と呼ばれる広場
があり、ウンガミの時、仲庭で
オモロを謡った後、この場所で
神踊りを舞い、招いた神々を送
る神送りの儀式がある。

⑩グシクのビジュル

⑪神アサギ

　昔、根謝銘（ウイ）城の按司
が敵に打たれ、残された妻のウ
ナザラが拝んだとも言われてい
る霊石。願い事や占い事をする
ときは、持ち上げられるか持ち
上げられないかで吉凶を占う。

⑫田嘉里西（イリ）門中の拝所
　中城にあるグシク神アサギの
左側にある拝所。石の塚の上に
小さな石碑が祀られており、田
嘉里西門中の人たちが拝んでい
る。

　根謝銘城の中の中城にあり、グ
シクヌルが司る神アサギで、旧７
月にはウンガミが行われる。アサ
ギ内は神人の座る位置も決まって
おり、東のアサギマーではオモロ
や舞いが奉納される。昭和20年
中頃までは茅葺きであった。建物
は独特な形をしている。

　ウフイシヌメーは昔、動物(豚
など ) の化物がでたという伝承
がある。かたわらの屋敷に火事
があったため、火玉を防ぐため
に火山 ( ピーザン ) に相対して
ウフイシ ( 大石 ) を祀ったと伝
えられている。
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⑬大城御嶽（ウフグシクウタキ）

⑭馬浴みし井泉（ウマアミシガー）

　根謝銘（ウイ）城には城ノロが
司る中城御嶽の上方に屋嘉比ノロ
が司る大城御嶽（イビ）があり、
大城御嶽は田嘉里の御嶽である。
ウンガミには大城御嶽を拝んでか
ら屋嘉比の神アサギで祭祀を行
う。現在は神職がいないため区で
行事を執り行っている。

⑮中城御嶽（ナカグシクウタキ）
　中城御嶽のイベは神のまします
聖地でグシクヌルの管理になって
おり、旧３月、９月のウガンプセー
には聖域を表わす左縄の取り換え
が行われる。『琉球国由来記』には
城村の「小城嶽」と記されているが、
現在はノロ管轄の村の拝所となっ
ている。

　ウイグスクに按司が住んでいた
頃、この湧泉で馬を水浴びさせ
たという。按司ではなくノロの馬
を水浴びさせたともいわれる。現
在は、水が枯れているが、当時は
馬を浴びせられるくらいの水をた
たえていたのであろう。

⑯地頭火の神（ジトゥーヒヌカン）

⑰上城湧泉（ウイグシクガー）

　国頭按司の火の神と惣地頭の
火の神である。ウンガミでは神
アサギでの儀式の前にここで祭
の予告祈願を行ったあと、中城
御嶽と喜如嘉七滝拝所に向かっ
て祈願をする。旧五月の稲穂祭
（グングヮチウマチー）では稲
穂を供える。

⑱堀切（フッキー）
　根謝銘（ウイ）城の南側の端
の方にある断崖絶壁で、その名
の通り敵の侵入を阻むため人工
的に掘り切ってあり、グスクの
境としたものと思われる。

⑲按司湧泉（アジガー）

⑳夫婦井戸（ミートゥガー）　

　ミートゥガーの下にアジガー
がある。昔、アジガーで按司が
髪を洗っているところを敵から
攻められたという。現在は木、
草がうっそうと茂っている。

㉑按司墓
　根謝銘グスクを統治した按司の
墓とされるが、中城御嶽にあった
骨をまとめて納骨した場所とも言
われている。近世期、士族層に家
譜作成が義務付けられたときに、
家系を正統化するため出身地の古
墓整備が横行し、この墓もその一
つである可能性は否めない。

　アジガーの上に位置する。水
は涸れているが二つの石囲い跡
があったためにそのように呼ば
れている。

㉒御殿泉（ウドゥンガー）

㉓ハラガー

　大正時代に拡張した二対の湧
泉で城原の住民には大変貴重な
水源地であった。湧泉は現在で
も生活用水等に利用されてい
る。神井としての拝所でもある。

㉔上城（ウイグスク）・根謝銘城（ネジャメグシク）
　12 世紀前後に築城されたと
考えられ城塞的なグスクで地元
では上城（ウイグシク）と呼ん
でいる。かつての城村の背後標
高 100 ｍの丘陵部に立地し国
頭地方を治めた国頭按司の居城
跡であるといわれている。

　ウドゥンガーの近くにあり、
旧 8月 10 日夜の頃に隔年で行
われる豊年踊りの道ズネーでは
この井戸も回る。

　根謝銘城の中にあり、大木の
根元に石囲いだけが残ってい
る。近年まで水があったといい、
現在も雨の後には滞水する。湧
泉跡の前には香炉が置かれてい
る。

謝名城の民俗地図 ― Jyanagusuku's folklore map
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～ムラの宝物～
県内で現存する最も古い本格的な鉄筋コンクリート造の建築物

　　大宜味村役場旧庁舎
・旧庁舎建築への取り組み
　大宜味村役場庁舎建築への本格的な取り組みが開始されたのは 1920（大正９）年に天野鍜助が最初の民選村長となっ
てからである。同年 2 月の村会（村議会）で新規事業として役場敷地購入費 870 円が決定されている。敷地は字大宜味
の大宜味尋常小学校と兼久川をはさんで隣接する字大兼久の土地に決定した。

・歴史的価値及び評価
　大宜味村役場旧庁舎は大正 14（1925）年に竣工した、現存する県内で最も古い鉄筋コンクリート建築で、平成 9（1997）
年に県の有形文化財に指定され、平成 29（2017）年 2 月 23 日に国の重要文化財に指定された。
　建物面積は182.6m'。大正期にメートル法を用いた画期的設計、沖縄の気候風土を十分に考慮した鉄筋コンクリート造、
台風による風圧を軽減する目的の八角の平面形状など、優れた特徴を持っている。鉄筋コンクリートの導入初期に作ら
れた建物は骨材、品質、配合や施工についての記録が少なく、すでに取り壊されてしまった建物も多い中、旧庁舎は鉄
筋コンクリート造技術導入や構造、施工技術の歴史を知る上でも大変貴重であり、機能的且つ現在でも通用する洒落た
外観、床の目地、五角形の柱、壁、天井等の意匠も注目に値し、機械のない時代に手作業で丁寧な施工を行った、大宜
味大工の技術の高さが随所にうかがわれる。

・風土建築家清村勉
　設計は国頭郡役所技手として熊本県から招聴された清村勉氏。国頭郡役所に赴任した清村は、自分の足で郡内各所を
回り、台風や白蟻、火災等の被害状況を目の当たりにし、沖縄には鉄筋コンクリートの建造物が最も適している事を実感。
その資材となる砂、砂利、木材などが地元に豊富にある事が後押しし、やんばるから沖縄中に鉄筋コンクリート造が普
及し、清村は「沖縄県の鉄筋コンクリート造の父」と呼ばれるようになった。

・未知の工法を形にした大宜味大工の高い技術
　工事の請負は金城平三が代表を務める金城組。棟梁は当時 22 歳の金城賢勇。代表、棟梁ともに大宜味村饒波出身の
大宜味大工（うじみぜーく）である。戦前、険しい地形で十分な耕地を確保できなかった大宜味村からは、多くの人が
出稼ぎや移民に出た。
　勤勉で高度な技術を持った大宜味村出身の大工は評判になり、
人々は賞賛を込めて大宜味大工と呼んだ。金城賢勇の回想、記「大
宜味大工一代記』によると、旧庁舎の工事ではそれまでにはない
八角形の型枠工事が難しくかなりの技術を要求されたという。

・村民で祝った米寿祝（トーハキユーエー）
　平成 24 年 11 月 17 日、役場旧庁舎の米寿（88 才）のお祝い
が行われた。80 年余大宜味村の村勢を見守ってきた旧庁舎の労
苦をねぎらい、今後のさらなる長寿を祈念し多くの村民や関係者
が参列して盛大に催された。

竣工当時の旧庁舎と役場吏員一同、職工たち（大正14年 3月）

竣工当時の旧庁舎と右：金城平三氏（請負者）左：天野鍜助氏（村長）
（大正14年 3月）

旧庁舎トーハキ祝のポスター

大兼久の民俗地図 ― Ōganeku's folklore map
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謝

　
　
　
辞

『
大
宜
味
村
史

　
民
俗
編
』
の
発
刊
に
際
し
、
調
査
と
資
料
の
収
集
お
よ
び
整
理
を
進
め
て

い
く
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
様
や
関
係
者
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
巻
は
近
世
に
お
け
る
各
集
落
の
農
業
、
林
業
、
漁
業
な
ど
の
産
業
、
食
物
、
住
居
、
衣
の

生
活
形
態
、
婚
姻
や
産
育
、
葬
制
や
墓
制
な
ど
の
冠
婚
葬
祭
、
年
中
行
事
や
信
仰
、
地
割
制
度

と
い
っ
た
村
独
自
の
特
徴
を
各
字
の
所
有
す
る
「
字
誌
」
を
参
考
に
構
成
し
て
あ
り
ま
す
。
特

筆
し
た
い
の
は
、現
在
で
は
調
査
が
難
し
い
明
治
以
前
の
民
俗
を
諸
先
輩
方
が
昭
和
後
期
に
「
字

誌
」
と
し
て
調
査
、発
刊
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
各
「
字
誌
」
に
お
け
る
調
査
結
果
を
は
じ
め
、

視
点
や
考
察
な
ど
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、
字
誌
に
関
わ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
に
は
敬
意
の
念
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
こ
れ
ほ
ど
の
歴
史
資
料
は
無
い
と
考
え
こ
の
度
は
あ

え
て
参
考
・
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
第
一
部
で
は
、
大
宜
味
村
の
民
俗
を
特
徴
づ
け
る
記
述
を
柱
と
し
、
大
宜
味
村
の
代
表

す
る
「
海
神
祭
」
や
「
芭
蕉
布
」
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
部
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
各
字
の
「
字
誌
」
や
個
人
や
団
体
の
研
究
家
に
よ
る

関
係
書
籍
よ
り
民
俗
に
関
わ
る
部
分
を
引
用
し
、
字
毎
に
比
較
し
た
り
、
全
字
の
民
俗
様
相
が

こ
の
一
冊
で
網
羅
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
、
各
々
の
字
の
特
徴
や
人
々
の
想
い
が

少
な
か
ら
ず
違
っ
て
お
り
、
大
変
面
白
い
一
冊
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
部
と
し
て
、
各
集
落
に
今
な
お
残
る
拝
所
や
地
名
を
「
民
俗
地
図
」
と
し
て
字
別
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
別
冊
「
わ
ー
け
ー
シ
マ
の
宝
物
」
で
も
い
く
つ
か
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
研
鑽
が
拝
所
や
シ
マ
に
残
る
文
化
財
の
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
も

の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

現
代
社
会
は
実
に
豊
か
な
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
白
米
は
常
食
と
な
り
、
量
販
店
に
は
世
界

の
食
材
が
並
び
、
医
療
の
発
達
に
よ
り
過
去
に
比
べ
人
間
の
寿
命
は
格
段
に
伸
び
ま
し
た
。
携

帯
電
話
一
つ
で
通
話
や
ゲ
ー
ム
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ま
で
様
々
な
事
が
可
能
と
な
り
、
結
婚
式
は

ホ
テ
ル
に
て
華
や
か
に
行
い
、
自
動
車
を
は
じ
め
、
飛
行
機
、
I 

T
等
の
発
達
に
よ
り
、
地

球
の
裏
側
ま
で
誰
で
も
数
日
で
行
け
ま
す
。
ま
た
昨
今
、
葬
制
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
四
十
九
日
の
短
縮
化
、「
永
代
供
養
」（
墓
を
つ
く
ら
ず
骨
を
寺
院
に
郵
送
し
て

す
べ
て
を
お
さ
め
る
）
が
都
会
な
ど
で
は
流
行
し
て
お
り
、
時
代
は
絶
え
ず
変
化
が
繰
り
返
さ

れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
人
工
知
能
の
発
達
に
よ
り
将
来
は
さ
ら
に
飛
躍
し
た
時
代
が
到

来
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

何
一
つ
不
自
由
な
こ
と
は
無
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
宜
味
村
で
は
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
年
中
行
事
が
シ
マ
ン
チ
ュ
の
減
少
と
と
も
に
無
く
な
り
、
豊
か
さ
と

引
き
換
え
に
若
者
は
都
会
へ
い
き
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
店
の
発
展
と

と
も
に
昔
な
が
ら
の
飲
食
店
や
共
同
売
店
は
減
少
し
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
る
少
子
化
な
ど
の

影
響
で
子
ど
も
が
い
な
い
集
落
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
五
十
年
ほ
ど
の
短
い
間
で
世
の

中
は
あ
ら
ゆ
る
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
民
俗
編
」
に
出
て
く
る
時
代
に
比
べ
る
と
、
飢
饉
や
病
死
な
ど
に
よ
る
心
配
も
だ
い

ぶ
緩
和
さ
れ
、
人
々
の
生
活
は
豊
か
に
な
り
、
素
晴
ら
し
い
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
昔
の
よ
う
な
相
互
扶
助
を
は
じ
め
、
年
中
行
事
な
ど
の
習
俗

や
ム
ラ
の
取
り
決
め
な
ど
の
伝
統
が
消
え
て
い
く
こ
と
で
、
人
々
の
つ
な
が
り
や
信
仰
は
消
え

つ
つ
あ
る
気
が
し
ま
す
。

「
温
故
知
新
（
故
き
を
温た

ず

ね
て
新
し
き
を
知
る
）」。
豊
か
に
な
っ
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
過

去
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
価
値
を
知
り
、
本
来
の
豊
か
さ
を
考
え
る
機
会
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
「
民
俗
編
」
が
読
者
の
皆
様
の
一
助
に
な
れ
ば
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
び
に
、
本
巻
の
発
刊
に
あ
た
り
、
調
査
及
び
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
専
門
部
員
、
調
査
員

を
は
じ
め
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
専
門
部
会
長
の
謝
辞

と
い
た
し
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
平
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三
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編
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委
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民
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専
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会
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仲
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弘
哲
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